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序

一般国道 7号琴丘能代道路は秋田県沿岸北部を貰-く基幹道路として計

画され、秋田県教育委員会はその事業計画にそって昭和61年度から路線

上の埋蔵文化財の事前発掘調査を実施してまいりました。調査は能代市

側より開始され百既に平成 2年度までの関に縄文時代百平安時代の遺跡

など 6遺跡の発掘調査が終了し、その成果は昭和62年度、平成元年度に

2冊の報告書として刊行しております。

平成2年度に実施した発掘調査は、八竜町萱メIJ沢地区が主な対象区域

となり、インターチェンジ部分にかかる 2遺跡が諒査されました。八幡

台遺跡、では縄文時代の陥穴 2基が検出され、遺跡が縄文時代の狩猟の場

であったことが判明致しました。また、鴨子台遺跡では八幡台遺跡と同

様に縄文時代の陥穴が検出されたほか、 18石器時代の石器集中地点5箇

所と、!日石器時代から縄文時代への移行期に特徴的な神子柴型石斧が出

土し、東北宮本の!日石器時代から縄文時代の初めにかけての貴重な資料

として注目されています。

本書はこれら 2遺跡の発掘調査成果をまとめたものでありますが、本

書が今後の学術研究ならびに埋蔵文化財保護に役立つよう願ってやみま

せんO

最後に本書を刊行するにあたり、認査から報告書作成に至るまでご便

宜いただいた東北建設局能代工事事務所をはじめとする関係諸機関、各

位に深く感謝の意を表する次第です。

平成 4年 11月 1日

秋田県教育委員会

教育長播本顕 信
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1. は一般国道7号琴丘能代道路建設事業に係る鴨子台遺跡、八幡台遺跡の発揚調査

ある。

つ
LJ 『一般国道7号八竜能代道路建設事業に係る埋

1 -寒J1日遺跡 e 寒J!日遺跡、およびそ主同県文化財調査報告書

第178集 F一般国道7号八竜能代J道路建設事業に係る 立福田遺跡 a

石丁遺跡@蟹子沢遺跡@ に続くものである。

3. 本報告書の執筆分担は以下のとおりであるO

小山内透…「はじめにJ 立地と環境JI発掘調査の方法」

栄一郎…「鴨子台遺跡-第1章第2節」

小林克…「鳴子台遺跡一第1章第3節、

なお、 「車息子台遺跡一第2章第2節@第3節jについては小山内、楽、小林で分担執筆し、

文末に氏名を記した。

I 1 rpJ 

庄内昭男…「八幡台遺跡-第 1章第 1節@第 2節J

斎藤典芳…「八幡台遺跡-第 2章@第 3

4. 本報告書作成にあたり以下の方々からご助言、ご指導を頂いた。記して謝意を表する。

安斎正人、安蒜政雄、稲野彰子、大竹幸恵、岡村道雄、岡本東三、織笠昭子、加藤 稔、

菊池徹夫、佐藤宏之、関野哲夫、高橋龍三郎、武田耕平、堤 降、戸沢充則、長崎潤一、

林 謙作、比田井民子、藤原妃敏、柳田俊雄、山田しょう、吉田雅勇(五十音順)

5.別編「自然科学的分析」のうち、

は学習院大学年代測定室に、 「第 2

は(株)ズコーシャに、 「第 3

パリノ a サーヴェイに委託し

6. 「に

によった。

日



凡 伊d

1.旧石器時代の石器集中地点は「ブロック」と呼称し、縄文時代以降の遺構については以下

の略号を使用している。

31 ;竪穴住居跡 3KT;陥穴 3K;土坑 3R;土器埋設遺構 3N;焼土遺構 3D ; i奇跡

2.縄文時代以降の遺構図については焼土遺構、焔穴等を1/40の縮尺で、

20の縮尺で掲載した。

3.遺構図に使用したスクリーン@トーンの凡例は以下のとおりである O

地山 焼土 木炭

4.縄文時代以降の遺物実測図、拓影について、土器および剥片石器は縮尺1/2で、大形の礎

石器は1/3で掲載した。なお、鴨子台遺跡刃部磨製石斧は2/3で掲載した。

5. 石器実測区iに使用したスクリーン@トーンの凡例は以下のとおりである。

接面 被熱痕 損傷部 接合資料断面の隙間

6. 石器表面の顕微鏡写真は金属顕微鏡NikonOP1HOTおよび顕微鏡写真撮影装置

Nikon M1CROFLEX UFX-IIを使用して撮影した。

楽『鴨子台遺跡J報文中、第 I群および第耳群石器について

7. 石器実測図に付した番号はその遺物毘有の番号であり、剥離作業の流れ図、ならびに各計

よび接合関係図中の遺物番号に対応する。

8.実測図によって示さ

た③(Bl(T⑬およ ょっ

るブロック l土、

される。

III 

に付し



9. 石器実測図に示した {は、 5のスクリーン e トーンとともに出土後に残された損傷部を

示す。

10.実測図中、断面あるいは上下面に付した、?もしくは↓の記号は折断の方向を表す。

11.折断面で接合する石器に付されたムあるいはマの記号は、折断面の作図された石器を表し、

前者は上位、後者は下位の石器の折断面が示されていることを表す。

12.個体別接合資料の記述中に挿入された剥離作業の流れ図では、その前後関係が誼接である

場合を実線の矢印で、間接である場合を破線の矢印で結んでいる。また、接合が折断面ある

いは節離面等でなされる場合には実線のみで結んでいるO

13.剥離作業の流れ図には接合が単一のブロックで完結する資料を除き、ブロック間の接合流

れ図を添えている。

14.偲体別接合資料の接合関係図中、矢印あるいは実線で結ぼれた関係は、科離作業の流れ図

と対応する O

15.石器一覧表中、大きさの単位はmmであるO

16.個体別資料の分布図におとした記号の凡例は以下のとおりである。

盟ナイフ形石器(先端)

ム彫器(先端)

φ削片

*五核

大掻器

女削器

搭錐器

事剥片 e チップ

口ナイフ形石器(基部)

A彫器(基部)

lV 
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はじめに

調査に至るまでの経緯

調査に至るまでの経緯

一般国道 7号琴丘能代道路は、昭和58年度より事業化された一般国道 7号八竜能代道路(延

長 7回、幅員22m)を、平成元年に計画変更し、琴丘町まで延伸したものである。県北日本海

沿岸の輸送幹線道路としては従来からのー陸国道 7号があるが、現在工事中のこの道路には、

将来、県都市秋田と県北主要都市の連絡のみならず、県外まで延びる高速交通体系網の一部を

担う高規格の道路として、その機能を拡大・強化することが期待されているO 公表されている

計爵概要に従えば、山本郡琴丘町鹿渡地内を起点とし、能代市浅内地内とを結ぶ延長17km、幅
(註 1)

員23.5mの自動車専用道路である。

路線予定区域は、計画変更以前の当初からいくつかの埋蔵文化財包蔵地内にかかることが予

想されていた。そこで、計画路線が示された時点で、県教背委員会と工事実施者である建設省

東北建設局能代工事事務所は協議を行い、路線上の埋蔵文化財包蔵地の分布調査を実施し、現

状保存をはかることの不可能な遺跡については、範間確認調査を行った上で発掘調査を実施し

記録保存をはかることとした。

八竜能代間の路線上の遺跡分布調査は昭和60年

度に行われ、能代開拓事業に先立つ昭和57年度の

範囲確認調査により遺跡範囲の確定していた寒川
(設 2)

遺跡等の周知の遺跡も含め、南側から館ノ

刈沢 1• II、福田、石了、十二林、寒川 11 ・立遺
〔註 3) 

跡の 8遺跡の存在が確認された。

発掘調査は用地買収の完了した能代市側から着
(註4) 

手され、昭和61年度には寒)111 • II遺跡の調査を
(註5) 

行い、あわせて十二林、石丁、福田遺跡について

路線内の範囲確認調査も実施した。その結果、十

二林遺跡と石了遺跡の聞の沢地に蟹子沢遺蕗弘新

たに確認され、翌昭和62年度にはこの蟹子沢遺跡
(註 6)

を加え、福田、石了、十二林遺跡の 4遺跡の調査

が行われているO

つづ、いて、平成元年度には、 5月中に鷲刈沢 1• 

豆遺蕗る範囲確認調査が実施された。その結果、
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はじめに

県教育委員会と能代工事事務所の間で、意メiJ沢 I遺跡についてはヨ翌年度調査することが、また、

萱刈沢E遺跡については盛土工法がとられるために、掘削により削平される工事用道路部分と

橋脚部分のみの調査を行うことが確認され、鷲刈沢E遺跡については同年10月2日'"'-'11月初日

までの期間に調査が実施された。

また、この平成元年度中に計画変更により新たにその必要が生じたインターチェンジ部分と

取り付け道路部分の分布母範囲確認調査も実施され、その結果、インターチェンジのループ部

分で鴨子台遺跡、取り付け道路部分で、八幡台遺跡の 2遺跡が新たに確認された。これを受けて

県教青委員会と能代工事事務所は再度協議を行い、翌年度に取り付け道路未買収部分の範囲確

認調査を行った上でこの 2遺跡の謁査を行うこととし、鷲刈沢 I遺跡の調査の実施は平成3年

度へ変更された。

なお、八幡台遺跡については、未確認範囲を含む取り付け道路部分は 1遺跡として扱うこと
(註 8) 

としたが、平成 2年度6月中の範囲確認調査の結果、 2つの地点に分かれることが判明したた

め、便宜上、東側の範協をA地区、西側範聞をB地区として扱っている。

註

(1)建設省東北地方建設局能代工事事務所『一般国道 7号琴丘能代道路』パンフレット

1989(平成元年)

(2)秋田県教育委員会『遺跡詳細分布調査報告書J1983(昭和57年)

(3)秋田県教育委員会『遺跡詳細分布調査報告書J1986(昭和61年)

(4)秋田県教育委員会「寒)11 1 .寒)11 II遺跡J ~一般国道 7 号八竜能代道路建設事業に係る理蔵文化

財発掘調査報告書 1J 1988(昭和63年)

(5)秋田県教育委員会『遺跡詳細分布調査報告書J1987(昭和62年)

(6)秋田県教育委員会「福田遺跡・五丁遺跡@蟹子沢遺跡@十二林遺跡J ~一般国道 7 号八竜能代道路

建設事業に係る埋蔵文化財発掘謁査報告書IIJ 1989(平成元年)

(7)秋田県教育委員会『遺跡詳細分布調査報告書J1990(平成 2年)

(8)秋田県教育委員会『遺跡、詳細分布調査報告書J1991(平成3年)

調査の組織と構成

1遺跡所在地 鴨子台遺跡 秋田県山本郡八竜町鵜川字鴨子台 9外

') 
ム』

八幡台遺跡A地区 秋田県山本郡八竜町鵜)11字八幡台80-1外

B地区 秋国県山本郡八竜町鵜JII字八幡台49-3外

鴨子台遺跡 平成 2年 7月 2日---"11月22日
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3.調査面積
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5.調査担当者

八幡台遺跡 平成 2年 8月初日-----10月31日

鴨子台遺跡 11，450:n:i 

八幡台遺跡A地区 1，500:n:i 

B地区 2，000:n:i 

秋田県教育委員会

庄内 昭男(秋田県塩蔵文化財センタ一文化財主査)

築一郎、谷地薫(以上秋田県埋蔵文化財センタ

小林克(秋田県埋蔵文化財センタ 文化財主事)

小山内透、斎藤典芳、石川

(以上秋田県埋蔵文化財センター非常勤職員)

6.調査事務担当者佐田 茂〈秋田県埋蔵文化財センタ-主査)

佐々木真(秋田県埋蔵文化財センタ

高橋 忠太郎(秋田県埋蔵文化財センタ一主事)

7.調査協力機関 建設省東北建設局能代工事事務所

八竜町教育委員会

立地と環境

遺跡、の位置と周辺地形

遺跡の故直と周辺地形

鴨子台遺跡、八幡台遺跡は、県北日本海沿岸地域の台地群のうち最も西側に位置する台地上、

南寄りに位霞している。遺跡は県北部を東から西へ貫流して日本海に註ぐ米代JI!の河口から南

に11.2'"'-'11.9回、八郎潟北岸からは北に約2.6'"'"'3. 7km程の地点に位置し、西側日本海汀線まで

は直線距離で、3.2'"'-'3.6km程で、ある。

各遺跡の経緯度は以下のとおりである。

穂子台遺跡 …….. ~ w ..・ H ・-…北韓40口 7'3" 

八!播台遺跡A地区~" ~ " .. .. " ..・ e・-北緯400 6' 53'1 

八i播台遺跡B地区一一…一…北緯400 61 53グ

東経1400 01 

55" 

東経1400 01 4611 

01 38
11 

鴨子台、八幡台の 2遺跡が立地する台地は、成合台地と呼ばれる標高20"-'35m前後の海成段

丘であるO この成合台地は西側の浅内低地と東側の鵜111)11によって形成された鵜JlI低地に挟ま

れる i幅約2.3畑、成合台地の北側につなが.る浅内台地を含め八竜町大出から能代市浅内までの
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立地と環境

しコ遺跡範屈(遺跡地盤から)

主3工事計画路線

第 2国遺跡の位賓と蔚辺地形
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八郎潟北岸の地形と地質

延長約8kmにわたる帯状の南北に長い台地である O その長軸方向は日本海汀線及び東側の丘陵

地に平行するN-15~ -EであるO

この成合台地の東西両側縁は、侵食谷によってそれぞれ関析されているが、その状況は対照
(註 1)

的である。西縁は直線的であり、縄文指進のピーク時の日本海汀線と推定され、縄文海進後に

開析され当時は直接海に達していたと思われる 5つの大きな谷が 1"-'1.5km間隔で台地縁を区

切っている O これに対し、東側は、指退後に成合台地とその東側の台地の境に沿って開析した

鵜)!!川形成後に侵食が始まったより新しい時期の地形であり、櫛歯状に小関析谷が細かく入り

組んでいる。

遺跡は、成合台地の酉縁を開析する谷が区切る 6ブロックのうち、南から 2番目のブロック

J::."西側緩斜面に立地する。なお、鴨子台、八|幡台遺跡の同じ台地の南縁には萱刈沢I遺跡が、

また、谷を隔てたさらに南側には責刈沢E遺跡が位置している。

八郎潟北岸の地形と地質

県北日本海沿岸地域は位置的 e地形的には、出羽丘陵地の北寄りに位置し、東は奥羽脊梁山

脈より分岐する太平山山地に連なる七座山山地一房住山山地、北は白神山山地によって限られ、

南は八郎潟北部までを含む地域を指し示す(第3図)。

当該地域は、県北部を東から西に貫流し、日本海に至る米代川により 2地域に分割されてい

る。このうち遺跡の位置する米代JlI左岸側では、奥羽脊梁山脈の発達方向や、日本海汀線に対

応して、南北の帯状に、東から商へ山地、丘陵地、台地(段丘〉・低地と高低三段の地形配列を

なす。こうした地形配列は、発達方向が相違するほかは米代川の右岸側でも同様であるo

八郎潟北岸の米代川左岸地域では、同地域の東縁を限る房住山山地一七座山山地と雁行状に

配列される山地群は、南から房住山(標高404m)、房中山(標高334m)、長鞍山(標高344m)、

七座山(標高287m)と海抜高度が南高北低で連なり、おおむね山頂部で起伏量30∞0，....，40∞Omの中

(大)起伏山地、山腹および

山系は西の米代川下流の能代平野と東は米代川中流、鷹巣盆地の二つの相対的に下降する地形

面の境壁をなしている背斜隆起山地であるO 地質的には、南寄りでは女)11層、中部では船川層

下部層、さらに北部では船川層上部麿と南に古く、北へ若い。また、北部のグリーン@タフ地

域の西端に位置する七座山山地で、は、上部七座凝灰岩と下位の船川層黒色泥岩で構成される O

これらの山地群と西側の台地@低地とに挟まれた丘陵地は、東西の幅はおよそ10km前後に達

している。北部羽立丘陵地、中央部谷地の沢丘陵地の東部、南部西又沢丘陵地と、北、南、東

部の三部分で起伏量値100-----200mと大きく、西部で、40'""60mと小起伏丘陵地となっている。こ

れらを構成する地震は、新第三紀中新世中期。間黒沢層、間後期 e 女川層 e 天徒、寺層及び第四
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立地と環境
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潤辺の遺跡

紀更新統から成り立っている。

台地(段丘地)は、米代)11:左右両岸の地域で一対をなして存在し、台地の発達の連続性は至っ

て良好で 6段から構成されている。第一台地面は 2面から構成され東側に位置する丘陵地の西

縁に破線状に点在し、北高南{誌の傾向にある。第二及び第三台地面は、面的に最も広く海抜高

度は北東寄りで60m、南寄りで20mと第一面の北高南低の傾向に調和し、かっ東高西低である。

第四台地面は主として三種川の河谷低地と南部、西側の台地の西縁部に僅かに分布している。

以上の構成台地は、米代川左岸地域、三種J11以北では、北側から一部海成段丘である下末吉面

相当面及び陸成の武蔵野面相当面の複合である志戸橋野台地、下末吉面相当面の豊岡台地、武

蔵野面担当面である金光寺野台地、西側に砂がち堆積物からなる武蔵野面相当面の浅内台地と

成合台地、成合台地の縁辺をリング状に取り囲む立川面相当面のうち西縁に位置するその代表

的な大出台地などがあるO これらの台地群は地質的には潟西層からなり、成合台地、大曲台地

の砂丘堆積物も潟西層最上部の風成砂として挺えられているものである。今日的にはこの潟西
(註 2)

層=下末吉面相当面の見解が固まりつつある。

低地は、その形成作用から大きく 3ブロックに分かれる。北部は米代川による氾濫@沖積低

地、横断面形でセット関係の最も正しい中央部は、東に成合台地、西は日本海岸砂丘(能代砂

丘j官よって挟まれている巾僅か1.1，.....1.5kmの海岸低地で、ある浅内低地、そして、遺跡の立地

する成合台地の南側では、三覆)11、鵜J11]11と八郎潟湖により形成された低地である。また、米

代JII河口から若美町玉の池付近まで延長25kmにおよぶ日本海岸砂丘は、その形成時期で5つに
t註4)(詮5jl言主6j

区分されており、考古学的にも重要な砂丘である。

(1) 能代山本地方史研究会「古環境の複元 能代山本地方を中心として J r能代山本地方史研

究J4号 1987(昭和62年)

(2) 潟西層間体研究グループ「男鹿半島北東部潟西地域における潟西層Jr地球科J 学第37巻2

号 1983(昭和58年)

(3) 能代山本地方史研究会「能代沖積平野の地史J 町長代山本地方史研究J4号 1987(l昭和62年)

(4) 能代山本地方史研究会「能代砂丘についてJr能代山本地方史研究J4号 1987(昭和62年)

(5) 秋田県農政部農地整備課「森岳@羽後浜田J r~1て地分類基本調査J 1984(昭和59年)

(6) 秋田県農政部農地整縞諜「能代Jr土地分類基本調査J1983(昭和58年)

周辺の遺跡

八郎潟北岸を含む能代山本地方で、の!日石器時代から縄文時代平期にかけての遺跡は少ない。

!日石器時代の遺跡では、本報告による鴨子台遺跡の他は、浅内台地上の此掛沢E遺跡(14)、
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立地と環境
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第 1表馬辺遺跡…覧表 (1)

周辺の遺跡

番号| 遺跡名| 所在地

1 I鴨子台|八竜町鵜)11字鴨子台

2 1八幡台 AI八竜町鵜川字八i橋台

3 1八幡台 81八竜町鵜川字八幡台

4 1 室[i{IJ沢 1I八竜町鵜川字費メIJ沢

5 1 萱刈沢 II1八竜町鵜)11字萱メ1Ji，尺

6 i 寒 iij 1 I能代市浅内字寒Hi家上

7 1寒 )11 II I能代市浅内字寒川家上

8 I十 二 林 i能代市浅内字十二林

9 1 蟹子沢|能代市浅内字蟹子沢

10 1 石 丁|能代市浅内字石了

11 I福 田|能代市浅内字福田上野

12 1 館 の上 i八竜町鵜川字館の上

13 1 館 の 上 館 i八竜町鵜川字館の上

14 1 此掛 沢 II1能代市浅内字此掛沢

川

田

B

上

A

B

C

W

B

C

塚

沢

根

台

上

上

員合

合

合

家

家

沢

掛

長

7

の

1

!

ト

ト

'

七
U

F

J

w

一ハ

逆

此

横

清

成

成

成

蟻

寒

寒

萱

F
h
u
R
u
n
t
'
n白
日

υ

日

v

t

i

り
L

q

d

s

q

F

h

d

'

l

A

-

1

-

1

4

1

'

l

n

リム

n
L

り

ム

ワ

ム

ワ

μ

n
リゐ

上

上

沢

根

上

台

家

家

沢

道

一

掛

長

水

辺

辺

合

の

問

川

刈

渡

此

横

清

沢

沢

成

蟻

寒

寒

萱

字

字

字

字

字

字

字

{

子

字

字

字

岡

内

内

内

内

内

内

沢

一

内

内

川

川

外

浅

浅

浅

浅

浅

浅

中

浅

浅

鵜

町

市

市

市

市

市

市

市

市

市

荷

本

代

代

代

代

代

代

代

代

代

竜

じ

は

じ

む

匂

己

-
u
u
b
u
h
E
U

レ

u

u

bじ

b
u
b
U
1
k

u
u
-
a
H

会

H

'
昔

日

告

H

ム

目

人

台

回

会

H

a
何

日

会

H
i
-
-
/

26 1 舞台沢 11八竜町鵜)11字舞台沢

27 1 古館堤頭|山本町森岳字古舘堤頭

28 I宝 竜 前 | 琴 丘 町 鹿 渡 字 宝 竜 前

29 I寒川!家下|能代市浅内字寒川家下

30 I成 合 E I能代市浅内字成会

31 I大森大台野 |能代市大森字大台野

32 I 中沢大台野 !能代市中沢字大台野

33 1 蟻の 台 11能代市中沢字蟻の台

34 1 蟻の台耳 i能代市中沢字蟻の台

一一
一

小出縄

j電，古

縄・続縄・古

縄・古

縄

縄

縄・古

縄・古

中

!日・縄・古

!日・縄

縄・古

手首1

縄

縄

縄

縄

縄

縄・古

縄・古

縄

縄

縄

縄

遺構 j量秒j

竪穴住居跡、陥穴、埋設士器、溝、縄文土器

(早*前・中間)、!日石器、局部磨製石斧、石器

陥穴、縄文土器(後期)、石器(石誠事石箆)

陥穴、縄文土器(後期)、石器(石銭・石匙)

文献

ZE 

⑮ 

⑫ 

⑪

⑪

⑪

 

⑮

⑬

⑪

 

⑦
)
⑤
 

⑦

⑮

母

一

一

⑪

⑨

母

⑨

⑩

⑨

⑨

⑩

④

①

③

 

⑮

⑮

⑮

⑮

⑩

⑮

⑩
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縄

縄

竪穴住居跡(縄量古)、フラスコ状ピット、土坑

溝、縄文土器〈早・前・LjJ・後期)、土師器、石器

翠穴住毘跡〈縄・吉)、仁坑、土境基、埋設土器

土器捨場、溝、縄文土器、:1-.師器、沼恵器、石器

竪穴住居跡(縄・古)、フラスコ状ピット、土坑

埋設土器、土墳墓(続縄文)、製鉄炉、縄文土器

続縄文土器、土師器、現恵器、石器

フラスコ状ピット、陥穴、竪穴tl:居跡・掘立柱

建物跡、須恵器窯跡、土器焼成遺構、縄文土器、

土師器、現恵器、石器

縄文土器、石器

土坑、陥穴、縄文土器(荊・後期)、石器

陥穴、土坑、竪穴住居跡・掘立柱建物跡(古)

溝、縄文土器、土師器、須恵器、鉄製品、陶磁器

石器(トランシェ様石器・石鍛・磨製石斧)

縄文土器、土師器片、鉄棒

空堀、段築、土師器、須恵器、青磁、白磁片

フラスコ状ピット、竪穴住居跡・掘立柱建物

(古)、縄文土器、土師器、須恵器、 1日石器、石器

縄文土器片、土師器片、須恵器片、!日石器

縄文土器(前期)、石器(石槍・磨石)、土問器

土坑、溝、縄文土器(後崩)

縄文土器片

石器(石蟻)

縄文土器片(後期)、石器t石匙)

石器

埋設土器、縄文土器片(後期)

縄文土器(前・中・後・晩期)、土師器

縄文土器(前・中・後・晩期)、土師器

竪穴住居跡、フラスコ状ピ y ト、縄文土器〈前

中期)、貝類、骨(人・獣・魚・犬)釣針、石器

縄文土器片(中・後期)

竪穴状遺構、フラスコ状ピ y ト、縄文土器、土

偶、石器(石鯨・石鍾・石匙)

住居跡、フラスコ状ピット、縄文土器、石器

フラスコ状ピット

縄文土器片

縄文土器片、石器

縄文土器片、石器

縄文土器片、石器

縄文土器片、石器

縄

縄

縄

縄

縄

縄

縄



立地と環境

第 2表周辺遺跡一覧表 (2)

番号 遺跡名 所 在 地 時代 遺構 i童物 干享蟻の台町 離代市中沢字輔の台 縄 縄文土器片、石器(石匙)

36 蟻の台 V 能代市中沢字蟻の台 縄 縄文土器片、石器(石匙) @) 

37 蟻の台 VI 能代市中沢字蟻の台 縄 石器 ⑮ 

38 蟻の台 vll 能代市中沢字蟻の台 縄 縄文土器片、忍器 ⑮ 

39 織の台 ViiI 能代市中沢字鵠の台 縄 縄文土器片、石器 ⑮ 

40 梯能合 能代市中沢字梯ノ台 縄 縄文土器片、石器(石匙・大型石斧) d普

41 舞台沢 2 八竜町鵜JI!字舞台沢 縄 縄文土器片(後期) ⑮ 

42 苗代沢合 八竜町鵜JI!字苗代沢台 縄 縄文土器片 ⑧ 

43 雛 沢 八竜町鵜J11字雛沢 縄 縄文土器片 ⑮ 

44 扇田谷地 八竜町鵜川字扇田谷地 縄 縄文土器片 ⑮ 

45 五本松 山本町外岡字渡道 縄 縄文土器片、石器 命)

46 j愛 i草 山本町外岡字渡道 縄 縄文土器片、石器 ⑮ 

47 中 員号 山本町外向字中嶋 縄 縄文土器片、石器 ⑬ 

48 定、戸橋境 山本町外岡字志戸橋境 縄 縄文土器片、石器 ⑩ 

49 黒 瀬 山本町外聞字根岸道下 縄 縄文土器片 ⑮ 

50 割 j草 山本町志戸橋字都道 縄 縄文土器片、石器 ⑮ 

51 大下 i 山本町志戸橋字大下 縄・古 縄文土器片、土師器(壷) ⑮ 

52 大下 E 山本町志戸橋字大下 縄 縄文土器片 dめ

53 霜谷地 山本町志戸橋字霜谷地 縄 縄文土器片、石器(石鍛・石匙) ⑩ 

54 大昔崎 山本町外向字大昔崎 縄 縄文土器片 ⑮ 

55 高 田 山本町志戸橋字高田 縄 縄文土器片、土偶、石器(石鍾) ⑮ 

56 志戸矯 山本町志戸橋字久根添 縄 縄文土器片、石器 ⑩ 

57 長蜂台 山本町外岡字長峰台 縄 縄文土器片、石器 4号

58 玉突 越 山本町外関学乗越 縄 縄文土器片、石器 ⑮ 

59 館 域 山本町豊岡金田字保竜 縄 縄文土器片、石器 ⑮ 

60 千百 染 山本町豊岡金田字芯持 縄 縄文土器片、石器(右匙) 4塾

61 和田 i 山本町豊岡金田字駒ヶ崎 縄 縄文土器片、石器 ⑮ 

62 和田 E 山本町豊間金田字駒ヶ嫡 縄 縄文土器片、石器 ⑮ 

63 和田盟 山本町盛岡金田字駒ヶ蛸 縄 縄文こと器片 ⑮ 

64 和田部落 山本町豊岡金田字和田 縄 縄文土器片、石器(石橋。石匙) ⑩ 

摂岸 l 山本町豊岡金田字招岸 縄 縄文土器片 ⑮ 

66 摂岸 E 山本町豊岡金田字根岸 縄・古 土師器、石器(石錘) ⑮ 

67 田の沢 山本町豊岡金田字田の沢 縄 縄文土器片、石器 ⑧ 

68 豊 間 山本町豊岡金田字国倉館 縄ー古 土師器片、石器(石鍛 a石匙) @) 

69 鳥矢場 山本町森岳字鳥矢場 縄 縄文土器(晩期)、石器(お棒) dゆ

70 関の台 山本町森岳字関の台 縄 縄文土器(壷)、石器(芯蟻〉 ⑮ 

71 木戸沢 山本町森岳字木戸沢 縄 縄文土器片、石器 ⑮ 

72 古舘堤 山本町森岳字古舘堤頭 縄 縄文土器、石器(石匙 e石銑) ⑮ 

73 東堤沢 山本町森岳字東堤沢 縄 縄文土器片、石器(石匙・石鍛) ⑩ 

74 塚の岱 山本町森岳字牛i尺 縄 縄文土器片、石器 ⑮ 

75 鬼沢口 琴丘町鹿渡字鬼沢口 縄 縄文土器片、お器

76 地蔵長根 琴丘町鹿渡字地蔵長根 縄 プラスコ状ピット

77 長信田 琴丘町鹿j度字長信田家後 縄 石器 ⑩ 

78 放 龍 八竜町鵜川字放程 続縄 続縄文土器片 ⑮ 

79 向 山 能代市設内字向山 5か 弥生式土器 ⑨ 

80 大曲家の上 八竜町鵜JII字家の上 縄・弥・古 縄文土器(後期)、弥生式土器

81 上大沢 八竜町鵜JII字上大沢 弥 弥生式土器片
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周辺の遺跡

第 3表周辺遺跡一覧表 (3)

番 号 | 遺 跡 名 i 所在地

82 I此 掛 沢 1I能代市設内字此掛沢

83 I上の山 1I能代市浅内字上の山

84 I上の 山 nI能代市浅内字上の山

85 I横長根 AI能代市浅内字横長根

86 I大 館 高 沢 ! 能 代 市 浅 内 大 館 南 沢

87 I頭無 上 iI能代子行設内字頭無上

88 I頭無上 III能代市浅内字頭無上

89 I九郎エ衛門台|能代市浅内字九郎左三円台

90 Iム サ 台|能代市浅内字ムサ台

91 I福田上野|能代市浅内字福田上野

92 I成 合 D I能代市浅内字成合、字沢辺

93 I外 向 i山本町外開字長者屋敷

94 I窪 ノ 沢 j山本町外関字窪ノ沢

95 I保 竜 1 I山本町豊岡金田字保竜

96 I保 竜 n I山本町豊岡金田字保竜

97 I保 竜 胆|山本町豊岡金田字保竜

98 I古 館|能代市中沢字蟻古館

99 I保竜館|山本町豊岡金田字保竜

100 I田倉館!山本町豊時金田字国倉舘

101 Iケ ゴ館|山本町森岳字上中沢

102 I木 戸 沢 館 | 山 本 町 森 岳 字 木 戸 沢

103 I小 狭 間 館 | 山 本 町 森 岳 字 小 狭 間

104 I東 飛 塚 館 | 山 本 町 森 岳 字 東 飛 塚

105 I藤巻館|山本町森岳字館の沢

時代

古

縄 a古

古

遺構 遺物 文献

竪穴住居跡(古)、土坑、潟、土銅器 | ⑦ 

縄文土器片、土師器片 i 窃

竪穴住居跡・掘立柱建物跡(古)、土坑、縄土文 I@⑭

器(前・後@晩期〉、土師器、須恵器、陶器、石器

縄・古 l竪穴住居跡(古)、土坑、縄文土器、土師器

古 I ~頁恵器片

古 !こ七師器片、現恵器片

古 i土師器片、須恵器片

⑨

⑨

(

窃

⑬

管

古 i上前器片

古

古

古

古

古

古

古

吉

中

中

中

中

中

土師器、須恵器、羽口、紡錘輩、鉄浮 ! ⑮ 

土師器片、漬窓器片 ! ⑮ 

土師器片、漬恵器片 | ⑩ 

土師器片、鉄棒、石器 j ⑮ 

土師器片 | ⑮ 

土師器片 i ⑮ 

土師器片 | ⑩ 

土師器片 i ⑮ 

空堀、段築、土師器片、須恵器片、珠洲系陶器 I @ 

土師器片、石器 ! ⑥ 

空堀 I @ 

縄文土器片、石器 | ⑥ 

段築 | ⑥ 

中 i空堀、段築、土師器、須恵器、鉄棒

縄・中 i土塁、古井戸

中 |空堀

文献

①八竜町教育委員会『山本部八竜町茸刈沢貝塚発掘調査略報~ 1972(昭和47年〉

②八竜町教官委員会『第 2次概報萱刈沢員塚j1973(昭和48年)

③八竜町教育委員会『第 3 ・ 4 次概報萱刈沢員塚~ 1974(昭和49年)

④山本町教育委員会『古館堤頭遺跡発掘調査報告書Jl1977 (昭和田年〉

⑤八竜町教育委員会『萱刈沢貝塚一山本郡八竜町萱刈沢貝塚発掘調査報告書~ 1979(昭和54年)

@秋田県教青委員会『秋田県の中世域館j 1981(昭和55年)

⑦秋田県教育委員会『遺跡詳細分布調査報告書j 1982(昭和56年)

@能代山本地方史研究会『能代山本地方史研究~ 2号 1983(昭和57年)

母秋田県教育委員会『遺跡詳細分布調査報告書~ ! 983(昭和57年)

⑩秋田県教育委員会『真壁地遺跡・蟻の台遺跡発掘謂査報告書jJ1983 (昭和57年)

⑪秋田県教育委員会『此掛沢立遺跡・上の山 E遺跡発掘調査報告書~ 1984(昭和58年)

。秋田県塘蔵文化財センタ 『秋田県埋蔵文化財センタ一年報j3 1985(昭和60年)

⑩秋田県教育委員会『遺跡詳細分布調査報告書~ 1986(昭和61年)

⑭秋田県教育委員会『国営能代開拓建設事業埋蔵文化財発掘調査一上の山立遺跡第2次発掘調査報告書j 1986(昭和61年)

⑮秋田県教育委員会『遺跡詳細分布調査報告書jJ1987 (昭和田年)

骨秋田県教育委員会『一般国道 7号八竜能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書 i 寒川 1.寒)1日遺 跡 』

1988(昭和63年)

。秋田県教育委員会『一般国道 7号八竜能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書耳一福田遺跡・石丁遺跡・蟹

子沢遺跡・十二林遺跡一jJ1989(平成元年)

⑮秋田県教育委員会『秋田県遺跡地図(中央版)jJ 1990(平成2年)
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立地と環境

成合台地上の逆)11遺跡、(15)、および米代}I Z遺跡の 3 されている

に留まる。此掛沢立遺跡では仙北部協和町米ヶ とする米ヶ森型台形石器や、ナイ

フ形石器を含む!日石器時代のブロックが検出され、逆}I[遺跡では昭和56年度に行われた分布調
f設2)

査時に石刃、石核等が出土している。舘ド I遺跡では杉久保型ナイフ形石器 2点が出土してい

る。縄文時代草書Ij期 e平期。前期初頭の遺跡では、成合台地の北側iこ立地し、竪穴住民跡 7軒、

円筒形の焔穴 3基を検出した早期末葉から前期初頭の寒川 11遺跡(6)が謂査されている。

縄文時代前期中華以降になると遺跡数、 とも増加するc 縄文時代前期中葉から後期前

葉の遺跡では、 ト豆遺跡、県指定史跡萱刈沢貝塚(25)、寒]111 G 立遺跡(7)、八郎潟北

東の寒城台地上の古舘堤頭遺跡(27)などが調査されているO このうち竪穴住居跡16軒、 フラス

コ状土坑14基等を検出した縄文時代前期末から中期中葉の集落跡である萱刈沢貝塚と、萱刈沢ト日

遺跡の 3遺跡は、鴨子台、八幡台遺跡の南側に隣接し、相互に関連する遺跡であることが知られる。

また、米代川右岸側では、縄文時代前期の大型住居跡が検出された杉沢台遺威主、竪穴住居跡

34軒、フラスコ状土坑14基を検出した中期前葉から中葉の集落跡である館下 1遺跡がある。

縄文時代後@晩期の遺跡では、成合台地の北側にあって l段低位の浅内台地上に
(註4)

する柏

子所員塚が著名であり、他に志戸橋野台地上の蟻の台町遺跡(22)、八郎潟東岸、鹿渡台地上の

高石野遺跡などがある。また、縄文時代と判断されているものの、漬物が伴わず時期の特定の

できない焔穴の検出された遺跡には、成合台地上の十二林遺跡(8入石T遺跡(10)、福田遺跡

(11)などがある。

能代山本地方においては、弥生時代以降奈良時代までに特定される遺跡はほとんど確認され

-r..J-、戸-J.!'
I._ 40'クヲ、 III遺跡で続縄文文化嬬の土墳墓5基が検出されているほかは、成合台地上む向山遺

土b)

跡(79)、大曲家の上遺跡(80)、浅内台域社;の真壁j也遺跡で少量の遺物が出土している程度である。

平安時代の遺跡としては、成合台地上の福田遺跡、 liI;IIj遺跡、 一林遺跡、浅内台地

上のよの山立遺跡(84)などで調査が行われている。福田遺跡では竪穴住居跡16軒、 一林遺跡

では竪穴住居跡12軒、掘立て柱建物跡 5棟、地下式の須恵器窯跡 1基などを検出している。上

ノLllII遺跡では昭和58.60年度の 2次にわたる調査で竪穴住居跡39軒、掘立て柱建物跡 13棟

が検出されている。また、米代川と檎山}I[の間にあるi織山丘陵地西縁の段丘上には、

援定地である大舘遺跡が位置する。

向島代営J

(注目)

中世の遺跡としては、檎山安東氏の居城で県指定史跡の檎山城、金山館跡、館の上館跡(13)

などが調査されている。

(1)協和町教育委員会『米ヶ森遺跡発掘調査報告書~ 1977(昭和52年)

(2)秋田県教育委員会『館下 I 遺跡発掘調査報告書~ 1979(昭和田年)
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。秋田県教育委員会 1981(昭和田年)

(4)能代市教育委員会『拍子所貝塚発掘調査報告書J1972(昭和47年)

(5)琴丘町教育委員会『高石野遺跡発掘調査概報J1983(昭和58年)

(6)秋田県教育委員会 f真壁地遺跡発摺調査報告書J1983(昭和58年)

(7)能代市教育委員会『大館遺跡発掘調査報告書J1978(昭和53年〉

(8)能代市教育委員会 F金山錯遺跡発掘調査報告書J1986(昭和田年)

発掘調杏の

調査区の設定

調査区の設定

調査は調査区全域にかかるように4mの碁盤状の格子を組むグリッド方式によった。すなわ

ち、調査底内に定めた基準点(鴨子台遺跡;路線中心杭NO.135、八幡台遺跡;同NO.120)か

ら座標北方向に設定された基準線と、それに直交する東西方向の基準線を二次元の座標軸のそ

れぞれとして両軸に4m毎に刻みを設け、その刻みを通る直線の交点に打設した杭によって4m

四方の区画を設定した。東西、南北両基準線に設けられる刻みには、西から東に向かつてLRe

LS.LTsMAeMB…→MToNAeNB…→NEと2文字のアルファベットと、南から北に向

かつて07→59と昇順する2桁の数字を振り当てて、グリッド四隅の交点にあてられるこのアル

ファベットと算用数字の組み合わせむうち、南東i璃のものを各グリッドむ呼称名とした。

粗掘り作業はこのグリッド毎に行ったが、lp，喜子台遺跡では表土のj享い部分が多いためグリッ

ド杭打設および人力を投入しての粒掘り以前に、地表下の遺構ー造物に影響が及ばない範屈で

重機による表土除去を行った。また、排土場所の確保が困難なため調査前半期間には一時的な

捨て場所を設けて随時搬出処理することとし、後半は調査終了区域を排土場所とした。実際の

調査にあたっては1グリッド (4m)おきに南北方向のグリッド列の掘り下げを行い、必要に応じ

て両脇のグリッドを拡張した。残ったラインについては両サイドの精査終了グリッドを捨て場

とした。八幡台遺跡では全ての作業を人力によって行ったが、調査はA地区からB地区へのI1闘

で進められた。

遺構精査およびその記録

遺構は検出I1慣に通し番号を付し、遺構種}jIJを表すアルファベットとの組み合わせで呼称して

いるO これらの中には、精査の進行に従い性格が変わり、その名称を変更したものもあり、ま
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発掘調査む方法

た、遺構ではないことが判明し番号を抹消したものもあるO

検出した遺構は、基本的には 2分法による覆土の観察を行ったが、面的に広がりをもっ竪穴

住居跡などは適宜4分法を用いた。また、溝および溝状の陥穴のこi二層観察は横断面で行い、溝

CSD44. 65. 70)はほぼ 2グリッドおきにベルトを設定した。さらに必要のある場合には、

適宜ベルトを設定して掘り下げを行った。

遺構の記録は主に実測図作成と写真撮影によったの

図面l土三遺構の平固形ミ焼士、炭化物範囲を記録した平面図ミおよび、断同形、覆十一の堆積

状態を記録した断面図を作成し、陥穴については縦断面形のエレベーション図も作成した。作

図は方眼杭を用いた簡易遺り方測量により、精査途中で必要に応じて譲数回行った。その縮尺

は原則的に 1/20とし、鴨子台遺跡の土器埋設遺構CSR04e69)のみ 1/10で作成した。

は、遺構検出時の確認状況、断面形の覆土堆積状態、遺物出土状況、完掘状態というよ

うに精査の段階毎に撮影を行い、旧石器時代のブロックの遺物出土状況についても複数回撮影

を行った。フィルムは基本的に35mmのモノクロとリバーサルフィルムを用い、随時ネガカラー

フィルムでの撮影も加えた。また、遺跡近景の撮影にはブローニー版フィルムも用いている O

遺物は、遺構内外出土遺物の全点の出土位誼を簡易遣り方測量で計測することとし、取り上

げJI聞の通し番号で遺物取り上げ台帳に記録した。記載項目は1.遺物番号、 2.出土グリッド、 3.

出土層位(出土遺構)、 4.X座標、 5.Y座標、 6.2座標、 7.種別、 8.取り上げ月日、 9.備考の9項

目であり、うち、 X座標はグリッド名を示す南東隅の座標から西への距離、 Y鹿標は同じく北

への距離、 Z座標は標高を指す。また、遺物の取り上げに際しては、遺跡略号、遺物番号、出

グワッド(出土遺構〉、出土居位、取今上lT年月口をラベル!こ記入した。なお、室内作業にお

ける造物台帳の整理、および、鴨子台遺跡での遺物平面分布、垂直分布図作成にはパーソナjレe

(註1)

コンビューターを使用した。

(1)吉田 真「造物管理プログラムの作成j r研究紀要』第5号秋田県埋蔵文化財センタ

1990(平成2年)
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鴨 子台遺跡
(3 KNKD) 



!日喜子台遺跡

第 1章発掘調査の概要

1節 遺 跡の概観

鵜子台遺跡は山本郡八竜町鵜JI!字鴨子台に所在する。遺跡は成合台地と呼ばれる南北の延長

約8回、標高20----30mの海成段丘上に立地するが、この台地は、西に向かつて関析する谷が幾

筋か入り込んでいて大きく 6つのブロックに区切られるc 遺跡が位置するのは萱刈沢 I遺跡と

萱刈沢E遺跡の簡を開く谷と、八竜工業団地の北側を聞く谷とに挟まれた南から 2番目のブ、ロッ

クである。遺跡はこの区域のほぼ中央西寄りに位置し、南北に長い窪地を呈する。遺跡最低位

部の標高は34m程で、ある口

遺跡の四周は窪地から連続する高台が最低位部を中心に取り囲む景観を呈する。

調査区最低位部から北東170m程の地点と、北西120m程の地点、および、南側から南西にか

けての80'"'-'90m程の間隔で弓なりに連なる地点は、標高41.5m前後の遺跡周辺では最高位を示

す笛所である O 北東高位部から南に向かつては低くなるものの調査区低位部からみて東側90m

程の地点では38m前後と再び幾分高くなる。この南側、調査区から南東では東側に向かつて閲

析していたと思われる埋没谷とおぼしき状況が認められる。南問、および北西高位部は高低差

約1m前後で連なる尾根状の地形であるO また、西側高台の北端は一部八竜工業団地の造成で

削平され、北側は緩い上り傾斜で開けた地形であるO 調査区低位部に連続する傾斜は、西から

南にかけては勾配がきっく南西が最も急であるO ほかは概ね緩やかである。

調査EE西側の尾根状高位部のさちに西側に広がる緩斜面には、鳴子台遺跡より S 30
0 

¥7'1 

の方向約150mの地点に八幡台遺跡CA地区)が位置している。

調査前の現況は、西部が畑地で{也は杉の植林地であった。しかし、撞林地中であっても焔の

畝の痕跡を確認することができ、調査区を含む周辺区域に焔まiちから山林への土地利用上の変化

があったことが窺われる。

第 2節遺跡の基本層序(第2図~第4図)

今回の調査区は窪地状の地形をなし、最低位の中央部と西側の斜面、および東@北側とでは

層序は一様ではない。調査においては、大きくは I"'V層を識別した。 1e n層は完新世堆積

物、班層以下は更新世堆積物とみられる。ただし、班層上部の堆積時期は必ずしも明確ではな

い。調査では調査区中央部の!日石器時代遺物の出土地点周辺はE層 F部まで掘り下げ、その他

の地域は車属上部まで掘り下げを行った。

I層は表土 a 耕作土もしくは造成土である。土地利用の現況に対応し、調査区中央部および
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鴨子台遺跡

北端は大形の樹根および草根が混在し、比較的腐植に富む。東側と北側は畑耕作土、西側斜面

は主に町道造成に伴う造成土であるO

立層はいわゆるクロボク土に基本的に対応する。調査区周辺部では層厚20crn前後と薄く、最

低位の中央部では層厚40cm前後と相対的に厚い。さらに、中央部では主に色調から a 0; b Iこ細

分し得る。

IIa層は黒味が強く、腐植の沈着が著しく、粘性に富む。層厚は10cm前後と相対的に薄い。

IIb層は褐色を呈し、粘性に富み、よくしまる。 IIa層との境界は回凸があるものの、調査

区中央部では比較的明瞭である。両層は周辺部でその境界はしだいに不明瞭となり、その色調

は褐色に漸移的に変化するO

E層と盟a}曹との境界は漸移的である O

ここで細分した IIae IIb層の境界は調査区の周辺で漸移的に消失し、その境界は層理面と

は認めることができなし1。したがって、ここでの細分層は堆積層位ではなく、土壌層位に相当

するものと考えられる。 IIa層は土壌層位A層、 IIb層は土壌膚位B層に対比されま)このA

層およびB層の発達からは、調査区中央部において現表土である I層堆積以前に草原状植生が

形成されていたものと予想される。周辺部ではA.B}曹の分化が認められず、関植の沈着が相

対的に弱くなることは、中央部とは E属堆積時の植生が異なっていたことによる可能性が

あろう。

本層での遺物@遺構の検出状況をみると、調査区中央部においてはIIb膳から縄文時代早期

~中期の遺物が出土し、一部の地点では本来の出土層準ではないとみられるが、旧石器時代の

遺物も確認される。立a層からの出土が確実な遺物は認められな l¥。また、古代の溝 (SD55〉

が立b層上面で確認されるが、土層断面の観察では IIa層上国からの掘り込みと認められる。

また、一部の焼土遺構は !!a層中で検出される。一方、調査区思辺部では縄文時代中期の造物

がE層中位~下位で出土している。焼土確認、面は立層上位から下位に及んでいる。

これらの造物@遺構の確認状況から、中央部における llb層は縄文時代早期~中期の造物包

含層に近似的に対比でき、 H層の堆積およびIIaoIIb層の生成は、古代を下限とすると考え

られる。

盟層以下は更新世堆積層と考えられる。

直属は基本的によくしまる粘質土であるo illa層はいわゆる漸移膳で、層厚10cm前後を測る。

標高34.2，.....，34.4m前後の調査度中央部で、は、旧石器時代の遺物を包含する O 上下層との境界は

漸移的である。亜b• c)曹は極めてよくしまる粘質土で、下位のN層とは整合に接する。雨!麗の

色調は明瞭に異なり、その境界は凹凸が著しいが、土性は酷似している。調査区の西隣ーの標高

40m前後の相対的に高位部の土層断面の観察では、潟西層最 t層とみられる嵐成砂層の直上に
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鳴子台遺跡
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第 1章発掘調査の捜要
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鴨子台造跡

亜bJ語相当騒が堆積しており、 TIIc層は認められない。これらのことから、 は璽b層が地下

水の影響でグライ化したものと考えられる。 MMcMN40グリ yド周辺では、亙b層からも!日

石器時代の遺物が出土しているG

IV層は若干砂質をおびた粘質土である。層!享40cm前後を測るO 基質の色調は浅撞色を笠し、

直CJ語と同様のグライ層と考えられる O 本層中には酸化鉄の景管状斑文が発達しており、この

特徴から、調査毘中央部は本層堆積時はアシ等の湿地植物が繁茂した沼沢地的環境であったと

木包千2:'s:::hス ーにJずT刀i¥T罷歪 J..，.一子衆JcAIー主主主寸-~-
JL.::，.o'¥J'.J.-'_'. 吋 ν'''''0 1 μL"'- Y I庄司'- ，母、ユ正三ム仁斗智~J~ フ '''''0 

VJ習は流水の影響を強く受けた堆積環境で生成したとみられる砂質粘土層もしくは砂層であ

る。土層断面では東から西に向かつて若干傾斜しているO

は砂質粘土層である。上頭は凹凸が著しく、層厚 5"'-'20cm前後を誤!1る。 Vb!雷は程砂

~細砂層で、層厚 2，..._，10cm前後である。百層とは不整合に接する。

VI層はIV層と類似した土性の粘質土で、同じく沼沢地的環境下での堆積とみられる。

以上の層序から、調査区最低位の中央部周辺は少なくともIV層堆積時までは沼沢地もしくは

流水の影響を強く受ける環境であり、人類の拠点的な活動の場としては不適当な環境であった

と推定される。直属堆積時にはグライ層の存在から地下水位の高位期も存在したとみられるが、

総体として乾燥化し、人類の本格的な活動が可能となったものと思われる。

註

(1) IIaob層生成以前の倒木痕には、倒れた根とともに当時の地表付近まで持ち上げられた彊c層が、暗

褐色を呈し、 IIb層に土壌化している例が認められる(図版2-3)。

第 3節調査の経過

発掘調査は、平成 2年 7月2臼から11月22日まで行った。

作業に先立ち、 7月 3日から 7月19!:::lまで重機による表土除去を行い、その間の 7月 9日か

ら入力での粗堀作業を開始した。

8月17臼には、 MRll• MN16 • ME25グリッドで焼土の志がりを数箇所CS N01.03.06.08. 

53.54)確認し、 7月初日には、 MR20グリッドの盟a層中から盟b層にかけて、両面調整石器

削片、周縁加工の掻器等、石器数点と、 MR17グリッドの illa層上部で貝殻文土器片l点を含

む縄文土器片10数点が出土した。また、 8月 6司にはMM16グリッドで正立の土器埋設遺構

CS R04)を検出した。

8月27日には、 MP25.26グリッドで石核.*0片が立b層下部から集中して出土しはじめ、

旧石器の存在が確認された。この区域での出土石器は 9月13日の間までに50数点に達している。

8月28Bには、 MQ31グリッドを中心とする地区の豆層中で、先に見つかっていたのと同様の



第 1章発掘調査の概要

焼土遺構数基CS N21.22.28.29.31)を確認し、同31日には、 MT22グリッドで陥穴CSKT36) 

を確認した。 2月4日iこは溝跡 CS D44)を、 9月5日には SKT36の北側約2mに平行して

焔穴CSKT42)を検出した。

9月下旬には台風19号の影響等天候の悪化により、調査区中央を中心とした広範囲が冠水し

たため、調査は冠水を免れた調査区北側に場所を移して進められた。 9月25日には北部MH"

MG56グリッドでこれまで穫認されたよりもやや下位で焼土遺構 CSN52)を検出した。 9月

26日、水没法域が復旧し、この区域での作業が再開され、 27日には、 LT.MA34グリッドで

焼土遺構群 CS N59060.61)が検出された。 10月3日には先に検出していた SN52の周囲に落

ち込みを検出し、本遺構が竪穴住居祉であることを確認したの

10月日目、 SD44の精査時にMM40グリッドで IIb層中から石器 a剥片が10数点出土したた

め局聞のグリッドの拡張した結果、 10月19臼にはナイフ形石器が検出され、 MP25=26グリッ

ド同様の!日石器ブロックであることが確認された。次いで、 10月23日、 M034グリッドいおい

てもナイフ形石器が出土した。さらに10月初日には、上記のグリッドを中心とする旧石器ブロッ

クの中間地点、 M037グリッド周辺においてもi日石器と思われる石器が多数出土し始めた。

10月15呂、 SN59下で土坑CSK68)プランを確認した。土層観察の結果、掘り込み面

は焼土遺構直下であることが判明した。また10月16日、 ML39グリッドの漸移層よりやや上位

で正立位の土器を検出し、土器埋設遺構SR69としてベルトを設定し掘り下げを行った口 10月

17日、東西28ラインの基本土層断面i習の作成を始める。 10月19日には、調査区中央部で検出さ

れていた SD65溝と重複する土坑CSK67)の底面中央にピットを 1基確認し、円筒形陥穴であ

ることが判明した。

11月 1日、調査面積のほぼ 3割約3，500rrfを残し、調査前半の終了完掘写真撮影を行った。

これ以後、 MM40、M037、M034グリッドを中心とした!日石器ブロック 3箇所の精査と残っ

た面積の調査を引き続き行い、 11月13日、 MM40グリッ 1，'の!日石器ブロックの北側で深堀りを

した簡所の土層断面図作成を行い、土壌サンフ。ノレを採集した。 11月14日には、 M1 53グリッド

盟a層上面で大形の刃部磨製石斧がj出土した。 11月19日から機材の整理を始め、 11月22日には、

機材ーを撤収し、発掘調査の現場作業を完了した。

11月26日には、調査終了後ではあったが秋田大学鉱山学部助教授西谷忠師氏に来跡願い、熱

残留磁気測定の試料を採取していただいた。



鴨子台遺跡

2 の記録

本遺跡の調査では旧石器時代から縄文時代にかけての遺構の{也、古代以降に残されたか、あ

るいは時期不詳の遺構も検出されている。 I日石器時代の遺構としては石器の集中する 5つのブ

ロックがあり、縄文時代の遺構としては竪穴住居社 l 軒、土器埋設遺構 2 墓、~ÍÉl穴 5 基がある。

また、古代以降あるいは時期不詳の遺構としては、焼土遺構26基、溝跡 2条がある。これらの

遺構の配置は、第 5図に手した通りである。以下に時期を追って記述する。

第 1節 目石器時代の遺構と造物

旧石器時代の 5箇所のブロックは便宜上新旧に分けて捉えた。前者を第 I群石器、

立群石器とする。

( 1 ) 第 I群石器

( 1 1 出土層位と平面分布

調査区の南東[i.寓に近いMR20、MR19、MR20、MQ20グリッドを中心に検出された一群の

石器である。これらの区域からは両面調整石器の削片 l点と、周縁加工の掻器 2点、二次加工

ある争Jj片 l点および剥片 8点が出土し、 MR20、MQ20グリッドにまたがる径 4mほどの範囲

内に削片、掻器を含むブロックが認められた。 出土地点付近は遺跡内にあって中央最低位部分

が南東側に開く菌月Frにあたり、表 i二以下の堆積土も比較的!享く、安定し

である。出土属準は顕aJ需が中心であるが、一部下位の

した資料もある。

( 1)-2 石器

出土した は総て頁岩製である口

立bJ露との界l1fJ近くで

7図に示した 9点の石器は、相互の接合関{系は認められなかったものの、そ

から同一母岩から得られた可能性ある資料と判断した。素材はにぷい褐色を呈する

ある。月1]片 1点および二次加 rある争Jj片 l点、剥片 7}誌が含まれる。争Jj片には被熱しにぷい亦

褐色を呈する資料もある。これらの 9点の資料のうち 8点は、 MQ20、MR20にまたがるブロッ

ク内に含まれ、 45の資料のみがおよそ13.5m南に離れたMR17グリッドで・出土した。

48の両面調整石器の削片は、 b面に施された手垣部j離商を打雨としてa[認にも連続した

制離を加えた後、一端からの加撃によって打割されている。打割後、甲板而とは逆方向からの

樋状争u離が詰IJ)十の打面側に加えられている。さらにこの樋状主Ij離面を打面として甲板面に

する争Ij離がa、b両面lこ加えられている。あるいはこの打割後の再加工は、百Ij}十自体が使用さ

24 
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11¥号下台j遺跡

ものかもしれない。誌の二次加工ある

い、緩い弧を捕く末端にやや平坦な細部加工を連続的に施している。

1扇形手IJ片を沼

る争Ij離痕枝びに

ら剥離された争Ij片を素材とした可能性がある。回、 56、

54、町、 53、位、 59の利片は背面に 3方向以上の交錯する先行剥離面を践し腹面が湾曲する特

徴を備えており、これらも間接の制片と推定される。

8凶49は、にぶし 11 -l-
弓ゴゐ 9令

MR20にまたがるブロック内からのHi土である。

とし

は 3

ある。 MQ20、

Lっ れろハ

は腹面倒に平坦加工を施して打癒を除去し尖鋭に仕上げられている。これに連なって、背

面の両側縁および末端には平坦加工が施され刃部を形成している。末端の刃角は側縁側のそれ

よりも急斜度である。

47は灰自色の縞状を景する佳質頁岩製の周縁加工掻器である。 49悶様、 MQ20、MR20のブ

ロックからの出土で、ある。背面には大きく 5面の先行会Ij離面が残され、ほかに打面近くには 3

面の頭部調整|屈が認められる。打面付近を除いた両側縁および末端に、連続した平加工を施

して刃部を作出している。末端の加工より南側縁のそれが顕著であるO

44は第 7図45の資料とともにMR17グリッドから出土した剥片である。灰黄褐色の珪質頁岩

を素材とする。背面には大きく 5面の先行剥離面が残され、腹部は大きく湾曲する。両面調整

石器から得られた剥片の可能性がある。

以上が調査区南東関の石器集中範匪lから した石器群である。 剥片は異方向からの複数の

先行剥離面が背面に残され腹面が湾曲する特徴をもつが、これと類する資料は他の区域からも

得られている。第 8図1789はMI-I25グ1)ッド あるが、

され、腹面も大きく湾曲する。 224、374はそれぞれMN43、MH35出土

の頁岩製剥片である。いずれも背面に交錯する方向の先行剥離面が残り、腹栢が湾曲する。

i 

番号 個体別番号 グリッド 日>wS>N 標両 器種 長さ 申面 淳さ 被熱
48 40 MR20 300 247 34.295 Sp 102.9 32.3 17.45 
45 40 MR17 216 40 34.378 RF 40.3 45.0 6.4 
59 40 MR19 につJワt山つ 369 34.LつHにJcつJ F 354 29.6 4.5 
55 40 MR20 336 385 34.303 F 11.25 21.7 3.8 有り l

56 40 MQ20 32 271 34.31 F 19.45 17.5 2.3 宥り
54 40 MR20 201 199 34.297 F 17.5 15.58 1.8 有り|

40 MQ20 103 
2090 5 

34.252 F 25.3 19.5 4.8 有り
40 MR20 202 34.294 I F 13.5 17.35 1.25 
40 I 206 205 I 34.295 

F S 
3.7 

41 34.294 I 9.4 
MR20 34.357 S 74.85 10.15 

F I 34.9 37.25 7.95 
1789 43 I 28.8 24.8 3.8 有り
224 45 69 196 35.166 F I 30.2 

3心円4。円. 。7円υ亡 | 
6.05 

」 … 37，1I 1/1 I 144 117 34.07 F I 35.3 

器種凡例 Sp;自IJ片， RF;二次加工ある利Jt，F; lIdJ日， S;掻器

30-



第 2京調査の記録

(2) 第 五

調査i互の東側に沿って 4 ブロックが檎出されたっこれらのブロック

に接台関係が認められ、共通した[時間の中で遺跡内に形成されたことが知られたため、これ

らブロックの出土石器、および、接合作業等の個体識別の作業を経てブロック内出土石器とi可

じと判断された閥辺のli:l十石器を第狂

立群石器の総点数は965点で、ある。( ) 

となっ ，ffi.日J太ヌハ

29は欠番)の母:岩53iJ個体に分けられた(第 8

(2) -1 ブロック配置と

して扱うこととする。

るが、これら

1十e

(うち個

個体28、

検出された 41習所のブロックは、 中心として巡る34.2mの等高線の東側に

位置する。 MM.MN40.41グリッドを中心とした笛所のものをAブロック、 M037.38グリッ

ドを中心とするものをBブロック、 M034~ 35グリッドを中心とするものをCブロック、 MP

25 • 26グリッドを中心とするものをDブロックとした。最も北に位置するAブロックとその南

東に位置する Bブロックとの距離は14m、Bブロックとさらにその南に位置する Cブロックと

の距離は13m、Cブロックと最も南に位霞するDブロックとの距離は33.5mである。

石器の出土は llb層下部~盟b層上部に及び、平面的な広がりを確認すれば濫a層での密集の

度合いが強いのであるが、ブロック間の微妙な違いもある。 Aブロックでは llb層下部から亜

b層上部まで石器が出土し、 Bブロックでは主に llb層に分布の中心がある。 c、Dブロック

ではilla層にほぼ限定される。 Bブロックでの石器出土層準が他に比べて上位にあるのは、ブ

ロック付近の吉時期の樹痕撹乱が蕊a層を押しとげ、土壌化を進ませた結果と判断される。

4つのブロックが位置するグリッド、および周辺から出土した

(ブロックの位置するグリッド出土数)をみると、 Aブロックが34

のブロック別の内訳

Bブロックが521)点、

Cブロックが40点、 Dブロックが45点、ブロック外が同点である。 Aブロック及びBブロック

とCブロック、 Dブロックの間では石器保有数に極端な差があり、また、次に述べるようにそ

の集中度においても違いがあるO

(2) -2 各ブロックの規模 e

Aブロック

MM40を合め

MM40全域

6つのグリッドで‘341点の石器が出土している(第10図)。分布の中心は

その外縁に位置する

器数は327点であり、 100crrfあたり

も高{立のもので、34.591m、最も

し

と西i属、 MM41南東15馬、 l'vlN 41南西隅にあり、

ITfで、ある口

は0.142である。

れる

忌日スル
九一ノ w でν 」一、

もので'33.582111をLgljり、その芸はほぼ 1mであるの 6 
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調奇の記録第 2章

と4ブロッした342点の標高値平均は34.153mであり、つのグリッド内で

である盟aこのように分散の度行いが大きいのは、~~ I 
~I .. 
4二三 v ・0もク

まで11:ロック内では大きな起伏を見せていることにもよる。ことに

こうした現象は他のブロック内では認められていなし iOみ込む部分がMM40内の南側にあるが、

した石器には、ナイフ形石器4点(うち 1点は破片2点の接合入彫器3点、

十
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鴨子台遺跡

器掻 り、ほか 1点(破片 3点の接合入彰器の出H-2 ~FIj片288

チップ25点も含まれる。 4つのブロック中においては全掻器の 8割、石核の 7割近くが集

るo Bフ。ロックとの比較では、ナイフ形石器の数はほぼ同数であるが、彫器で辻削片の比

較も含めその 1/5程しかない 7表)。個体別資料が含まれる割合では個体 2の97点が最

も多く、これに個体12の86点、個体17の46点、個体 5の34点、個体9の28点が続く。他のブロッ

クとよとべ、個体 5、個体色、個体12、個体17などの集中する く、 r個体 5では92%、侶

9では80%、個体12では70%、イ国体17では97%が本ブロックから

Bブロック

している 只

M037を含めた局間 4つのグリッドで521点の石器が出土している(第11図)。分市の中心は

M037北半、 M038南東半、 MP37北西隅、 ]'¥，11P 38南西隅にあり、その外縁に位置する石器出

土地点で|君まれる範囲の面積は約27.3rrfである。範囲内に含まれる石器数は517点であり、 100

cnrあたりに換算した石器出土数は0.189と4ブロック中最も多く集中度も高い。垂直分布を

ると、最も高位のも

ので、35.229m、最も

低位のもので34.029

mを測り、その差は

1.2mで、ある。 4つの

グリッド内で出土し

た521点の標高値平均

は34.397mであり、

標準偏差は0.1372と

やはり大きい。前述

のように古時期の麗

の撹乱に起因し

てのことでもあろう。

ブロック内から出

した石器には、ナ

イフ形石器 3点(う

ち l点は破片 2点の

(うち 3点は破片 2

の接合)、
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第 2章調査の記録

占、 1点があり、ほかに、彫器の奇IJ片13点、 4点、争Ij片466点、チップ19点も含まれ

る。他のブロックと比べ、彫器の多さ 日され全数の60%、当日片についても75%が本ブロッ

クの出土である(第 7表)。紹体別資料が含まれる数最では、担体 2の179点が最も多く、次い

で{自体 1の171点、以下、個体 3の69点、個体12の28点、個体4の20点、個体 8の15点などが

続く口個体 l、個体 3、個体 8などの集中する割合が高く、それぞれ、 92%、98%、94%が本

ブロックからの出土である。

「つ、、口川ケ
'-' / ー ノ

M034を含めた周囲 4つのグリッドで40点の石器が出土している(第12図)。分布の中心は

M034全域、 M035南半、 MP37北西関、 MP34北西隅にあり、その外縁に位置する石器出土

地点で閉まれる範囲の面積は約15.3niである。範囲内に含まれる石器数は36点であり、 100cnf

あたりに換算した石器出土数は0.023と、集中度は低い。垂直分布を見ると、最も高位のもの

で、34.436m、最も低位のもので34.166mを測り、その差は0.27mである。 4つのグリッド内で

出土した40点の標高値平均は34.272mで、あり、標準偏差は0.0681と4ブロック も小さい。

ほとんど単一の面からの出土として捉えられるが、本ブロックおよび次のDブロックについて

は、その形成に関わる「場」の利用がA、Bブロックとは異なっていたことを示唆している。

十 十十36

女 回ナイフ(基部) 0 /' (先端)

企彫器(基部) '" (先端)
e削片
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鴨子台遺跡

ブロック内から出土し は、ナイフ形石器 2点、彫器4点、削器 1点があり、{世に彫

器削片 l点、利片28点、チップ 2点も含まれる。他のブロ yクと比較し、石核が出土していな

いこと、また出土総数に占める加工された石器の割合が高いことが特徴であるの儲体日Ij資料の

含まれる数量では個体 2の15点を筆頭に、個体12の8点、個体 6、個体9の4点が続く。しか

し、個体6を除いては、いずれも低い割合でしか含まれておらず、個体 2では 5%、個体12で

は6.5%、個体9では11%にとどまる。

Dブロック

MP26を含めた周囲4つのグリッドで45点の石器が出土している(第13図)。分布の中心は

MP26全域、 MP25北縁、 MQ26西縁にあり、その外縁に位置する石器出土地点で囲まれる範

囲の面積は約16.5niであるO 範囲内に含まれる石器数は39点、であり、 100cnfあたりに換算した

石器出土数は0.023とCブロックと同様、集中度は低い。垂直分布を見ると、最も高位のもの

で34.631m、最も抵位のもので'34.055mを測り、その差は0.576mである。 4つのグリッド内で

出土した45点の標高値

平均は34.354mで、あり、

標準偏差は0.1002とC

ブロックに次いで小さ

い。 cブロック向様、

A、Bブロックとの形

成過程の差が現れたも

のと言えよう。

ブロック内から出土

した石器には、削器 2

点と石核 l点があるに

とどまり、他のブロッ

クと比較して加工され

た石器の数は極端に低

い。また、個体別資料

まれる数量におい

ては個体 4の38点が84

%を占めている。
H 
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第 2章調査の記録

間版12)

している。 いずれも縦長争iJJtを素材とし、二側縁に細部加工を施し

ともに尖った形状に仕上げる点で共通するO 長さ 9crn 以上の大形のもの (530)

a ナイフ

ナイフ

て先端、

る。また、一側縁の加工がその全部にわたるものと、

と6crn前後の中形のもの (554十556，1748， 650)、 4crn前後の小形のもの (359) の 3種があ

と先端部に限定されるものとに分け

られ、言iJ者は素材の争lj離!地と とにズレがあるために急斜度加工を施してー側縁を断ち

切るように整形するが、後者は全体的にほぼその素材形状を保持している。基部における細部

加工は腹面から背面に施される急斜度加工という点ではすべてに共通するが、腹面側にも平坦

加工を施すものがある。いずれも腹閣の加工は背西側の加工後に行われている。

554+556 :末端にかけてやや肥厚する縦長剥片を素材とし、末端側を基部とする。背面には

素材と同じ方向で争Ijぎ取られた先行剥離面が 4面残さ

れている。細部加工は右側縁上半と、両側縁基部およ

び左側縁中央部分に施され、右側縁下半と左側縁の大

半は素材の縁辺がそのままに残される。右側縁上半の

細部加工は比較的急斜度であるが、左側縁基部での加

工は浅い角度で施されている。基部は背面側に南側縁

から浅い角度の剥離を施した後、腹南側へ同じく両側

縁から平増加工を施しているO 先端は被熱して弾け、

欠損する。全体として素材形状の修正は少なく、右側

縁上部の加工が素材ーの打而左側の縁を幾分減じている

程度である。

1748 :末端側が肥厚する縦長剥片を素材とし、

の末端側を基部とする。背面には素材と同じ方向では

2褒 ナイフ形石器計浪Ij表

a ;刃部長

b;先端角

c ; i別刃角
a 

第14図 ナイフ形右器計調11部位

番号 長さ l幅 厚 刃部長 先端角 側刃角 刃角 細部加工角 舘体別番号 フロック グリッド

554+556 67.75 15.75 6.45 52 155 45 75 2 A MM40 

1748 66.8 19.65 7.65 46 35 145 45 75 6 外 MM35 

650 61.95 17.1 5.7 41 80 150 35 ! 80 6 C M034 

506 52.0 15.05 5.75 173 40 50 21 A MN41 

530 I 91.2 6.6 25 160 45 75 6 A MM40 

1359 40.5 14.5 3.3 30 155 25 2 A MM40 

1502 6.35 8.1 2.1 70 。凸 B M037 

609 52.35 16.85 6.1 44 21 75 75 6 C M034 

1426 41.3 15.1 5.2 27 145 35 60 ワ B 1¥1037 

933 2.5 17 16: 20 75 2 B M037 
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第 2章調査の記録

ぎ取られた先行手u離罰が 2間残されている。細部加丁，は右側縁基部および左側縁全辺にわたっ

て施され、長部は挟りをもって作り出されている。左側縁の細部加工は平均750
前後であるが、

1:ー部ではさらに10
0

ほど急斜度に施され、基部右側でも85
0 程の急斜度加工が施される。基部

は背面倒への加工後、左側縁から平坦加工を腹面に施しており、さらに背面稜に対しでも 2同

の剥離が加えられている。先端は被熱し、欠損する。素材中央に残された先行手Ij離面および素

材腹面のリングから復元される手Ij離軸と石器の長軸とは10
0
前後の差があり、素材の形状修正

は素材打面の右側、末端左側で比較的大きく行われている。

650 :縦長利片を素材とし、打面側を基部とする。背面には素材とほぼ同じ方向から剥ぎ取

られた先行会Ij離面が 3面残されている。細部加工は左側縁の全辺と右側縁基部に施される。

部は背面倒への加工の後、腹顕にもtr.側縁から平坦加了A を施している。先端部は被熱する。素

材の争Ij離軸と石器長軸とは100 前後の差があり、左側縁上部および右側縁基部側の剥離も90
0

に近く施され、素材形状の修正は大きく、斜めに断ち切るように加工されている。

506 :中央部に最大厚のある縦長制片を素材とし、打面側を基部とする。先端を欠損する。

背面には 4面の先行者Ij離面が残るが、う は素材の争Ij離とは逆方向からの剥離痕を示す。

細部加工は右側縁の全辺に行われ、左側縁は基部に僅かに施されているが、いずれもその角度

は浅~¥。石器長軸と素材剥離軸とはほぼ一致し、基部作出に伴う打街の除去以外、素材形状は

ほぼ保持されている。

530 :幅広の榔葉形の縦長剥片を素材とし、末端側を基部とする。背面には素材と同じ方向

からの先行剥離面が 4面残る。細部加工は基部両側縁と右側縁上部に施されるが、右側縁上部

が650

前後とやや急斜度であるほかは平均60
0 前後である。石器長軸と素材剥離軸もほぼ晶致

し、素材形状は打面の左側を除いでほぼ保持されているO

1359 :縦長剥片を素材とし、打面倒を基部とする。背面には素材と同じ方向で剥離された 2

耐の先行剥離出と、 l面の頭部調整面が残る。基部両側縁及び右側縁に細部加工を施すが、

部両側縁での加工角度は浅い。接合資料からは、右側縁の細部加工が剥片右先端を大きく折り

とった後に施されていることが観察される。石器長は素材恭Ij片長と等しく、素材の左側縁はほ

ぼそのままに残されている(第52図参照)。基部には素材の打面が残る。

1502 :縦長剥片を素材としその打両側に作られた石器基部片。背面には素材と同じ方向での

先行剥離面が 2面残される。細部加工は右側緑、から基部にかけてが顕著である。

609 :縦長制片を素材とし、打面側を基部とする。 下半部を欠損する。背面には素材と同じ

方InJで剥離された先行剥離面が残るO 残存部分での細部加工は左側縁のみに施されているが、

平均75口前後の細部加工角は基部に近い側では浅く、先端部でより急斜度である。また、先端腹

面にも平坦加 rが施されている。左側縁の加[が先端部で急であり、且つ大きく行われている
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ことから、素材末端での形状修正が比較的大きかったものと判断される。

1426 :縦長剥片の打面倒を基部とい末端側を先端とするが両端とも欠損している。背面に

は3面の先行剥離面が残るが、右上部側縁側の広い揺は素材とは逆方向の争IJ離面である。細部

加工は左側縁と基部右側縁とに行われている。左側縁は、石核調整において、稜形成のための剥離

が石器背面より連続して行われているが、細部加工はこれと錯向して腹面より施されている。基部

右側縁は斜めの折i主rr後に腹面より細部加工が施されているが、これは再生の司能性もある。

933 :縦長剥片を素材とい打面側を基部とする口先端、基部ともに欠損する口背面には素

材と同じ方向で 4面、素材最1]離と直交する方向で 1面の、計 5面の先行剥離面が残る。側縁の

細部加工は右側縁下部に認められ、その角度は750
と比較的急である。

b.彫器(第17図、第18図、図版13)

影器は18点出土している。基本的に縦長制片を素材とするが、ナイフ形石器に比較し素材は

多様で、!諜皮面、節離面を残す剥片や、作業面調整剥片も利用される。刃部はその末端側か打

面側かの一方に彫刀面を作出して製作されている。彫刀面の作出にかかる特徴から大きく 2つ

に分けられる。

1類…石器の一端に施した細部加工面を打面として樋状剥離を加え、彫刀面を素材剥片長軸

に対して斜位に作り出すものO 彫刀面の作り方は基本的に共通するが、素材の加工は

刃部に限られるものと、刃部作出以前に整形するものとがある。 はその加工部位

によって 2種が認められる。

a撞…影刀面を作り出すための樋状剥離およびその打面作出のための細部加工以外、

に加工を施さないものO 彫万面打面作出の細部加工は、素材背面側から腹面側にむ

かつて素材長軸に対して斜位に施される (624+689，1165， 1201， 1161 + 1682， 

823， 1404， 607 +623十652，1681， 808， 621， 806， 665)。

b種…彫万面の作出にかかる加工はa種と同じだが、彫万面を作出する側の側縁に、樋状

剥離以前の連続剥離を施すもの (1176十796)。

C種…彫万面を作出する側と反対側の側縁全辺に急斜度加工を密に施すもの O 彫刀面は、

側縁急斜度加工と連続する刃部端の剥離面を打面として、 に樋状剥離を加えて

作る。素材はナイフ形石器のそれに近く背面稜の描った縦長剥片が選択される O

斜度加工が施される側と反対信IJの側縁には素材の鋭い縁辺が残る (526 821 + 1191)0 

2類…彫万部作出の樋状争IJ離の打屈を、素材料片の長軸に対しほぼ直角に設けるもので、間5

万面打面を細部加工によって作り出すものと、折断により作出するもの、あるいは素

材打面をそのまま用いるものがある (575，1558， 539)。
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以上のうち、もっとも多いのは 1類a種であるが、それらは彫刀面の作出においてきわめて

規格的に製作されている。すなわち、刃部となる素材の一端に背面から腹面に向かい650-----850 

の鋭角に細部加工の剥離を重ね、その加工面を打面として刃部左肩に彫刀面作出の樋状剥離を

加えている O 細部加一仁、樋状争Ij離とも素材剥片の長軸に対し斜位に施されるため、刃部先端は

鋭角に尖るものが多い。 1類a種12点の彫器の、細部加工面と樋状剥離面とがなす刃部先端角

は、最大100
0
、最小55

0
，平均約74

0
である。また、極状剥離面も背面側を向くものが多く、素

材腹面との問の刃角も鋭角となる。その最大は90
0

、

a ;刃部長 d ;先端角

b ;刃部輯 e ;細部加工長

c ;刃角 f ;細部加工角

第16駁彫器計測部位

第 3表彫器計測表

は:iOO
、 は約55

0
であるc 彫万面

番 τE三コ 分類 長さ 申高 厚 刃部長 刃部幅 刃角 先端角 細部加工長知部加工角個体制番号 ブロック グ1)ッド

624十689 1a 70.75 18.45 8.2 11.0 2.8 45 80 8.0 85 2 C I MN34 
1165 1a 67.7 22.75 10.5 9.0 10.05 40 78 23.0 80 10 B I M037 
1201 1a 64.55 27.8 9.35 24.0 5.7 65 65 11.0 50 10 B I M037 

1161 + 1682 1a 59.0 20.4 11.75 19.0 9.0 60 55 18.0 70 2 B I M037 
823 1a 57.35 39.35 13.3 41.0 4.2 70 80 24.0 70 6 B I M037 
14u4 la 54.75 15.4 6.6 12.0 8.15 30 ハ 70 12.0 60 2 B M037 

607十623+652 1a 49.3 11.85 7.0 7.5 4.15 65 60 7.0 65 2 C I M034 
1681 1a 41.2 29.05 6.85 10.0 3.35 50 70 21.5 75 2 B M038 
808 1a 38.0 17.2 5.35 7.0 5.75 65 100 5.0 

775 5 
2 B M037 

621 1a 34.8 14.15 3.55 10.0 4.95 50 90 11.5 2 C 札1034
806 la 29.8 23.2 5.25 12.0 2.0 35 65 16.0 70 I B I M037 
665 1a 12.05 15.4 3.85 11.5 6.13 90 74 14.7 100 9 A MM40 

1176十796 1b 77.25 23.1 10.75 9.0 2.6 60 70 13.0 55 1 B I M037 
526 1c 705 21.5 8.55 15.0 7.85 55 95 16.0 90 2 A MM40 

821+1191 1c 49.4 14.4 3.8 14.0 12.2 55 83 9.9 75 2 B M037 
575 C右) 2a 87.85 21.55 8.4 14.0 3.25 95 88 15.0 75 C M034 

(左) 12.0 1.75 40 115 
1558 (右) 2b 43.0 12.7 3.75 27.0 2.8 65 2 B M037 

(左) 30.1 2.1 100 

539 I 2c I 42.3 19.15 I 4.05 14.8 4.8 80 2 A MM40 
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は再生されるが、それにともなって右肩の細部加…Lも随時追加されたものらしい。 823はその

極端に進んだ例であり、彫万面も再.生の結果、他に比べかなり長くなっている。影刀面が再生

にしたがってその長さを増す過程は、後述する削片 1類a寵と 2類(1402)の背面状態や、彫

器本体と複数の削片の接合例(彫器1201、時Ij片1431，1498， 1564)に顕著に示されている。

624+689 :縦長剥片の打面側624を彫器に、末端側689を損器とした石器。彫刀面は素材の打

面部に背面から腹面倒にいれたごく短い剥離酉を打面として、

出ーする。打面は彫万面の作出ーにともなって完全に失われている。

3条の樋状争Ij離を加えて作

1165 :背面稜に石核側方諦整の横位連続剥離痕を残す縦長制片を素材とし、打面側に刃部を

作り出している。彫万面は背面側から腹面倒に向かっていれた細部加工面を打面とし

加えた樋状剥離で作られているが、他と異なり樋状最Ij離が素材側縁を切ることはせず、担j離は

背面側で終わっている。

1161十1682:下端部に節離面除去および稜形成のための横位錯向剥離を有する縦長の石核作

業面調整剥片を素材とし、打面側に刃部を作出する。彫刀面は背面から打面側右庸に施した細

部加工面を打面としての 4条の樋状争Ij離として残るが、背面稜の延長に筋状に残る最も!日い彫

万面にはポリッシュが認められる。

823 :石核作業面調整の幅広の剥片を素材とし、末端に彫万面を作出する。基部には石抜の

調整打面を大きく残す。彫万面は末端右肩に背面より施した細部加工面を打固とし、左肩に樋

状剥離を入れて作り出すが、樋状争Ij離打点部分は小さく欠損する。細部加工面は他に比べ広く

剥離の回数も多い。なお、本資料には削片649が接合する(第19図、第94図参照)。

1201 :左側方からの広いおj離痕を残す縦長剥片の末端に彫刀面を作出している。基部には打

面を残す。彫刀面は刃部右庸に背面より施した細部加工面を打ー面として、左肩に樋状iFlj離を入

れて作出している。彫刀面上には 3点の削片(1431， 1498， 1564)が接合するが、その頂部は12

01の細部加工面と一線に揃っており、彫刀面作出のための打面再生は行われていない。

1404 :縦長剥片の打面側に刃部を作る。彫万面は刃部右肩に背面より施した細部加工面を打

面として、 2条の樋状剥離を施して作出する。

607 +652 +623 :節離面を残す縦長剥片の打面側に刃部を作る。彫刀面は先端右肩に施した

細部加工面を打面として、 3条の樋条争IJ離を施して作出するO 基部損iJは被熱し;赤変している。

1681 :節離面を残す縦長剥片を用い末端側に刃部を作る。基部には素材の打面が残る。彫刀面

は刃部右肩に背面より施した細部加工面を打面として、左肩に 2条の樋状剥離を施して作出する。

808 :縦長制片を用い、末端側に刃部を作る。基部は素材の点:[:えの打面lr'.残る。彫刀面は

側縁上部に背面より施した細部加工面を打面として、末端を断ち切るような樋状争Ij離を施して

作出し、その後に同じく細部加工面を打面としての小剥離を彫刀面のドに施している。
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621 :縦長剥片を用い、末端側に刃部を作る。 。彫刀出は先

に施した細部加工面を打面とし に1条の樋条会1J離を施して作出するが、彫刀面の

麦、同じく細部加仁[自を打i五?としての小手Jj離が昨万面の下;こ加えられている。

806 :縦長剥片を用い、その打面側に刃部を作る。基部側は背面側から力を加えられて折損

している。彫万両は先端右肩に背面より入れた細部加工面を打商とし左肩に樋状キ1J離を 1条施

して作/Jjするが、彫万市jの!、'にも細部加工面を打面とするIJ母Jj離が加えられている。

氏氏r:; .ミ与制土 r市 ilRlll:--flr:: I三 h ヴん国王与SrJi Tl立π止とff-斗!~十 悶づγ1辺三 1ー十とと:rヰ1チ-:lflll)-::iI;:.活ヲ1811'/-'，，て R釘辺二i日IIJザピコ
VVV  • 7Rγ J  J J UJ_J I.>\'j'~ 1 r-てノ吋レ 1'-;u_ムノ ~1訂 VJ ノコ口IJJ い "IT百! i 0 I''lノJJ l1iJV 品ノしょιITU'LJ1只IJV'-ドヨ 11:111只'jl-.l川急ニノ江会ζ U:lJl只'jV'-I'-'J

かつて入れた細部加工面を打面として、左肩に 3条の樋状剥離を施している。 Ipffi1 mm躍に残る

も!日い彫刀面は腹出とほぼ直角をなす。彫万耐の作出後同じ細部加工面を打語とした剥離が

に加えられるが、そのうち最も下に位置する剥離は細部加工面白体を除く

大きく扶り込むように施されている。

796十 1176:背面稜左側に横位連続手1J離痕の残る縦長争U片を素材とし、末端側に刃部を作る。

となる素材の打両部は折並行されているG 彫刀面は先端の背面側から右肩に数回の細部加工

を施した上で、左肩にかけて 3条の樋状剥離を入れて作り出しているが、彫万面の作出に先だっ

て左側縁上部には腹面側からの連続小剥離による細部加工が施されているO また、彫刀面作出

後、彫刀面の右側に右肩の細部加工面を打面としての扇状小剥離が背面側に施されている。先

端は被熱して赤変し弾けている。

526 :末端にかけて肥摩する縦長剥片を素材とし、末端側に刃部を作る。右側縁には素材の

剥離軸に対して、 100

近くの傾きをもった断ち切るような急斜度の細部加工が施される。細部

加工は下 1 3程は背掛から腹面倒へ、それ以上は腹面側から背面側lこへ向かう連続小剥離を

施して行われているが、前者の加工が後者を切って行われている。下端は背面側から力を加え

て切断している。彫万面は右側縁の加工後にそれと連続して施された上端背面側からの剥離面

を打面とし、 に2条の樋状:FU離をいれて作出している。樋状剥離は彫器側縁を僅かに切る

が、他に比較し 11.幅広で短い。左側縁は素材の鋭い縁辺が残されるが、刃こぼれと判断される連

続微細剥離痕が観察される。石器全体は被熱し黒変している。

821ト1191:縦長手Jj片を素材とし、打面倒に刃部を作る。右側縁には素材の剥離軸に対して200

近い傾きをもった!直面開からの急斜度の細部加工が施される。また、左側縁中央にも僅かに加

工が施されている。彫万面は右側縁の加工後に、それと連続して側縁 υ高に背面より施された

剥離面を打面とし、左肩に樋状剥離を施して作出している。樋状剥離は左側縁に沿って湾曲す

る。彫刀面の作出後、同じ

れている。基部は被熱し赤変している。

575 :磯皮面を大きく筏す末端部が腹雨側に向かっ

としての小剥離が彫刀面の右側に加えら

る とする。彫万
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鴨子台遺跡

は打面側、基部は末端側に作られる。素材担j片の打面倒を折控rrし、まFi-断面に腹部より施した

細部加工而を打出ーとして弔自の樋状剥離を両肩に入れ、左右 2つの彫刀面を作出する。左側縁

側の彫刀面作出後、打面再生が行われ右側縁の彫万面が作出されている G

1558 :縦長剥片の打面側に刃部を作る。素材の打頭側を腹面側から加えた力で折断し、その

折!*fr面を打面として左右両側に垂直に彫刀面を作出している。末端側も背開側から加えた力で

折断されている。

539 :調整打屈を残す縦長剥片を素材とし、その調整打開の左肩に垂直に掻:!犬剥離を加えて

彫万面を作出する。彫刀面作出の樋状剥離以外に素材の加工はなし'0基部側は被熱して赤変し、

弾けている。

c彫器削片(第19図)

彫器の削片と判断された小暴Ij片は16点あるが、それらのうち、彫器と接合する資料が 4

まれる。 1431、1498、1564は彫器1201と接合し、 649は彫器823と接合する。また、個体18の l

点 (923) は遺跡内で唯一黒曜石を石材とする資料であるO

削片はその形状から大きく 3つに分類される。

l類…彫器 l類a種に対応する削片であり、削片の剥離が彫器の縁辺にかかるものをa種、

背面側で終わるものをb種とする。

a種…一側縁に彫器本体の腹面を残し、背面には先行する樋状剥離商が残されるO した

がって断面形は平行四辺形に近くなる (802，803， 1216， 1684， 1279， 1567， 

1431， 1564， 1315)。

b種…樋状剥離が彫器側縁を切らず、したがって削片には彫器本体の腹面が残らない。

断面形は台形を呈する(1498，649， 1315， 1674)。

2類…彫器 1類b種と対応し、首Ij片の剥離以前に側縁に細部加工が施されるもの(1402，

1141， 923)。

3類…彫器背面倒で取られた扇形の削片(1310)。

なお、自Ij片計測表中 1類a穏および 2類の1402については、削片腹面と残存する彫器腹面と

のなす角度を計測し、その僅を1800

から減じて復元される彫器本体の刃角を記しである。ま

た、同じく百Ij片腹面の 11屈を計測し彫器の刃部I~ffi として記しである O

802 :在側縁腹面側に残る彫器本体の腹面の状態から、素材の打面白jを彫器刃部としその左

関に彫万面を作出した彫器の削片と判断される。先行する樋状争Ij離面 3面が残る。

803 :素材の打面側を彫器刃部とし、そ に彫万面を作出した彫器の首IJ片。彫器の

に加えられた細部加工面が打面に残るO 背両には先行する樋状争Ij離面 2面が残る。
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第 2章調査の記録

府

UMV(山

j

勢
判

4
d

同

U3:
日
f
m
u

ド

感
心
血
督
。
島
問
U
O

府
川
開
w
u
v

h
n
H
H川

υ

用ツ

μ

一一/ニ
ト
U
引

g叩

1

色
也
一
。
引
。
引

4

花
山
川
山
り
v

合
段
/
J
M
4
叫

h
-
1
1
v
@

〈
-
1
1
E
E
州

自

問

喝

叩

凡

w
m
m
w
v
Q
H
u
w
u

一

冊

帆

清

司

三一一同
c

号マ

恥
附

ω日
日
制
引
U
V

く> 1402③~ 1141⑤ 

。一選塾-~ さ~
宅ご三::::::::=' 1310@ 

第19図彫器削片

-47-



鴨子台追跡;

1216 :彫器刃部左)言から斜ぎ

取られた削片。

残された彫器}援助ーの状態からは

素材ー剥離方向と、

向との関係は不明。

行する極状剥離面が 1

1684 : 

取られた削片。

の状態からは素材剥離方向と、

彫器の刃部方向との関係は不明。

先行する樋:[犬恭Ij離面 1面が背面に残される。

1279 :素材の打面側を彫器刃部とし、その左肩に彫万面を作出した彫器削片。末端はヒンジ

フラクチュアとなって終わる。先行する樋状剥離間 2面が残されている。

1567 :素材打面側を彫器刃部とし、その左肩から剥離された削片。打面側および末端を折損

する。先行する樋状剥離面 l面が左側縁側に残されている。

1431 :彫器1201の刃部左肩から剥ぎ取られた削片。背面には本自iJ片の 1/2程の長さに先行

する樋状剥離面が 1面残るO 本削片が剥離された後、 1498、1564の)1境で剥離されている。

1498 : 1431の後剥離された削片。剥離は彫器側縁を切らず、背面側で終わっているO

1564 : 1498の後剥離された削片。先行して剥離された削片1431に比較しその長さは1.5倍強

に増している。末端はヒンジフラクチュアで、終わる。

649 :彫器823の左肩から剥離された削片。打面に の一部が残る。

し、彫刀面のi揺を調節するために立fjはヒンジフラクチュアとなってキ冬わる。

剥離されたものと思われるO

1315 :彫器刃部左肩から剥ぎ取られた高IJ片。左側縁下端に彫器の接面がごく

いる。素材剥離方向と彫器の刃部方向との関係は不明。左側縁側と

されて

る樋状剥離面

2両が残されている。

1674 :打点の左側に打面が残ることから、彫器刃部の左肩近くで剥離された自iJ片と判断ーされ

る。剥離は彫器側縁を切らず、背面側で終わるが、先行する樋状剥離面 1面が残されている。

1402 :素材ーの打!副J1!1を刃部とする彫器の刃部左肩から剥離された削片。 1 左側縁側

り

られる。 ブ
〔
》

1141 :打商担IJを折損する。会Ij離は彫器側縁を切ら っている。左制緩に詰Ij片手Ij

-48-



第 2Ei'i: 調在の記践

離以前に彫器:左側緩に施された細部加工が残る。

923 :末端側および左側縁側を折損する。樋状最Ij離以前に腹面から施された細部加了ぬま右側

縁に残されている。

1310 :彫器先端正面で剥離された

残る。

の持1]片。 に背面倒から施された細部加工面が

ι搭器(第21肉、関恒12)

掻器は 5点、が出土している。いずれも縦長剥Hーを素材とし、その末端に刃部が作出されるが、

刃部形状から 2つに分類される。

1類…刃部は小さく凸刃に作られる。背面稜の捕った細身の縦長剥片を素材とする (547，

624 + 689， 1528)。

2類…刃部は l類よりも直刃的となるものO 縦長争Ij片ではあるが、形状の不整な石核作業

面調整剥片を素材として利用する (561， 1438)。

l類、 2 類ともに内湾する素材材-末端の腹面から剥離を加え刃部を作出するが、そのj争利~向尚:Ij離離e はごご
、

a 

く小さしい'01類の刃部では、素材材-剥片を耳取文得得⑮した石核の下端部調整と判断される、背面稜を打打

点批叫とιし哨や素材剥離と悶

痕がそのままに残されている O 刃部の剥離

は幅の狭い樋状の剥離を連ねるもので、

材末端の一部分を整形して小さな凸刃を作

るO こうした点で、幅広の縦長剥片を素材と

しその一端を大きく加工して円刃に仕上げる

形態とは異る共通性を持つタイプである。

1類、 2類とも素材の厚さは 7mm前後か

ら9mmまでと他の石器、とくにナイフ形石

器と比較して厚いものが選ばれている。

547 :末端が腹面側に向かつて湾曲する

a ;刃部揺

b;刃角

c ;関角

縦長剥片を素材とし、末端側に刃部を作出 第20図掻器計測部位

第 5表掻器計測表

番号 i分類|長さ| l隔 厚 刃部i幅 刃角 関角 個体別番号 ブロック グリッド

547 1 9.0 14.45 I 160 2 A MM40 

624+689 52.6 I 19.1 8.0 8.15 50 104 MN41 

1528 1 85.8 I 19.9 8.5 13.0 75 155 2 A I MM40 

561 2 I 43.0 I 18.0 6.8 18β 60 95 LつJ A MM40 

1438 d 円r 53.15 I 25.1 7.95 11.0 105 B 加'1037
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鴨子台遺跡

しているO 基部に素材の調整打耐を残す。刃部作出のための剥離は900
に近い急角度の樋状の

剥離が施される。背問中央には石核稜形成の横イ立の争IJ離痕をとどめ、 1496はその剥片である

(第55図参照、)。腹面中央には斜位に、また基部の打面にもポリッシュが残る(図版15参照)。

624十689:縦長剥片の打面倒rj624を彫器に、末端側689を掻器とした石器。掻器刃部は素材の

末端部中央のごく狭い部位に細し 1樋状の剥離を加えて作/1¥している。

1528 :縦長争IJ片の打面倒を基部とし、末端側に刃部を作出する。右側按より末端にかけて石

核稜形成の横位錯向剥離が墜りミ末壊に作出きれる刃書sの剥離はその錯向剥離頭上に趨きれる号

刃部は両側をやや扶り込むようにした上でその間に樋状の剥離を連ね凸刃に仕上げている。

561 :加撃方向に対し左にねじれ、末端が膿面慨に向かつて大きく湾曲する作業面調整剥片

を素材とし、左側縁には石核稜形成の横位錯向科離痕をとどめる。末端側に刃部を作出するが

加工は粗く急、角度に行われ、鋸歯状刃縁を形成する。基部となる素材の打匝側は被熱し、折断

されている。

1438 :背面左側に稜形成のための横位連続剥離痕をとどめる作業面調整の縦長剥片を素材と

し、その末端側に刃部を作出する。苅部は!幅 1mm程の樋状の争Ij離を直線的に連続して加え作出

する。基部は腹屈から加えた力によって折断されている。

~ 624@ート689①

1528① 
ζご〉

鑑~
547① 。

れ ιョ旋三E守同

1438⑤ 

建議b561① 

乙〉ミ〉
鍾霊会

第21図掻器および錐器

50 



第 2章調査の記銭

e.錐器(第21図、図版12)

1613 :末端に磯皮面を残す厚手の争Ij片を用い、打部担IJに錐部を作り出している。錐部は、

材の両肩部分を訣るように、腹面側からの数回の剥離で900

に近い急斜度加工を施した後、尖

端部に同じく腹面倒から幅 1mm程の納長い孝Ij離を 4条施して作出している。 長さ38.4師、 11I話

24.1mm、厚さ7.95mm、尖端の争Ij離部分のIP@3.9mm、厚さ6.7mm、尖端部が腹面となす角度は600

である。

f.削器(第22図、図版14)

いずれも分厚い剥片を素材とし、周縁あるいはー側縁に細部加工を施して刃部を作出する O

283 :磯皮面を残す板状の石核から得られた幅広で厚い剥片を素材とし、打両側を除いた周

縁に刃部を作出するO 打面は磯皮面がそのままに残される。刃部の加工は南側縁では背面のみ

に行われ、素材末端では背面、腹面の雨面に施される。側縁の加工角度は浅いが、末端では80口

程の角度をもっO

287 :磯皮崩を残す板状石核から得られたi福誌の剥片を素材とする。打面、左側縁、末端に

は磯皮面が残されるO 唯一の鋭角の縁辺である右側縁下部に長さ25mmにわたって細部加工を施

し、刃部を作出している。刃部加工の角度は浅い。!諜面上で90
0

打面を変えて剥ぎ取られた他

の剥片 (284) と接合する。

230 :縦長剥片を剥ぎ取った柱状石核から得られた剥片を用いて作られる。素材は石核の

設打面値目から剥ぎ取られた分厚い作業面調整剥片であり、下部には上設打面側の広い調整面が

残るO 製作にあたっては右側縁下部に刃部作出のための連続した剥離を加え、その後素材を剥

ぎ取った打面側からも帝国し可剥離を一回加えている。そして複数回の階段状剥離によって打国側

を切断し、切断固を打面としての小剥離を最終的に施している。

第 8表制器計浪IJ表

g.剥片

A、B、C、Dの各ブロックから出土した石器のおよそ93%までが、定形的な狭義の石器に

加工されない剥片、チッフoの類である。

制片、チップの別は、便宜的に10mmを境として区別しているO 剥片の中には、 i穣皮面を残す

ものと、ほとんどこれを残さないものとがある。全剥片840点中磯皮面を残すものは21%、175



鴨下台遺跡

点、であり、機皮面の背面に占める割合が50%を越えるものが175点中、 57点存在する。::J<U片自

体の数量の多さに加え、機皮面を残す石器割合が多いことは、総体的傾向として、本遺跡のブ

ロソクが石器製作に関わる性格を帯びたものであることを示しているといえるだろう。

全制片の長さの度数分布をとってみたものが第23図であるO 全形の残っていないもの

た剥片総数および完存の争Ij片とも、その長さの分布は10mm以上15mm未満に最多があり、長さが

増すにしたがって50則前後の間までに漸減する傾向が示される。しかし、全体的な漸減傾向の

/ペ5ヌ合と一ーで二万
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第 2章調査の記録
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岬'り られる。 は45rnrnから5Urnrnの問、完存の剥片で

とも50m涜から55rnrn一、 60rnmから65rnrn、70rnrnから85も45mrnから50mmの問でに谷があり、また、

rnrnの問にlljを作っている。剥片長のj斬減傾向が緩やかになる40rnrn以上をみた場合、 50rnrnから55

mmを中心とする山と70mmから85rnmの間にみられる高原状態は比較的明瞭に現れているといえる

だろう。

このよう 、」

c 吋新滅する変化は、 との関連で見たときも合致す

平均54烈の値るJ困!?司で£る。 関わる

をとっ るが、うち高さ 7crn未満の石核が16点を占めている。さらに、後述する第

立群石器の剥片争Ij離技術との関連でも、幅広の不定形の剥片が生産される銅体別資料4や、初

期の礎皮両除去作業を行った投石核が遺跡外へ移動したと判断される個体別資料 lなどを除い

ては、ほとんどの資料が、小形縦長剥片を取得する まで作業が行われている。また、

45rnm以上の料片の長さの分布いくつかの偏りがあることは、例えば、ナイフ形石器に大形、中

形、小形の 3種があることとも対応する。すなわちこれら剥片は、その剥離作業は連続的にそ

の最終段階まで行われたものの、 は石核高を調節するような打面再生、下端部調整、分割な

どの作業がある程度体系づけられて組み入れられた中で、得られたものであることが示唆される。

剥片の中には、二次的な加工を部分的に施しているものがあるO 個体 1の886、1155、個体

2の726、1189、1550、個体 4の1420、個体 5の725がそれである。このうち、 1155、1420はあ

るいはナイフ形石器の一部ともとられ、また、 1550はその加工が縦長剥片末端の腹面側に斜位に施

されることから彫器未製品であると判断される。他の 4点は定形的な石器との関わりは薄いと判断

するが、 886は薄手の縦長剥片の上下を折断した後、斜めに折られた下側(剥片末端側)の縁を
占)
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鴨子台遺跡

整えるように、背面から腹面へ向かつて徴細な加工を連続して施しており、こうした折断を剥

片の加工技術に加えた例が存在することは注意を要するものと思われる。

第E群石器の剥片中折断された争lj片は、その一端を加撃するか、あるいは両端への負荷によっ

て折取られたか、いずれかの方法によっている O 前者の方法による場合には、打点に対応する

折断面に打裂痕が僅かながら観察される場合が多く、後者では負荷による割裂の際の徴細裂痕

が、その支点とは逆側にヂIJとなって観察される。折断面の 1)ングは前者の打裂痕、後者の敏細

裂痕に対向する強をなす会一覧表中ではリングの方向に応じて「背腹ム「腹背Jのように記載

している。

第24図は折断を受けた剥片の折新角計測値の度数分布図である。折断角は剥片の剥離軸に対

しての角度を左回りで計測した値である。折断部位の別でみると、総じて下側(末端側)より

も上側(打面側)を折断した剥片が多いが、 とも明らかに85'""90
0

を中心とした前後100

ずつの範囲に集中している。折断角の計測はその対象となった剥片の形状に関わりなく全例に

ついて行ったもので¥したがって、素材選択を前提とする目的的作業として行われたもの以外

も多く含まれているO しかし、それにも拘らず、この度数分布に示される90
0

前後を中心とし

た集中は、その作業が多くの有意のものを含んでいることを示すといえよう。ちなみに、折断

を受けた剥片総数は338点でありその大きさには様々なものが含まれるが、その長さ、幅、

さの平均はそれぞれ、 26mm(最長76.35mm、 最短5.35mm)、20mm(最大59.7mm、 最小2.95mm)、

5.0mm (最大22.1mm、最小1.4mm)である。厚さの平均値未満のものは全体の61%の206点あり、

それらでみた場合の長さ、幅の平均値はそれぞれ、 21.4mm、16.3mmである。先の886も比較的

この値に近いものであり、ほぼこの値の前後にあるものに意図的に製作された可能性をみるこ

とができるのではないだろうか。

(角度)
26 ~:3 0 
:31 ~. :3.5 
:36~40 
41 ~45 
46--.50 
51 -~55 
56~60 
61 ~65 
66~70 

71 ~ア5
76~80 
81 ~85 
86~90 
91 ~95 
96~1 00 
1 01 ~ 1 0 
1 06 -~.11 
'11~11 
1 16~ 1之

121 - i 
126 ん~ 1 
1:31 ~.1 :3 

1:36-14 
i41-~14 
146 -~ 1 
1 51 ~ 1 
156-; 
i 61 円~ 1 
166 -~ 1 
171 ~ 1 

10 20 )
上
下

崎
臨
一

第24図 折韓日朝j片折断角度数分布
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第 2苧: 調査の記録

厚さがその平均値を下回る206点についてその帰属するブ、ロックをみると、Aブロック72点、 Bブ

ロック123点、CフPロック 5点、Dフーロック 3点、フvロック外3点である。石器総数の保帯する割合に

ほぼ応じた比率で分布し、Bブロックでの出土が圧倒的に他を抜いているG 定形的石器には各ブロッ

クに偏りがあるが、Bアポロックで注目される石器には11点(接合する破片も含む)出土した彫器があ

るO 彫器を一般的に想定されている「溝切り呉」としてみた場合、このBブロックでの折f折剥片の多さ

は、彫器の多さに対応して捉えられないであろうか。すなわち、一次的な生産具で、ある彫器(1溝切り

呉1)と対になった、二次的生産呉(1組み合わせ石器J)としての可能性である。以上のようにみて、本

遺跡での剥片加工における折断という技術を、ある程度額極的に評価しうるのではないかと考えるO

h 環状石製品(第25図、図版14)

Aブロックで、出土した。 IIbJ謹下部で、出土した566と亜a層下部で出土した768、769とがほぼ

完形に接合した。赤褐色の!喋岩を素材とし、外面を擦り上げて環状に作り上げた石器である。

外周径92.3x 84.6mm、厚さ27.2mm、表面倒に現れた窪部径54.8x 54.1mm、穿孔部径24.25x22.25

mmで、ある。表面側中央は自然記のすり鉢状の窪みであり、その底が裏面側から円形に穿孔され、

穿孔部の縁断面は裏面側から擦られ丸みを帯びる。裏面周縁には整形時の長さ 5'"'"8 mmほどの

擦痕が 4'""'7条単位で外周に対して斜位方向に残されている。表面側での擦痕は園の上部に顕

著であり、放射状に残されている。外周縁右下部には製作に伴う明瞭な稜が残る。図上部と裏

面に素材に含まれた礁が擦りきれずに残されている。

第25図環状石製品
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鴨下台遺跡

(2) -4 剥片剥離技術と

a剥片剥離技術

A、B、C、Dの各ブロ y クから出土した石器群は、 28の個体別資料に分けられると

個体!6IJ資料中でいくつかの接合資料にまとまる。それら接合資料から

術的特徴を抽出することができるが、その特徴は以下の技術的額型に要約され、作業の段階を

追跡することができる。

類型 1…艇長長1]片を同的としての剥離作業が行わ在る会本額に属する接合資料は多くミ

された剥片の長さにも長短それぞれがあり、それら剥片の{FIJ離される可能性は以下の 3種に細

別して理解されるO

1 a…直方体に近い原礁の長車!lJ南端を側方から加撃@除去して平坦面を作出し、それを打面

とし縦長剥片を利ぎ取り、 i諜皮側面全周の除去を行うものo 1諜皮面除去作業において打面は1800

転位される。探皮面の除去が終了した石核は、打面再生、打面調整、稜形成などを繰り返しな

がら縦長剥片を剥ぎ取ってゆくが、科離作業が進展した段階でより小さな石核に分割されより

小形の縦長剥片が剥ぎ取られるようである。

個体 1ではこの一連の剥離作業のうち、おもに初期の磯皮扇除去の作業が行われているO 個

体 1 1 は磯端面の除去と操皮側面の除去作業にかかる制片が接合している。~副本 1 2は磯

皮側面の除去から一部中段階の縦長争Ij片争Ij離作業も行われている。その他、個体 1-4、 1

6は穣端面除去にかかる接合資料であり、 1-7は磯皮側面の除去作業にかかる接合資料であ

る。個体 1で磯皮面除去後に縦長者Ij片を剥離した資料は 1-3に示され、この段階で彫器や掻

器の素材が得られている。個体 2も590のような礁皮面の残る縦長剥片が存在することから、

この技術類型に従って剥離作業を進符させたものであろう。ただし、機皮面除去の初期段階の

作業にかかる資料はきわめて少なく、大半は中段階以後に属するものである。またこの中段階

の石核はいくつかの小石核に分割されていることが、個体 2-3、 2-2および単独資料であ

る1278のような残核の存在によって知られる。分割後の石核からは、 1類c種と同様、節離面

を背にし作業面を後退させる方法で小形の縦長恭Ij片が生産され、一部は1359のような小形のナ

イフ形石器、 1558のような彫器に加工されている。他に、個体 8および個体12も本類型の剥離

工程中に位置づけることができる。ただし、体12については個体12-1 以前に石核の分割が行わ

れたかどうか不明であり、あるいは次の l類b種の技術によって剥離作業が進行した可能性もある。

1 b…原磯の加工は縦長争Ij片ーを取得するための探端面の除去と側面の繰皮面除去に限ら

その後は打面再生、打面調整、作業面調整、 下端部調整をまじえて縦長剥乃の王手Ij離される。石

さ

型に属するが、復元される原擦は 1
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第 2京調査の記録

要員 {国 ~1}守幸11離工程
製作される石器

型 体 初期段階 中段階 終段階
旬開町曹司 軍司町曹剖 ・・・・・楠咽- - 明 暗 司E 鯛E 司E ・- -司・ -宮司陣- --号 明軍噸剛 曹. --・~..._----咽開割暢冒輔 岨圃幽胆胸骨噛噛神崎幽咽世曲喧旬

諜端面除去→諜側面除去→縦長事j片奈IJ離→小形縦長素IJ片剥離

fI1'".t:r...AlfI".I'Jt:/IiI'JiI'.=:r/.o-/.#!JI'.I'.t::II"I'.:;:T/.t='.I'.=tr/.; 彫器
1ωl 

t 
掻器

草子J4.ョ'J'/.::.箆'!'.I.:!!!!Y.I' 寄，.-./.&!"/.&，罵F'/.=.冨~.r : 折断量IJ片
1-4 1-2 1-3 

t 

1a ....../A罰r，lAT/A 主，.. 趨!1'/.4JY/，Il種7"..../4IiJ 主 的 A1T/，.EY，，4!智 /.JIIil7'，htSl'''劇団 彫器
(590) 2-4 2-3 掻器

、 /4II""，1J'/4I/II'/..or/畠 つ .I/Il'r...4IIT/晶 ナイフ形石器
2 2-5 2 -2 折断剥片

事"4国".. 副島

(1278 ) 

8 官 /.4fII'/.o#-/Ar/&FJ 折断剥片
8-1 ; 

V/.4IIII'/4IJI'/4F.I.JIIII'/A筒r/AII"/.J!J14 削器
12 12-8 12目 l 折断景IJ片

.....，，，411'/...，.1....，，畠 嘗"'A箇-'A値V/A・r，
12戸 2 12-5 

諜端面除去→磯側面除去一一一→縦長幸fj片剥離

1b 17 /..../.4IIII'/~/...，/d/~/..../~/.4IIII'/~/.4IIII'/.4IIII'/..ør/~;.4IIII'/~/~/..ør/..ør/.4IIII'/.4IIII'/Â 

17-1 

磯分害11--一一一一一→小形縦長剥片剥離

3 ‘，. /AlII'.I.iI.V /AifI' /.AV /4IIT /4IJI1' ".JIi!Ir /4IT /.4Ii1I' /AfJ1' /.AV培、

3-1 

、 /AIIT/.IIJ/i1'/.8!T/，/J.置V.l'4i/T/.4fF"A思7/.臨..，.. 曹"信田'J'/4IT/A17

5 5-1 
1c 、 /.4IIII'/~"~"'.4fII'/~/~/~/.4IIII'/""/.4IIII'/岬"'''

5-2 

9 、 /AIII'....../.t!IIII'/A ...輯'"認".. 闇".. 髄.，，，..，，，，.. 鴎".. 歯r/.4IIIY/A歯 "... 彫器
9-2 9-1 錐器

14 ....J'.iIID''''..，hfil醐"....t!IIJI'".d/T"AIII"/.Iil聞.，/..，/，4

14-1 

磯分割一一→打面作 →幅広剥片剥離

4 4-1 
2 曹/.I!!:!"/.e!!'/..e"/.t!f!!I'".I.e'/.S'.....e!!/'./.e胃/4'!!'/4!J")'~/.4!1'/.I!!:!"/~/~.I.4!!:1'/.S'....:!!!!T/~~~.e

4-2 

11 ""'/.4!S'ソ .4l1li'/.4l1li'"..""..，."".....1""""/.岬.，-，....，-11-1 再Ij器

第26図 親j片事j離工程図
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i陽子台遺跡

ていない。このことが i類a謹と 1類c覆の中間的な争iJ離工程をとらせた主な要因であろう。

1 c・B ・原擦は初めに小形縦長剥片を取得するのに適当な大きさまで分割され、その後は分割

面のうち一面を打面としての縦長争Ij片の剥離がおこなわれる。縦長手Ij片の剥離は原機分割の際

残った磯度額を背にして打語調整、 ながら作業面を後退させて進行する。

個体 3は原擦を半割後、いくつかの小石核に分割した資料であが、分割後の小石核からの制

片剥離はおこなわれていな L、。個体 5の個体 5 し 5 2 は分割後の小石核から縦長孝IjJ~-ーが

剥離されているが、 Iて h 止オユ 1- に 1 ....，寸、 1斗 1J_1地t企庁、二必づ二子 1-1必 ず1:-r
γii  v，，"， 下王山tJ .i ¥.. v d. ';J~ij 内jf: V_J ，.i.と'1j V'-f-γ ノ i... J j 

面の180
0

転位もおこなわれている。個体 9および個体14も本類型で作業の進行した資料であ

る。個体 9の個体 9-1では打面調整がおこなわれるが、個体14-1の打面は平担打固である。

また個体 9には519+670のような比較的大形の縦長剥片も含まれることから、個体9-1、9-

2とは別のの石核が存在した可能性があり、その場合、 1類a種と関係も否定できない。

以上の 1類の工程から生産された縦長剥片は、本遺跡の主要な石器の全て、ナイフ形石器、

彫器、撞器、錐器、削器、折断剥片に加工されており、 1類の剥離工程は本遺跡での主体的な

科片剥離技術といえる。

類型 2…幅広の剥片を目的として剥離作業がおこなわれる。磯皮面の除去作業が体系的に原

礁からの剥離工程中に組み入れられず、縦長剥片を取得可能とする石核整形は施されていなし )0

したがって、取得された剥片には磯面を残したままのものも多く含まれる O

個体 4の個体4ーし 4-2がその典型であるが、ほかに個体11および個体13も本類型に属

する。類型 2によって剥離された剥片はその素材の肉厚な特性を生かし、 287や283のような削

器に加工されている。

b.個体日IJ資料

① 個体別資料 1 (第271玄1'"""'第45図)

機皮面および磯皮面に近い部分ではにぶい黄樟位、より芯に近い部分では灰黄褐色~暗灰黄

色を呈する。!喋皮面は敏状を呈するO 細かな白色の縞が入り、ごく僅かに黒色粒子を混じえる

あるO 総数185点である。個体 1… l、 1-2から原磯形状は 8x 7 x 14cm程度の

柱状を呈するものと思われるO 遺跡内には原礁のままで持ち込まれ、縦長恭Ij片を目的とした初

期段階の最Ij片剥離作業が行われているが、遺跡内に石核は残されていない。剥離された縦長争Ij

片ーからは彫器、掻器が製作され、ほかにすr断剥片も存在する。

{極体 1の資料は、 A、B、Cの3ブロックにわたって分布するが、分布の中心はBブロック

にある。彫器 2

クからも彫器 1

自iJ片 4点がこのBブロックからの出土である。ほかにCブロッ

しているが、 Aブロックでは加工された石器は出土していない。

日只



第 2il者調査の記録

ブロ y ク日立をまたぐ接合関係は個体 1 1、および 1-2に認められるが、いずれも剥離作

業はBブロックで進行したと判断される。個体 1-1では磯皮面除去後の折断を受けた恭IJ片559、

954がAプロックへ搬出され、個体 1-2でも同様に磯皮面除去後の折断を受けた剥片984、33

2がAブロックへ、彫器575がCブロックへ搬出されているO その他の接合資料は全てBブロッ

ク内で完結しているが、 Aブロック内には磯皮面除去後に折i析を受けた縦長剥片のいくつかが

単独で存在する。

璽偲体 1 1 

剥片25点からなる資料。!諜皮面除去と打面作出が作業の大半である。作業は下設打面側にお

いて磯皮面除去を行った後、縦長争Ij片を数枚剥ぎ取り、 1651が剥ぎ取られた段階で逆側に打面

を作出している。縦長手Ij片は概して薄い。下設打面側から得られた830には調整打面が残され

ているO また、縦長恭Ij片の総てが折断されているが、それら折断争Ij片には折断言iJに一側縁に細

部加工を施した資料1155も含まれている。

ド設打面

<縦長呈IJ片数枚烈取・際面除去〉 う5591784+0(主IJ片・ l潔極除去) ….>-1139 (辛IJ片〕一一一一一一ぅ805(革IJ片).. .......)0 (縦長まIJ片)一一令1651(縦長まIJ片)

( 1801支転位卜 φ1185 (剥It) ……)1155 (まIJI守)一一

干一1一13←ド拘凶印叫…一B羽柿軒船山…8鈎郎貯船山U防炉附円5ド引内斗司刊1刊651~869r

1 -2 

剥片25点、彫器 1点からなる石核初期段階の接合資料。機皮面の除去作業と縦長剥片の剥ぎ

取作業が行われている。直方体に近い原!擦の角への加撃を最初に行い、その後上設打面倒から

縦長剥片を剥ぎ取っている。 1128、1442、1556の打面は調整打面である。 575を剥ぎ取った後

の残核は遺跡内には残されていない。
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Ij!母子台追跡

1 3 

剥片 8点、 らなる接合資料口 1549および1380、1485には磯皮面が残っており、

面にごく近し ある。磯皮而の除去と稜形成を側方から行l'ド投打面倒から剥片を争IJぎ取っ

た後、ーと設打面の打語調整が行われている。 822の打出は調整打面であるO さらに822を含め数

枚の縦長争Jj片を上投打雨から剥離し、再度側方からの援形成を行った後、 796+1176を剥ぎ取っ

ている。葎形成と っている ある。

〈霊童図除去事被形成〉ー )903(稜fせま111干)一一く IT回調整〉ー タ1485十1380+0 f彫苦*)

1 -4 

剥片10点、からなる石核初期段階の接合資料。磯皮面を除去して打面作出のための剥離を加え

た後、打語調整を行い、剥j十を剥ぎ取っている。打面再生のためにはがされた1627の打面側に

は縦長剥片の剥離痕が残されている。

I… 1901宜転位トー→1612+1509(量壁面除去・側方調控}

1 -5 

1擦皮面除去の作業にかかる剥片 5点の接合資料。 1164は石核の側方調整を行った剥片である

が、その前段階でも同じ作業が行われている。

日24

(ま1]片)

く日開万調整>… ザ斗116，1

1 6 

制片 8点からなる資料。機皮面除去が主な作業である。唯一機皮面をもたない

935+ 1188は作業面調整のための剥片と思われる。 935+ 11881こ打面調整は施されていない。

1483+0 (醸面除去)一…>1421(醸面総去)…ーサ390+1396+1488(剥片)一一ふ1215(剥片)…--"'935+1188(剥片)

1 -7 

争Jj片 5点からなる接合資料。磯皮面除去が主な作業である。 1428十1588は剥離後に折断され

ている。また、礁皮面を伴う817十879も剥離後磯皮部分の817と879下部が折断されている。

1 8 

1告JjJ='j-3 )点からなる いずれも縦長剥片ーであり、 1611と1166は剥離後折断されている。

民社、 1161fこ残る打面は調整が施されている。

1 -9 

剥J:i局4}誌の接台資料。!藤両除去後、剥!こ¥-1300が取られているが、この1300および829は火熱を
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第 2章調査の記録
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鴨子台遺跡

1 -12 

1浄片および手IJ]:¥-からなる

している。

1 13 

手u片 2点の接合資料。 1244に残る

いる。 1436は剥離後折断されている。

1 1-1 
ムム I

るが、剥離後切断さ て末端

り、争Ij離後火熱を受け末端が赤化して

争Ij離の際、分割された剥片。 ド部の折断面も科離時の衝撃でできたものと思われる。 837、2

17とも剥離後火熱を受け赤化している。

1 -1日

磯皮面を伴う剥片。剥離後火熱を受けて赤化しているが、 3片の分割はこの火熱を受けた際

になされたものO

② 個体別資料 2 (第46図~第73図)

機皮面平田部は滑沢面を、稜は敏状を呈する暗褐色の珪質頁岩である。総数292点の資料が

ある。わずかに褐灰色から黒褐色の斑文とごく微量の白色粒を含む外は不純物がなく、きわめ

て均質でかっ光沢をもつが、石英の微細粒を含む節離がはいっており、制片剥離の作業は部分

的にこの節離に制約される。遺跡内には原礁のままか、分割された状態で数億!が持ち込まれ、

細身の縦長剥片を目的として剥片剥離作業が行われている。得られた縦長恭Ij片はナイフ形石器、

彫器、掻器および折断剥片に加工されているが、本遺跡出上資料中、製作された石器の最も多

い個体である。複数の石核の大部分が遺跡内で消費され、残核としては個体 2 2 a中の1241、

2 2 b中の876、 2-3中の743および単独の資料である1278、被熱し争Ij離痕の不明な資料で

吋← τ7 司ムゴf7nn L 三

の Q メJ~ (0οc九ソ ものが残されている。

個体 2の資料も、 A、B、Cの3ブロックにわたって分布する。 Aブロックにはナイフ形石

器 2点、掻器4点、彫器 2点、彫器削片 2点、残核 2点が、 Bブロックにはナイフ形石器3点、

彫器 6点、彫器目IJ片3点、残核 3点が、 Cブロックでは彫器 3点が含まれている。

ブ、、ロック問をまたぐ接合関係は、個体2 3、2… 4、2 5、 2-7、 2-23で認められる。

個体2 3では節離面で分割される以前の争IjJ二、および遺跡内には残されていない分割後の石核

から得られた剥片619がBブロックに存在し、分割後の石核734は掻器561とともにAブロソクへ撮出

され、 Aア冶ック内での剥離作業によってナイフ形石器1359が得られている。 個体 2-4では節離

ブロヴク内でおこなわれているが、掻器Fi47、689および

縦長手!J片541はAブロックへ、さらに撞器689とは同 J の縦長剥片の反対F 担IJの端を加工した彫器624は

80 
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調査の記録第 2章

5においても剥離作業の中心はBブロ y ク内でおこなCアvロックへ搬出されているO また個体2

られているが、掻器1538はAフ守口ックへ、節離面除去@石核下端部われナイ

?においては折断を受けた縦長剥片576が調整の剥片574はCブ、ロックへ搬出されている。個体2

23では2 C7"ロックへ搬出され、彫器808と華社片576と対になる205はBブロックに残されている。

Aブロックの二次加工の施されたおj片-726とBブロソクの折断を受けた縦長争Ij片882が接合する。そ

2 8、2-12、2-13、2-14、2-15、2-16、2-21.，. 2 -25、のほかの接合資料では 2-2" 2 

9、2-11、2一回、 2-24がAブロック内で接合する。22、2-6がBブロック内で、 2

2-2 

ザ

L. 剥片18点、残核l点からなる資料である。この資料はまず節離而において 2分割されており、

れを~a" 2 bとするo ~♂は打面を90度転位しながらおもに醸皮酉の除去を行っている c そのうち 1

634は薄い縦長剥片で、剥離後、折断されているo 1241を剥離して平坦な作業面を作出しているが、

その後1630に続く部分は残されていな~'0 2 bは、石核の上面とド語に広い平坦面をもち、後退しな

がら横長剥片を恭Ij離している。横長剥片の末端部には石核の底面部分を有している。剥離された薄

手の横長剥片は折断ーされている。この資料は、磯皮面、節離面が多く、 1451+900が稜付剥片である

2bはその中ことから、石核の初期工程である石核整形の際に生じた剥片の接合資料といえよう。

の利用可能なものにさらに手を加えたものと思われる。

(剥片1ー→1387il392・O(愉長剥片)一一一一一1242(総長剥i守)-1901則正{立トーl山 T900(制すまIJJ午)→139111456(剥j守)一一一一 190夜中五位)
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i時子'台遺跡

2… 3 

節離面を残す残核743とそれに接合する 9点の全IJJi、およびナイフ形石器、 り

なる資料。残核の高さは低く縦長制片を剥ぎ取った最終段階に近い石核である。節離面は613、

1269の剥片を剥ぎ取った後、分割された擦の面である。分割後残核743と対になる側の石核か

らは掻器561が得られているものの、石接それ されていない。縦長剥片 には

上設打面からおjぎ取られている。右核の調整は打面再生、 ほか、横位の錯li:，J剥離

を作業面謁整として行い、縦長剥片を剥ぎ取るための稜形成を行っている。石核下端部の調整

も行われているが、 979縦長剥片および1359ナイフ形石器はこの下端部調整揺を打面(下設打

面)として剥ぎ取られたものである。

上設打濁

532 (稜付剥片)→O(打回調整)

下設打函

613 (剥片)→1269

上投打街

(続付事IJ片}ー→く打面再生・認綴〉→1453(剥片)一一一→O(事IJ片)一一--，ブ675(縦長刻片)

下設打碩 l 

(稜付まIJ片)ー→O(剥片)ー→O(打面再生)ー→く打節調空襲〉→1359(ナイ7)一_j

55 
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第 2本調査の記録

2 -4 

掻器 1点、彫器十掻器 1点および最Ij片 7点からなる接合資料。彫器十掻器 (624十689)は同

ーの縦長剥片の両端のそれぞれを彫万面、刃部に加工した石器の折断資料である。節離面での

石核分割後、彫器、掻器の接合する側は縦長剥片を目的として剥ぎ取っているが、他方は節離

面除去の剥jγ しか残されていない口縦長剥片は基本的に上設打面からの剥離によって取られて

いるが、掻器547および彫器+楼器 (624+689)の背面側には側方からの広い剥離痕が残され

ている。下端部調整は背面稜上から、 に向かつて行われており、掻器547および彫器+

掻器624+689の刃部にその剥離痕が残されている。

了--1424+1624+ 1160+1385+0 (節隊函除去)

〈節緩衝分割IJ>

L 守1680(節緩原除去)ー…ー 11801.宜転佼トー うo(縦長剥)守)一一一ぅO(縦長剥片)…ーシo(縦長剥片)一一ぅO

(縦長剥}守)ーう1496(議形成)…一一>547(蟻器)……渇24+689(彫~~+掻器)一一

|ド;計iL己=函〆戸úF戸ÚF~?~l.:6伊H里f宇忌百面亙-l~l-雨6必耐H泌adJJ壬戸伺5切山4何1ヒh}-4d@ 1 

11424-1624-1160-1385 I 

2 -5 

掻器 1点、ナイフ形石器 1点、および剥片 8点からなる資料。石核下部にある節離除去のた

め、下端部を中心として石核調整剥離を繰り返した後、縦長剥片を剥ぎ取った資料である。接合す

@ 1~ 
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第 2章調査の記録
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第 2'"空調査の記録

る縦長;f:IjJ~- は 2 点ともそれぞれ掻器、ナイフ形石器に加工されているが、これらを剥ぎ取った

石核は遺跡には残されていない。

瑚 (節隊隊一63(!山1μ川14Mれ470)のたωめ帥の打問濁酢叩作附出出ト一)-円一→i町iμ川4灯7刊(節臨隠麟恥除鮎去)円 (節械離除鮎去円吋緩献脱除陪去)一一→→14叩4

L縦 (T縫削部品羽糊q鵠笈)トトトト今一一一…一-一一一-一……-一…-一一一 ....19雌転馳位出)...一命寸叶》汁l問 [什寸ナ川-イ打フ彫開石務紛)ト卜一一一一-一一一一-う叩》的CJ(明剥片削)ト一 -;;..シ汁):;28(晴筒慨諜和)一……占…e 

'...190度転位i一一〈技形成節誌面除去 ρ

2 -6 

剥片 3点の接合資料。加撃によって剥離されたものではなく、被熱により焼け弾けたもので

ある。
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鴨子台遺跡
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第 2章調査の記録
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第2章調査の記銀
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第 2章調査の記録
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i鳴子台遺跡

③ 個体別資料 3 (第74図~第77図)

は多少の凹凸があるものの し、鈍し る ある。総

数70点の資料がある。細かな黒色粒子が含まれ、またきわめて微細な孔が剥離部 clこ確認される。

全体にキメが組く、均質さを欠く。遺跡内には原擦のままで持ち込まれ、半害1]された後、個体3

lとそれ以外の剥片が生成されているO れたものはない。個体3 1と土すになる側の

石核は、被熱によって破砕され、個体 3-2および単独資料のような剥片に分かれている。

偶体 3の資料は剥片 l点がCブロックから

3 -1 

しているほかは、全てBブロックに存存する。

残核 1点、と争Ij片 5点からなる接合資料。原!擦を水平に断ち害Ijりその分割i面を打面として争Ij片

与t-1k1j離している c 堕躍が不均質でありち不純物も多く湿じるため三そのo'þlj離面も歪が大きし ì~

828を除いては、火熱を受けて赤化している。

69-93仁二1011ト481( 開)

3 2 

料片 8点からなる該合資料。加撃による剥片ではなく、被熱により弾けたもので説付ヒしている。

④個体別資料4(第78図~第88図)

!喋皮面は細かな凹凸があり褐色を景し、芯に近くはにぷい褐色~黄褐色を呈する珪質頁岩である。

総数68点の資料があるO 僅かに筋状の褐灰色斑文が認められ、また微細な出色粒子を含むが全体に均

質で滑沢な科離面を呈する。個体4-1、4-2から推定される涼擦の形状は、およそ12cmx 12cm x 7 

CIIlの板状の琵角諜で、遺跡内には原諜のままで持ち込まれ、石核整形をすることなく諜皮面を大きく

残した石核から幅広の剥片を得ている。石器に加工された剥片はない。剥片手Ij離作業の早い段階、お

三L乙 / 正日寄王益主t詮主、，i口i三吉E忌芸hτ弔守ヰ苧三τ三士dふ乙 f山Jハ、乙心3、宅守嶺#おjj..，l，ふ一行行一壬3二ふ↓ム-、、，... 勺 五沼由，-一士士 A 一 I A 一一一弓 2戸-乙斗三
'- ':.ツノ "¥ 1炉閃F刀Jハ王c;l財j材オ木ミ吋寸νノ八¥込=ヌ可 '--1-l'汐〈 ν JノJ百 1リ'J/-r勺1j '1ノqしl山門-，、aヨ士 上、 ι吐士 L心J i'-ノj/F"lし '- ~ 事、ω)0 レ 1.;-lレノ、 丸 々しり I.J~ ツイ叫 d、 し

の原磯形状を復元できることから、分割された石核はほぼ遺跡内で消費されたものと推定される。

個体4の資料は、 A、B、C、Dの各ブロックおよびブロック外の 4箇所の地点 CMM17、

M019、MR21、M1 30)に分布する。 4ブロックのうちでは、 Bブロック、 Dブロックでの

出土数が比較的多く、 Aブロックでは 5 Cブロックでは l点と少ない。

ブロック間あるいはブロック内資料とブロック外資料の接合関係は、個体 4-1、 4-2に

共に認められる。 4 1、 4-2とも剥片剥離作業の中心はDブロックにあるが、 4-1では

1419、95の2点が、また 4-2では196、1'821がCブロックあるいはブロック外の地点に搬出

されている。また、接合しない資料ではあるが、おそらくは 4-2から剥ぎ取られた思われる

磯皮面を残さない剥片はBブロックやAブロックへも搬出されている。
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lp，息子台遺跡

割酉を打耐として幅広 a 肉厚の剥片を剥ぎ取っている。分割面には随時打面調整が加えられて

おり、 257、259、1419の剥片lこ

面が残されている。

され、また、残核250のfJ酉にも 4枚の/1咋Ij離

2，12 (建言語探知一一1180反転佼i一一・243(霊童図主主去〕一-¥180反転佼}ーω'""254(斜Ji')ー→242(.f.i111 )---7z7:{tQ (剥片)一一一<tr[i否認警 I斜片)ー→239(剥片)一-0

(剥片)

(機関除去)

(最IJ片)ー→O(部!わー-0(潟片)ー→95(剥片)ー齢253

(剥片〕…→o(まIJh)ーゅO(剥片)-275CまIj片)ーゅ250;251

広50

A 
へ45

4C 

L.， 
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4 2 

剥片10点、残核1点からなる資料。板状擦の一面を除去しながら、おもにその除去面を打面とし

て幅広の剥Jtーを#:0ぎ取っている。 244、267、196など、図の上側から諜皮面除去を行っ

し、その後の繰皮のi埠去耐を打面としての利j守会Ij離作業が行われているO したがっ

て、個体4 1に比べ操皮面を残した片が生産された割合は少ないが、残核に残された争o離痕か

らはやはり幅広剥片が得られたことがわかるo 290を剥ぎ取った後剥片を剥ぎ取るにあたっては、部

分的ながら打面調整が施される。

252 (霊堂函除去)ー→O(重量函除去)ー-1759(皇室面除去)一190度転ULト→255.0(十T扇1作出〕一一一一190度転位l一一---;.246(ま1]片)ー・O(剥片)一寸821

一汁
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鴨子台追跡

⑤ 個体J.J1j資料 5 (第89図~第92図)

!穣皮商はにぷい黄捷色から浅黄樺色、その内担IJは灰オリ ブ色を呈し、芯に近くは灰色から

る頁岩である。総数37点の資料がある。全体-にキメ粗く、微細な黒色粒子を含む。

遺跡内には分割され、ある程度の縦長剥片が争Ijぎ取られた後の資料が持ち込まれているが、

跡内でのliJ離作業はさほど行われておらず、加工さ も軒断基Ij片以外は残されていなし'0

個体 5の分布はAブロックに中心があり、ほかにβブロックで 2点、Cブロックに 1点がある。

ブロック間をまたぐ接合関係はない。個体 5-1、 5-2共にその接合関係はAブロック内

で完結する。

5 -1 

剥片12点、残核 l点、C3点が接合)からなる、基本的に縦長剥片を取得した接合資料。縦長争Ij

片の取持は基本的に上設打面側から行われている。下設打面側から取られた縦長争Ij片は個体中

にはないが、 523以下の下設打面の打面調整担j片には下設打面倒jからの縦長争Ij片争iJ離痕が残るO

上投打部

5 -2 

剥片 3点、残核 1点からなる接合資料。磯皮面を背にして縦長制片を剥ぎ取っている。本資

料にかかる作業に先だって、側方からの石核整形あるいは分割が行われ、縦長剥片の剥ぎ取り

はそれと直交する面を作業面として行われている。石核下部には下端部調整の剥離痕が残され

るが、これは縦長剥片剥ぎ取りの作業過程の中で行われている。本資料は縦長剥片剥取にかか

る最終段階の資料として遺跡内に残置されたものであろう。

く撃を長剥片剥聖〉…→748(郭!十〕…→o(打藍調整〕一→1262(裂!十〕一一'"1857+0 (剥!十)一一1001(建設〕

⑥ 個体別資料 6 C第93図~第95図)

にぷい黄褐色を呈する珪質頁岩。 1194に残された牒皮面は敏状を呈する。総数13点の資料で

ある。微細な黒色粒子を含むが、石質は硬質@堅徹である。遺跡内には主に加工された石器と

して持ち込まれており、ナイフ形石器4点、彫器 1点、彫器削片 2点が含まれる。ナイフ形石

器、および彫器に加工された石核作業面調整剥片823の背面に残る剥離痕から、主として縦長

剥片を生産した個体と判断される。

個体 6の資料はA、B、Cの各ブロックおよびブロック外 CMM35)に分帯する。 Aブロッ

クではナイフ形石器 1点、 Bブロックでは彫器 1点、首IJ片 l点、 Cブロックではナイフ形石器

2 削片 1点、 MM35グリッドではナイフ 1点が出上している。

。。



第 2章調査の記銭

ブロック間をまたぐ接合関係はBブロックの彫器823とCブロックの首!JJt649の間で認められ、

彫器823のCブロックからBブロックへの移動があったことが示されている。
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第95図個体8単独資料 (2)
⑦ 個体別資料 7 (第96図)

にぷい黄褐色~褐色を呈する珪質頁岩であり、縞の入ることが特徴である。総数 7点の資料

があり総て接合するが、加工された石器はな l¥o 遺跡内には剥片剥離作業の進んだ石核として

持ち込まれ、 った後、再び遺跡外へ持ち出されたものと思われる口

fア

個体 7-1の接合関係はBブロック内で完結するO

剥片 7点からなる いずれも石核にできた隆起を除去するための調整制片である。

石核の上面及び左側方からの剥離を繰り返すが、 1187の石核下端部まで及ぶ剥離によって隆起

の除去が果たされている。 1309には打面調整の剥離痕が残されている。

1439 (側方調整)ー→1608(作業部調整)ー→1177十878(剥片)ー→1309(作業因調整)ー→1187(作業面調整)ー→874(側方調整)

⑧ 個体別資料 8 (第97図~第98凶)

擦皮面はにぷい1登色~灰褐色、内側は黄褐色を呈する 総数日点の資料からなる。

際皮耐には径 1，..._" 2 rnrnの小孔が多く認められる。 小形の偏平i擦を利用して縦長剥片を日的とし

てのおもに初期の剥離作業が行われている。石核は遺跡内には残されていない。
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鴨子台遺跡

個体 8の資料は640が唯一ブロック外のMP39で、出土しているほかは、全てBブロックから

の出土である。

8 -1 

剥片4点からなる接合資料。縦長恭Ij片を剥ぎ取った石核の初期作業の資料。縦長制片を者Ijぎ

取るため援形成、傑皮面除去、下端部調整が行われ、 782の縦長制片を得ている。 782に

打面が残されている。 640、1412、782は剥離後火熱を受け、一部が赤化している。本資料剥離

後の石核は遺跡に残されていない。

1408 (稜{すま1m)ー→640(諜街除去)一一一)1412(下総部調整・態函除去)一一一一〈打商法J繋>…令782(縦長郭片)

1~-l-14äáF6丸一両L泌

個体か2
810⑨→ 1145⑧ 

》-A川 C5/ 九込ヰd、 /11 〆¥一一区、、
ヂーでプ J -¥¥1 ~~、

くとこごと~ 853⑮ 

ζ~芸ジ

1378信〕

J号1

1694 個体8-3

kらよ孟之二よF

- ーハ

d ー…¥γ て----------叫 n 、
-v! ， VI- 1 1 1 λ ¥  

'ii! ------;il----l 111 ~ b'------一山一…
もく.'" ¥11 111 1'" 

h λ--;--，土__J 111 h /(1 

1621⑮ 
Cごご二二ご〉

哩建宰〉

~-~-~目uω リ》J

1694⑮ 

ζ二ご〉

第98国個体8-2c 8-3、櫨体8単独資料
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調査の記録第2章

2 8 

縦長斜片を初ぎ取った石核初期の資料、 1擦面除去にともなう剥片であり、剥離後折断されて

いる。 810は折断後火熱を受けて赤化している。

円
ベ
リ0

0
 

縦長剥片を剥ぎ取った石核の剥片科離工程上の資料。 1621、1694とも争Ij離後折断されている。

(第99図~第104図)個体別資料9⑨ 

灰白色から楕灰黄色を呈する睦質頁岩。石英粒、白色長石粒を含む節離が多く貫入する。わ

ずかに残る磯皮面は敏状を呈する。彫器 1点、錐器1点、残核1点を含む総数35点の資料からな

る。剥片1287などが残ることから遺跡内には大形c石該として持ち込まれ浩費されたと考えられる。

個体 9の資料はA、B、Cの各ブロックに分布する。 Aブロックでは彫器 1点、 Bブロック

では錐器 1点が含まれる。

2で、は孝Ij片争Ij離作業をAブロッブロック問をまたぐ接合関係は個体 9-2に認められる。 9

ほかに偲クで中心的に行うが、そのうち作業面調整剥片618がBブロックへ搬出されている。

体 9-1の接合関係はAブロック内で完結し、縦長剥片が折断された 9-3はAブロック、節

4はCブロック内で接合する。離面で折れた作業面調整剥片 9

イ

i
i

ハ可
υ

残核 l点、剥片 6点からなる角錐状の石核資料。左側屈に磯皮面を、右側面に節離面を残す。

打面調整を交えて短い剥片が剥ぎ取られているo 1醸皮面の右下方部は石核整形のためと判断さ

れる節離面を打面としての小剥離が連続して施されているo 1000+999は剥離後折断されているO

「 →684

552 (剥片)-!

一今1251(製片)一一→1219(打亘翼整〕ー→1000+999(割片)ー→o(妻!J片)ー→215(残接)

円
ノ
白

日同

υ

剥片5点からなる接合資料。石核の作業面調整担j片である555!こ上、横、下の各方向から取られた

剥片が接合する。 555自体は、左下部を剥片末端を打面としての剥離によって失っているが、

にはそれによって切られた細部調整がわずかに残されているo555の打面は平坦打[面である。

136で349 「555

--rfr------一一------孟618コー

1365+0 (剥片)ーァ→534十o(剥}守)……>618(作業関調整) ー >555(作業面調整)

c--~969 (側方調整)

9 -3 

縦長剥片。末端には牒皮面、節離面を残す。打面は調整打面である。

9 -4 

作業面調整剥片。下面には磯皮面が広く残る。節離面で折れてし 1る。

一一 1':!O一一J.ミJ丸ノ



跡造

一

ム

ロ

一

子

i
ー
ベ
ー z@十

e 0 翁@

十41

@ 
@ 

.. ， 

十

r-

/ 

トー ートトトト…

55 

え50

も
トk~5 

j，¥ 

11 

f 孟f~I -r----; 

MP 

@ 

九--<:三一~~
@ 

MM 十40

MN 

噂
十詩

。 十38

ζ二三
十 十37

'18.....'..111811111......0..111111111111・H・.....11111'.....・・"111111111''''・・，，118

十 」一つE

@ 
@ 

20 昔F

15 

。 5m 

NA 

第99図個体9分布図

1 Aハ
ム"j:V



調査の記録第 2章

酪
同
@
図
命
・
蝦
F
i
∞
教
阻
}

@門的
N
H

図
o
c
v
縦一

実
ミ
¥
、

打
山
行
〕
禁
煙
註
一

¥一ム

d
A
一

F
i
白
紙
睦

ザ
∞
匂

N
m
m

Nmω 

目
的

N
刊

戸 1

Cコ

GI 
腕 d

ι~ a 

@諸問一

N
m
m
 

-141 

。
ザ
N

N
m
m
 

ザ
∞
市
山



鴨子台遺跡

十41 十41

十40 十40

20 +34 

第101図個体9-2接合関係図

142 -



534 

555⑨ 
個体9-2

-kZ 4fZ包

-4 句骨 _~-島
534@ 

ζコ969@ 

くζ〉

第102図 {国体9-2・9-3接合図

乙二こご:ご二ご〉

定 歩519

ζ二ご"':れ
個体9-3:

519(~) ート Ei'70(き)

出l
t、コ

判

識

蹴

δ
出
部



17171-

( L)協議鞍予言8端部、器等 ヤ-6輔自} 盟80

てて二二〉

(主)8ZS

⑪にI9I

〈二二二こここア

i 
延主主デ

| 

… ~\L戸=-一一一一 PiI IムI
iT>'， f LJ !I ヲ

Ih，)V，---一一~ゲI II 一 一… ¥1¥¥'1 ___ 一一ー一吋ムム 11 I fI 
Z レrγヘ J 111 

¥.!.I/-一一町と 12 1/1 ‘"、 rJ 1" 
刻グ 、11 1¥' 

領諺葱ミ込

γ一一ァ

…一
一
M
V

。
くコ

9-守-3

42? 

CSDZtS 

亡=ミコ

定ミミミき

ぷ主主詮d

OL7Jb道官 てこここコ

報喜寄与士号ill



録戸いの
を
U
O
F

査調者十
円
，
山第

ー

マ

1

4

1

在己

& 

昭三
定三ヲ

。の 0
~ 

145-



鴨::f台遺跡

⑬ 個体別資料10(第105図~第107図)

機皮面は暗灰黄色、より芯に近くは黒褐色を呈する頁岩。総数17点の資料からなるO 磯皮崩

は鍛状を呈する。縦長剥片を目的としての争Ij片剥離作業が行われたと判断され、彫器2点、が得

られている。石核は残されておらず、また、彫器1201に削片3点が接合する以外は、資料内で

の接合関係もない。しかし、わずかながら不定形の剥片が残されており、遺跡内には初期の剥

片剥離工程が終了した石核として持ち込まれ、少数の縦長手Ij片を争Ijぎ取った後、再び、遺跡外に

持ち出されたものと推定される。

個体10の資料はA、B、Cの各ブロックに分布するが、彫器 2点および削片 3点ともがBブ

ロックでの出土である。

ブロック間をまたぐ接合関係はな L、。

関個体10-1 

彫器と削片 3点の接合資料でる。

⑪ 個体別資料11(第108図)

磯皮面は褐色の滑沢な面を呈し、内側ではにぷい黄樫色を呈する珪質真岩。灰自色の縞が入

る。磯皮面を打面として不定形の分厚い剥片が得られており、内 I点は側縁に細部加工を施し

て削器に作り替えられている。遺跡内には原磯状態で持ち込まれ、少数の剥片が剥離された後、

石核は遺跡外へもちだされたものと推測される。

個体11の3点の資料はいずれもDブロック内での出土である。

輯個体11 1 

削器 1点、剥片 l点の接合資料。 287と284の打面は90度転位されている。

⑫ 個体別資料12(第109凶~第120図)

i藤皮面は褐色の滑沢な屈を量し、内側はにぷい黄褐色を呈する珪質頁岩。微細な白色粒を含

み、光沢が比較的弱いことで個体別資料 2と区別される。縦長剥片を目的としての剥片剥離作

業がおこなわれている。総数123点の資料がある。

個体12の資料はA、B、Cの各ブロックに分布する。 Aブロックでは86点、 Bブロックでは

28点、 Cブロックでは 8点が出土し、 Cブロックには削器 i点が含まれる。

ブロック間をまたぐ接合関係は個体12-1、12-2、12-8で認められる。個体12-1では

磯皮面除去の剥片622+693がCブロックに、自lj器230を除く以後の剥離作業による剥片がAブ

ロックにある。個体12-2では喋皮面除去の剥片1652がBブロックに、それ以後の剥片がAブ

ロックから出土している。個体12 8では磯端面除去の194がCブロックで、それ以後の側面
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鴨子台遺跡
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れている。 622+693、502、1373，，731、片であったことが判別される)の剥離は下設打面から

とる一連の小争Ij片の恭IJ離は、674、1719、1256、516、1726、1641の下設打面側

としても働いている。機皮しての役割を果たしているほか、上設打面倒にとって
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鴨子台遺跡
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縦長加JJ='j-329と、それ る3j去の1yIjJ='Jからなる。 329の打面 あり、また、

6i恒三点められるとともに、腹r主jtこも ブ か ら

¥また下設打南極IJからの争IJ片の争Ij
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第 2章調査の記録

8 

争Ij片剥離作業の初期段階、 1擦皮面除去作業にかかる 8点の剥!こ「からなる 原磯上端を側

方からの加撃によって194を剥離した後、 1535、964、975+947などの原磯側面を剥離している。

1535、540、964、975の打商は調整打顕であり、争IJ片争IJ離作業の初期段階から打開調整が加え

られていることは個体]と同様である。

194 (燦面除去)…ー

1535 (重量面除去)-----が964(磁函除去)一ーしう540(霊祭商除去)一一-3>12ill(機函除去)ー…ぅ975+947(篠面除去)一一ート551(草壁面除去)

。乙o 乙り

525 

{国体12寸

545 

545 

第112鼠担体12-1 (2) 
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第120図個体12単独資料 (3)

⑬ 個体別資料13(第121図~第124図)

諜皮面は明主ミ褐色の清沢面を主し、内側はにぷい黄色か

一

m
 

p
u
 

「

D
E
l
i
-

る珪質頁岩。接合資

ëÌ'~が臨時T市多碍 1 ，十長IH寺井!

料はな L3010点の資料があり、不定形の吉宗i片 9点と書iJ器 1点からなる。 10点の資料のうち 8点

ムi呉ムれアいろ ハ引1 ロ7C)、川氏 4只Q、日只Oや出!患に

加工された283などは不定形の分厚い剥片であり、そのほかの縦長新片も石器長較に対しての

剥離III由が斜めになるなど、個体別資料 4と共通した剥片剥離技術によって得.られたものである

ことが限解される円

個体13の資料はA、B、Dの各ブロックとブロック外の 3地点 (MJ26、MH32、MK40)

に分布する。 Aブロック 1点、 Bブロック 2点、 Dブロック 4点、ブロック外 3地点各 1点の

内訳であり、削器283はDブロックに含まれる。

⑬ 個体別資料14(第125図、第126図)

i擦皮面は灰黄褐色の敏状を呈し、内部はにぷい黄褐色を呈する

むが全体に鍛密である。石核 1点と接合する剥片12点の13点の資料からなる O 遺跡内には分割

黒色の微細粒を含
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q!恵子台墳跡

され、縦長禁IJ片をある程度剥ぎ取った段階の石核として持ち込まれ、ごく短い剥片を少量得た

後、追跡内に残置された資料である。

接合はA、Bブロック間で認められるが、剥片剥離作業はBブロックで行われ、 Aブロック

へは本資料内にあって比較的大形の剥片956が搬出されているO

!擦皮面が残る残核911とそれに接合する担i片12点の模形の石核資料であるO 最IJ片の奈'1離は150

3の側方調整およびそれに後続して行われた作業面調整の剥離を除いて、総て上設打面から行

われている O 打面は平坦打面であり、打面調整は1934の打点周辺で、数回行われているのみであ

る。本資料の段階で残核に接合している剥片の長さは最長の956でも の 1/2強までし

かなく、比較的短い剥片を磯皮面を背にして交互に連続的に剥離している Q 1399+1645、1130、

1628、1494、1459、1646は末端がヒンジフラクチュア気味に終わり、また、 1399十1645、1130、

1494は折断されている。石核下部に残る恭IJ離痕から、本資料は大~中形の縦長剥i片をきちjぎ取っ

た後の最終段階に近い石核であり、打面再生に続いて小形の短い剥片を剥ぎ取ったものである。

1130 (剥片)一一一→1394(剥片)---------)1494 (剥片)----------)1548(剥片)一一「

1646 (鮒)---H503 (酷IJ方翻)ーo(側方翻)-(90度転 出ーo(側方翻)l
1399+ 1645 (まIJ片)…一一ーか956(剥片)→1459(まIJ/守)… -------->1628(まIJ片_j ，-

ijJiiJι 
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鳴子台追跡

個体別資料15

灰白色の撤密で光沢をも 幅広の不定形新片 3 らなる。 まれて

おらず、ブロック外の 2地点 (MQ初、 MK43)で=出土した。

⑬ 個体551]資料開(第127図〉

にぶい黄褐色を呈する鍬密な珪質頁岩。縦長者1J片を吉宗jぎ取った円盤状の石核 l点である。

核の下端部稜は一線に揃い、またその両面に微細な剥離痕も認められる。 Aブロックで出土。

⑫ 個体別資料17(第128国~第134図)

!擦皮面はにぶし る滑沢面を呈し、芯に近くはにぷい褐色を呈する珪質頁岩である口

総数47点、の資料がある。白色粒を含み景Ij離面には放射状裂痕が多く認められるが、概して徹密 e

均質な素材である。遺跡内には個体17-1から推定されるおよそ10crnx 10crn x 8 crnの盟角礁の

状態で持ち込まれ、縦長剥片を目的としてのきちi片剥離作業が行われているが、折断静j片以外に

製作された石器はない。

個体17の分布はAブロック内に限られ、個体17-1の接合関係もAブロック内で完結するが、

大形の縦長剥片483と石核下端部調整剥片234はブロック周縁部であるMM39西側およびMN40

東側で出土している。
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第 2常調査の記録

額個体17-1 

新j片26点、残核 l点からなる資料。原礁の表面は一部を残して除かれ、残った磯}文面を背に

し基本的に上設打面から縦長吉宗j片が吉宗jぎ取られているo 1258によって打酉を再生し、打面調整

を施して上設打聞から縦長剥片を数枚取った後、再び打面再生を行ってさらに数枚の縦長剥片

を剥ぎ取っている。その後、打市iを転位して234、1267、973+967を剥ぎ取るが、これは次の

段階で下設打面から縦長剥片が数枚取られているため、上設側にとっての石核下端部調整であ

るとともに下設打面では打回調整ともなっている。
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512 

18;:)1 

967 23，1 

個体17-1

第130図寵体行~1接合箆

A
斗
A

q
パ)



、川
方
も

ぺ酔一句
ぐご二ごコ ④ 

込一一

1
2

セハ一什可
く二入
〈多》

1851③ 

/て.¥¥

1、¥-… -I 、
正....._ーニーノご吟
J、 Jソ-l ;------<;:1" 

F 二〉、-LJ4"I 〈~~
く 〉

128()iX; 

3i図 {間体17-1 、、Eノ
a
z
z
z
 

f
E
¥
 

175 

第2章調査の記録

1474 

951③ 

-ES 



11¥喜子台遺跡

G受注司 に主=--Yf

ち-~
C:::J 737匂

三斗 tげ V 
766(1j) 

て ごごコ
¥ 512(Aj 

ど=三三

、ι一一----u.... 判丘之♀メ 住謹ミ~

1283④ 
.c-一一戸/¥、、

990④ 
〈ご二二二〉

767③ 

て翠季ラ
「一¥

483@ 

ζ~~ 

〈ここごコユ
12ら7(A)

ζこ三
217④ 

円

U

P
為

7

j
k
J

〆

/

くご〉
234(I心

第132図個体17-1石器 (2)

lワC
IV 

てこと〉

くこ二二〉

549③ 

17:14【



第 2章調査の記録

ロミ三~デ

ー-

¥ ~ I 間③

::JIO 

1852勾ト758①→ 518@

967(互)十973(予
く~

7-1 (3) 

177 



鴨子台遺跡

q重注忌

1367④ 

く二二〉

〈ご二コ 220③ 

330(玄1

J

国
、

968④ 

僚
出
ム

A
臼川

穴
制
問
1
5
!

一

599④ 
司、-ー- t

今一
γ
c
k〉

河

内
川
川
川
川
川
川
川
川
川

W一
/
j一

!

〈とここごご:::::::>" 1721③ 

第134図 {自体17単独資料

⑬ 個体別資料18(第135図)

半透明の中に黒色の斑文をもった黒曜石製の削片 1点である。縦割れし、腹面倒打点近くに

も剥離した凹面が認められるo Bブロ y クからの出土であるO

⑬ 個体別資料19(第135図)

穣皮面はにぷい黄色の敏状を呈し、内部は暗灰黄色を呈する頁岩であるO 事j片すきj離作業に先

だって原礁の頭部を除去した際の繰端片である。 遺跡内には本資料からえられた剥片は残され

178-



第 2章調査の記録

ておらず、遺跡外から単独で持ち込まれたか、あるいは本資料を得た後の石核は遺跡外に持ち

出されたものと判断される。 B、Cブロックの中間M036グリッドから出土した。

⑫ 偲体別資料20(第135図)

内色粒を含み、黄灰色か る頁持製の縦長表!J片。調整打面を残す。遺跡外から

まれた単独資料。 Aブロックで出土。
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第 2章調査の記録

む個体別資料21(第135図)

とするナイフ形石器506である。遺跡外から単独でAブ

ロックヘ持ち込まれた資料。

(2) -5 ブロック構成とブロック間関係

先 の (2) -2において、 A、B、C、Dの各ブロックについてそれぞれの内容を記述したむ

ことでは、 f思{本別資料毎に復元された斜片事!離作業によってブロック間関係の再構成を試みる

が、まずそれに先だって、ブロック別の石器組成、個体別資料保有数、および個体別資料の石

器組成を再確認しておきたい(第7表~第9表、第137図~第139図)。

4ブロックの石器数量の比は、 C"Dブロックに含まれる石器数をlとした場合、 Aブロッ

ク8.5、Bブロック 13という数で表される。個別の石器の各ブロックでの保有数に着目し石器

組成をみると、 Aブロックでは掻器、 Bブロックでは彫器及び彫器削片、 Cブロックでは彫器

および削器、 Dブロックでは削器が、それぞれのブロックを特徴づける器種となっている。ナ

イフ形石器はDブロックには存在せず、その欠如がDブロックを他のブロックから差異化する

特徴の一つであるともいえるが、他の 3ブロックには極端な数の差がなく存在することから、

本遺跡における共通の器種と捉えられる。また、これとは別にAブロックでの石核の数は、他

のブロックに比べ目立った多さを示しているO 特に平面的な規模の等しいBブロックと比較し

た場合、石器総数ではおよそ 2/3であるのに石核数では2.5倍とこれを凌ぎ、本遺跡での剥

片剥離工程における Aブロックの特異な位置を表わしている。

i個体別資料の保有数を資料数の多し 3個体毎にみると、個体れま929-'oがBブロックに集中し、

残りの 5%がAブロック iこ、また1.5%がCブロックに存在する。個体2もほほご似た分布状態を

示すがA、Bブロック聞の保有比率はやや異なり、 61%がBブロックに集中し、残りの33%が

Aブロックに、 5%がCブロックに存在するO 個体 1と個体 2は、この2つで第E群全石器数

のほぼ半数を占める主要個体であるが、いずれも Bブロックでの保有率が最高で次いでAブロッ

クにも高率で保有されることは、 Bブロックが4ブロック中の主体的存在であることとともに、

A、B両ブロックの密接な関係を示すものであるO なお、 Dブロックの特異性は第E群石器の

主要個体である個体し個体 2の欠如と、個体 4の集中的存在にも示されている。

次に各ブロックに対して、石器の製作一使用一遺棄の一連の流れのなかで、どのよう

づけがロi能なのかを、ブロック間の接合関係と個体別資料毎の長IJJt剥離工程から見てみよう

(第140図)。

立群石器の主な石器製作の技術は縦長奈IJ片を得る類型lの技術によっているが、そのうち

の主要偲体、個体]は原機状態の石核が遺跡内に持ち込まれて、石核が遺跡外へ持ち出される

口。



鴨下台遺跡

までのまちj離作業の全過程をBブロック内において進行させ、彫器や掻器を加工している。そし

て、 る縦長剥片はAブロックへ、さら れた石器(彫器)はCブロッ

クヘ移動している。すなわち、個体 1にあっては、日ブロックはAブロック、 Cブロックに対

して石器素材あるいは石器そのものを供給する「場Jであったことが知られるO

同じ個体 2はどうであろうか。個体 2も!蝶皮面の除去が行われた後の剥離作業の中心をBブ

ロック内において進行させ、一部の石器や石器素材ーをAブロック、 Cブロックへ (Aブロック

へは掻器および彫器、 Cブロックへは影器〉移動している。そして大半の石該は遺跡、外へ持ち

出されている O そのなかで、偲体 2-2はBブロックからAブロックへ剥離作業自体が移動し、

そこで剥離作業を終えた唯一の接合資料であるが、この場合であっても、得られた石器がBブ

ロックも含めた他のブロックへ移動したことは示されていな liO

先述したように第五群石器の石核保有数はAブロックが他を抜きんでているO しかし、これ

とあわせた接合関係でみると、個体 5、個体17のようにAブロック内で工程が完結する

か、個体 2-2、個体12のように伯ブロックでの工程に後続した作業が行われたかの場合が示

されているのであって、 Aブロックの作業で得られた石器が他のブロ y クへ移動している例は、

個体 9 2、個体12-1の2例に認められるに過ぎない。したがって、 Aブロックの石核保有

第 7表 ブロック男Ij石器組成

右製品

第137図 ブ口ック完Ij石器組成
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第 2章調査の記録

数の顕著な多さは、向じように剥Jt剥離作業において中心的な「場」である Bブロ y クとは対

照的に、 Aブロックの の性格が、石器製作が石器使用と結び、ついて終結するものであっ

たことを示している。すなわち、剥片剥離作業ではBブロ y クは供給的、 Aブロックは受給的

と評価される。

また、ほかに剥離作業が行われた「場」にDブロックがある。しかし、これは類型互の幅広

の事rJj午を得る該荷によった個体 4、偲体11と結びついており、これらの個体はA、Bブロック

では認めらず¥ ブロックに似た性格が想定されるものの、 した器種の点で他

と明らかに異なることは先に述べたとおりであ。

以上が第百群石器の製作から遺棄にいたる過程の前半部を評価する要素であるが、後半部に

ついてはどうであろうか。 A、Bブロックでは第H群お器の主要な器種が認められており、こ

れはそれぞれの「場Jで製作されて残されたか、あるいは後者から前者へ移動した結果残され
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された石器の大半は他のブロック、すなわちA、B両ブロックで製

作されたものである。このように、 にいたる流れのなかでは、その全過程を

包話するブロックと後半部に集中するブロックとに分かれ、前者にA、Bブロック、後者に C

ブロックが当てられる。また、類型 2の毒事j離技術を担ったDブロックは出器が存在することか

ら、前者に当たる O

以上、第立 ブロックの在り方は、①ナイフ は石器群全体を特徴づける器種で

あるが、そのほかにも各ブロックを特徴づける特定の器種があり、 あるA、B

ブロックの簡ではそれぞれ掻器、彫器がそれである、②個体別資料毎のブロック間での保有率

に比較的明瞭な差が認められる、③剥片剥離技術の2つの鎖型が、 A、Bブロックでは類型し

Dブロックでは類型 2と、ブロック毎に排他的に結び、つく、④製作か にいたる過程のな

かでは、その全過程を担いそれが独立的あるいは非相互的な需給関係のもとで進行したA、B、

Dブロックと、使用から遺棄の後半部のみをおう Cブロックとに明瞭に分けられる、と以上4

点にわたって要約される。

NO.1 (184) 

NO.2 (287) 

NO.3 (70) 

NO.4 (68) 

NO.5 (37) 

NO.6 (13) 

NO.8 (16) 

NO.9 (35) 

NO.lO (17) 

NO.12 (122) 

NO.13 (10) 

NO.14 (13) 

NO.17 (47) 

第 9表個体別資料石器組成

個体番号 チップ 剥片 石核 掻器 削器 ナイフ形石器 錐器 彫器 問。片

NO.1 (184) 175 。 。 。。3 4 

NO.2 (287) 20 237 4 4 。 5 。11 6 

NO.3 (70) 6 63 1 。。 。。。。
NO.4 (68) 2 65 1 。。 。。。。
NO.5 (37) 3 31 3 。。 。。。。
NO.6 (13) 。6 。。。 4 。1 2 

NO.8 (16) 。16 。。。 。。。。
NO.9 (35) 3 29 。。 。 。
NO.10 (17) 。12 。。。 。。2 3 

NO.12 (122) 6 112 3 。 。。。。
NO_13 (10) 。9 。o 1 ! 。。。。
官17

o0 1  0 I 
00 1  0 I 
1 1181 151 

o1 12 1 1 1 0 1 

1451 1 1 0 1 

1531701 1 15 1 5 1 

引
計

出
計

第139国 極 体 男Ij資料石器構成比
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の移動

第 2章

凡例
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第立 ‘、，，，，
ag'a 

/
'
丸
、

f喜サ ク 1) 'Y ド E~W 1亡J 一~け 標的 |ブロック|鰐体番号 器 衛 長さ 幅 l 摩さ |被熱

601 :vlR21 135 122 3，1.391 タ1. 4民主壬堕担 16.85 20.5 2守15

告らお1:V1l7 366 21日 34.2261外

5554d心651 5 3482484 7 5 174 く26 290 30 i 33.908 251 F 

190 三lP37 318 194 34.4861 B llF 

191 
3LJ410P335 7 

262 74 34.3881 B 2IPF[J二背波右下背腹] 26.4 42.15 i 
194 151 202 34.2841 C 121 FS 37.1 35 10.2 

196 MN35 118 69 34.3051 C 41 FS 55.2 84.7 15.15 有り

198 ?νlN37 110 150 34.604 B 11 FS 18.35 お 5，75 ! 

28白 ~7 34471 。
132 1ド'1ド下〔右:背下絞腹)背;

fJO.2 22 

2051 MN 234 141 35.157! J当 22_7 24.15 5.7 
206 :vE'i37 t 242 35.229 日 11'1<'[下背1I釘 20 18.35 10.85 

211 MMO 20 116 34.0771 A 241 FS 35.8 34.4 5.65 
213 Mi-';40 313 i 265 34.04 i A 1;3 i PJ:<'S 背複J {ti.ilb 59，7 22.1 

2141 MN40 368 184 34.0571 t， 101 PドS[下・背!段] 58.25 34 10.25 

215 MN40 380 227 34.0051 ̂  91 Co8 46 41.7 39.4 
216 MN40 396 368 34，2051 A 21 PF[上腹背] 26.1 15.55 5.5 
217 MぶJ40 353 354 33.9991 A 171 PFS[Jて腹背] 61 24.05 11.2 
218 MN40 398 206 34.0251 A 51 PF8[下!良子 11.95 15.47 4.06 

220 MN40 54 229 33.9691 A 17! P 33.45 25.25 42 有り

221 恥lN42 117 
33724 6 

35.236 外 II1'F[J:背l直下背腹] 62，7 23.05 5.55 

230 MN35 121 34.2361 C 121 Sc 66.45 40.35 19.05 
234 おlN40 96 98 34，3721 A 171 FS 21.5 21.35 81 tJり
238 MP25 195 68 34.4651 D 131 PFS -[ポiJ二背Il5tJ 66，1 30.3 11.75 

239 お11'25 248 58 34.3561 D 41 PFS[上!腹背] 52.85 40，6 19.55 

240 Mfコ25 165 323 34.3331 D 41 F 26.3 18.35 6，35 
241 M1'25 315 356 34，3741 D 41 CoS 81 68 53.55 
242 MP25 348 311 34.0551 D 41 FS 64.85 34，5 144 
243 MP25 308 393 34，2381 D 41 F8 32.7 21 7.65 
244 MP25 167 11 34.3481 D 41 F3 36.2 34.65 7.1 手まり

245 MP25 385 394 34.4051 D l11F 54.75 42.15 11 
246 [vl1"26 45 102 34.4031 D 41 F 24，5 40，8 7.05 有り

248 恥1P26 290 98 34，2891 D 41 PFS -[下腹背] 23.8 15，1 10.45 手まり
249 MP26 291 132 34，2711 D 41 F 30.15 32.55 9，15 
250 M1"26 400 13 34，2381 D 41 PCoS 47，55 42.7 24 
251 MP26 396 85 34.3041 D 41 PCoS 64 47.45 34 
252 MP26 245 158 34.2981 D 41 FS 24.4 19.8 4.4 有り

253 MP26 246 162 34，2981 D 41 F 28.75 24 4.4 
254 MP26 50 192 34.4321 D 41 FS 14，75 21.4 5 
255 MP26 'Iu 219 34.3551 D 41 9.2 28.35 9，65 

民226539l 1 

tvlP~己 108 i 221 i 34.326 i D 4 i PFS[下.背複] 司自り 50.4 12針り

M1"26 255 197 34.3551 D 41 PFS -[右下背緩] 59.01 24.2 7.55 
Ml-'26 ltio ~L! ti o4.:.JiI'{ 1 D 41 F 22 25.65 5.9 

262 ι1P26 128 225 34.4011 D 41 F 40.75 41 10，25 
263 ?νlP26 137 237 34，3811 D 4IPF[_f-.腹背] 15.3 28.3 10.15 
264 主.1P26 148 244 34.381 D 41 F8 29.95 39.05 15.5 
265 MP26 228 223 34，3191 D 4IPF[下腹背] 20.4 19.35 5 

22668 7 
ι11"26 298 288 34.2361 D 41 F 30.55 44，6 10.14 
MP26 200 255 34，381 D 41 F 16 216 2，55 

269 MP26 228 293 34，3491 D 41 F 25.35 18.35 4，35 
270 MP26 183 294 34，3131 D 41 PF[ t.腹背] 8，55 24.15 2.45 

22773 1 
MP26 155 256 34.451 D 

4 PFS下':〔!l皇右背!復]背]
33 34 9.9 

MP26 35 318 34.3931 D 36.8 25.6 9.05 
274 Pν'IP26 143 328 34.3161 D 41 F8 16.8 12.1 2.6 
275 M1'26 200 332 34，3511 D 41 F 34.9 22，9 11.1 
276 M1"26 313 312 34，3051 D 4 i FS 12.45 18，9 3.15 
277 MP26 196 355 34，271 1 D 41 F 10，65 11，1 3.2 
278 MP26 232 376 34.2331 D 4 i PF[Jこ背l復ト i皮背] 20.5 24.2 3，9 
279 。 118 34.491 。 131 FS 

9568..845 5 585205 1 
30.85 

283 190 り 3，1.631 1] 13 Sc 16，1 
284 MQ25 332 。

日59 5 1コ〕
111 F 72，15 50，95 19 

ワ285り MQ26 つUワtハv 11 4¥ キー腹背] 42.3 27.7 9.75 
2871 MQ26 275 106 D 1118c 50，551 51.5 13.75 
2891 I\IG~26 280 34.511 11] 41FS 52.05 74.55 18.8 

23.2 

，11.85 2901 MQ26 381 310 34.'1291 D 41 F 16.6 
し40 220 34.3541 A 121 PF[下腹背] 23，8 3.25 り
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第 2章調査の記録

立 (2) 

ミ妥号 グリ y r E~W S→ N 繰戸Ij プロゾタ 鐙体番号 1主3民cr 主主 ;長さ 縞 厚さ 被;勢

329 IvE¥i41 fi31 360 I 3'1.3321 A 121 F 811 29.2 9.55 

330 主、，;41 45 282 
3434，4316 1 

J凡 171 P1"汀ご白子守}復; 28.9 37.6 5‘15 

33 M子Al 58 16，1 /¥.. llF 38.9 13.1 41 |有り

332 3江:ミw 55 148 34.4031 A 11 P1♂[上腹背下腹背] 53.3 29.55 7.5 有り

L-.l笠 長lN41 4 34 34.59 A 
122|!C?F F8 -[下.背腹]

51.85 15.7 7.75 1"lり

MN41 216 305 34.4861 A 38 25.15 9.3 手まり

424 お1乱127 85 213 34.154 外 261 F8 73.3 36.5 16.45 

472 MJ30 100 34.081 外 261 F 40.4 

月川有4白5りり) 

481 MUl7 7リッド一一括 B :)1 C08 55 

482 MIvI39 34.36日 A 21 PF[上:1]夏背] 22.65 

行出!v139
231 189 31.3541 A 1711"8 75.95 

M39 249 180 34.3451 A 21 PF[下綾背] 40.2 

'Io::i MHu'; 360 i 376 34.105 タL 13 i 1"::i 53.9 52.i I i4.85 

496 MM39 3 286 34.2441 t， 121 F8 36.8 19.05 4.4 

498 lV!M39 139 356 34.3541 A 1211'F[下背!復] 25.75 19.4 4.7 有り

499 江4乱139 211 346 34.4371 A 121 F 33.15 26.8 9.15 有り

501 MN40 333 132 34.2291 A 121 F 21.75 23.05 1.35 

502 MN40 322 228 34.2411 A 121 F 217 20.9 415 

503 MN40 392 207 34.2561 A 171 F 10.45 20.2 2.55 

504 ルlN40 392 278 34.251 A 21 F[上l腹背] 53 22.2 7.1 

506 ?νIN41 91 259 34.3681 A 21 11引先欠〕 52 15.05 5.75 

507 ふ1M41 54 39 34.2931 A 21 F 14.25 13.9 3.05 

55008 9 
Mι141 80 36 34.3951 A 911'F[下腹背] 35.1 18.55 6.45 

ふ1M41 135 40 34.431 A 51 Co 37.48 20.73 10.5 

510 MM41 151 28 34.341 A 121 PF[上背腹] 23.6 18.1 2.4 有り

511 MI'ν141 176 51 34.4081 A 211'F[上腹背] 32.75 9.85 2.25 

512 MM41 166 86 34.4441 A 171PF[ヒ腹背右下。背腹] 36.4 20.6 4.9 有り

513 1¥.1乱;141 301 3 34.2621 A 5IPF[省上腹背] 14.51 12.15 3.52 

514 Mι141 299 21 34.3311 A 121 F 20.1 15.15 4.2 有り

515 1¥.1M41 297 24 34.3331 A 21 PF[上背腹] 21.9 13.2 21 有り

516 MM41 28 170 34.4161 121 25.55 38.3 18.8 

517 おlM40 35 160 34.3271 A 121 PF[上背腹] 27.85 15.35 2.7 有り

518 M乱140 19 210 34.3371 A 171 F 44.65 47.8 12有り

519 孔1M40 35 217 34.4231 A 9 1 F 35.6 26.3 8.6 

520 MM40 38 222 34.51 A 2IPF[およ腹背下腹背] 22.45 21.55 4.35 有り

521 PνlM40 52 221 34.3451 A 121 F 62.12 16.1 8.88 

522 MM40 70 212 34.3191 A 21P8[下背l民] 19.7 18.65 4.9 

523 MM40 83 213 34.2831 A 51 F 21.85 38.3 6.05 

524 MM40 80 222 34.3051l¥. 1IPFS[上背腹] 61 25.5 10.6 

G2G 11¥/iiv140 6"{ ~05 34.005 i lLoll'tj 3o.75 i 口U目。 19.o5 

526 Mル140 71 255 34.3311 A 21 G 74.15 21.5 8.55 有り

bZI MM4u 4o <:4目 34.3731 A 12 i 1'1< 1しとi:::ff反~~手レ引『 2L3 ZU.lb 3.i 

528 Mι140 43 275 34.3171 A 911'F[下腹背] 30.75 24 2.7 

529 ゐ1M40 16 256 34.3831 A 91 F 34.65 31.75 13有り

530 MM40 28 288 34.3521 A 61K 912 214 6.6 

531 MM40 14 274 34.4011 A 21F 18.7 25.8 5.65 有り

532 MM40 19 276 34.4031 A 2I1'CF[下腹背] 3115 14 4.45 

533 ?νlM40 18 281 34.41 A 51 FF[下腹背] 8.95 16.1 3 

534 !:vlM40 11 295 34.4581 A 
ト一一一一

91 F 15.05 12.8 5.75 

535 Mlvl40 13 320 34.341 A 121 PF[上腹背下背腹] 11.85 222 4.85 

536 MM40 51 347 34.298 A 
17 下i二.腹腹背背下:背Il1tJ

7.9 17.3 1.4 

537 MM40 80 323 34.3261 A 23.85 20.5 3.65 

538 MM40 75 282 34.2891 A 121 F 21.35 24 3.8 

539 MM40 93 302 34.3681 A 21 G 42.3 19.15 4.05 有り

MM40 95 278 31.2911 i¥. 121 F8 16.55 26.3 6.25 

MM40 110 269 34.3261 A 21 F 70.25 24 8.7 有り

542 MM40 276 34.3041 A 91 PFS[上腹背下腹背] 37.45 36.4 6.3 

55444 3 
MM40 127 2631 34.2561 A 51 PF[下:背!度] 17.35 21.15 7.6 

乱lM40 133 34.2551 511'F[上腹背] 18.351 1125 

545 MM40 115 296 34.3471 A 121 Co 
25220.6 5 

48.9 32.05 

546 MM40 136 : 248 ! 34.3111 21 F8 7 3.41 

547 i M!V140 
1146U 3 

25U 34.3171 2! Es 95.45 20.45 9 

5~9 ;¥'1:¥'140 261 34.298 八 171 F' 30.15 23.75 ，1.8 

550 !V1M40 172 27日1 34.381 A 91 CFS -[右ヒ背!復] 18.5 39.4 10.2 有り

551 主主目_j一一旦空 4俗 12 FS 43.3 22 5.3 



鴨子台遺跡

第12表第日 (3) 

番号 グ 1)'/ト E->W S→lす l 擦 I主主 フ'ロ y ク l鐙体番号! 器 穫 長さ 騒 厚さ 被熱

c υ5η ~ νHO 158 312 34.3811 A 91F 29.4 2l.i 8.4 

553 ，v1M40 172 314 34.284 2! 1"1"[下司腹背友背!浸1 2835 25.8 9.9 

554 !vEvI40 219 288 34.2961 A 21 K(日目民主事諮ら 28.45 15.95 4.2 Tヨり

555 iv1Jlν140 226 315 34.3541 A 56.8 41.7 13.5 

556 MM40 2611 240 34.3671 A 牛掠) 39.85 15.95 6.9 

557 MM40 242 194 34.4651 A 21 F 33.7 15.95 4.1 手まり

558 MM40 317 185 34.2781 A 211"F[下・背!医] 17.45 9.65 2.35 

5591 MI'v140 321 385 ! ::l4.3171 A 1IPFS[上 E質管] 43.8 ! 279!i 6.8 有り

I ivL¥140 206 34.4651 A 41F 13.71 21.8 4.6 

M.M40 184 380 34.351 1 A 2! Es 43 18 6.8 有り

562 MM40 177 370 34.3881 A 12 2 
2，1.65 18.95 2.4 干'PJ

563 MM40 149 387 34.4651 A FS 26.1 2185 6.5 

564 MM40 130 377 34.3881 A 21 C 9.35 2.15 

565 MM40 126 373 34.394 j~ 41 F 32 16.65 2.7 

566 MM40 107 364 34.3951 A 27環状石製品 (768，769) 92.3 84.6 27.2 

567 MM40 93 388 34.38 A 611"F[上背綾下背腹] 60.6 33.25 8.3 

568 MM40 85 121 34.2641 A 21 FS 20.5 12.3 9.4 

569 MM40 118 109 34.3611 A 51 PF[下腹背] 39.4 20.2 6.4 

570 MM40 70 60 34.34 I A 121 PF[下腹背] 31.7 23.45 9.75 

571 お1M40 114 29 34.2891 A 1211"F[下腹背] 12.75 17.5 8.3 手まり

572 MM40 16 294 34.3751 A 51 F 39.15 38.8 9.2 

573 MM40 94 275 34.271 A 21 F 16.1 9 2.95 

574 M034 247 302 34.3121 C 21 F 51.5 35.15 7.6 

575 M034 230 280 34.3251 C 11G 87.85 21.55 8.4 

576 M034 172 120 34.4071 C 211"F[上背腹] 49.5 25.5 3.15 手ぎり

577 M034 313 240 34.3161 C 21 PF[下背腹] 54.85 12.7 10.25 有り

578 MM40 135 376 34.2981 A 171 FS 19.35 20.9 3.9 

580 MJ26 90 310 33.896 外 131 PF[上・腹背] 33.75 47.75 11.3 

586 MM40 53 241 34.3051 A 201 F 86.2 34.4 7.5 

587 MM40 53 133 34.2831 A 21 F 32 12.9 6.75 有り

588 MM40 54 180 34.2931 A 101 PF[下腹背] 33.15 9.25 4.2 

590 MM40 72 224 34.2751 A 21 CFS[PFJ [上背腹下腹背] 49.1 25.1 8.3 

591 MM40 69 279 34.291 A 21 FS 22.6 9.3 5.15 

592 MM40 97 287 34.2961 A 21 C 8.8 9.3 3.55 

593 MM40 90 375 34.2981 A 91 F 11.4 17.7 4.4 

594 M札140 144 163 34.251 A 21 PF[上背腹下腹背] 16.55 11.55 2.65 

595 MM40 124 183 34.2911 A 121PF[上腹背下腹背] 32.75 15 3.65 有り

596 MM40 122 264 34.2841 A 21 F 9.5 10.6 2.4 

597 MM40 117 270 34.291 A 2IPF[下背j復] 16.35 14.8 3.5 

598 MI¥-140 161 245 34.2631 A 121 F 10.05 5.9 0.9 

599 MM40 205 242 34.2841 A 171 PF[下背腹〕 23.9 30.6 5.45 

600 MM40 169 269 34.2911 A 9.8 10.8 2.7 

601 MM40 251 380 34.2771 A 21 F 14.6 16.3 3.05 

602 MM40 338 325 34.2581 A 21 F 8.35 12 1.5 

603 MM40 399 2071 34.271 A 121 F 111 24.2 8.3 

604 M034 12 190 34.3951 C 121 FS 29.85 17.35 9.3 

605 お1034 26 265 34.4361 C 101 F 6.9 11.45 1.6 

606 五1034 14 275 34.3961 C 121 PF[J::腹背j 21.55 22.65 6.6 

607 M034 105 260 34.2841 C 21 G(623，652) 22 15.65 5有り

608 加1034 108 263 34.2491 C 91 C 7.6 9.4 J.7 

609 M034 105 270 34.3051 C 61K[基部欠] 52.35 16.85 6.1 

610 加1034 94 282 34.3761 C 21 F 21.8 18.9 4.3 

611 M034 118 352 34.2841 C 251 F 50.9 22.6 4.04 

612 M034 130 340 34.311 C 51 C 9 6.35 1.8 

613 M034 136 340 34.2911 C 21 F 46.15 18 G内 25

614 M034 162 313 34.2841 C 301 F 8.9 12.65 5.7 

615 M034 210 347 34.231 C 121 FS 48.4 44.9 10.9 手まり

616 M034 252 338 34.2 i 21 PF[下手1f1l'草] 17.75 171 3.95 

617 M034 204 280 34.2221 2IPF[左下背j度] 13.45 17.45 4.5 

G6 11 89 は同lMa4 0333 4 4 4 

211 273 34.2331 C 911"F[J二腹背] 31.9 9.4 

204 215 34.3121 C 11" 45.4 19 5.6 

620 2431 233 34.2271 C 91 F 3211 30 

621 M03'1 155 65 34.27 I C 21 34.8 14.15 3.55 

3421 383 34.2051 C 121 23.55 37.2 12.95 

034 115 34.2361 C 21 G(607先端，652) 16.7 15.8 7有り
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第2章調査の記録

第13表第 立 (ヰ)

番 号 グリ yド IE→ wI s→ N 襟 I~I フヂロック 個体番号! 器 務 長さ | 綴 i 厚さ 被熱

6日2247 
、;34 350 34.229 C 29GF (589臼S) 27 8.6 6.7 手まり

M03，j 244 232 34.222! C 30.7 

628 MN41 99 23 34.255 i A 12 i PF[ド背腹] 10.35 

629 MM41 63 44 34.2361 A 10 I F 16.7 9.05 3.65 

630 MM40 96 18 34.212 八 301 P 8.15 13.9 4.9 

631 Mお140 54 163 34.2341 A 21 PF[下腹背] 16.3 15 4.7 

632 M札;140 115 196 34.2221 A 121 F 27.95 31.1 6.55 

633 ル11v1-10 361 99 ::14.1731八 9 1 FF[_t腹背] 59日5 43.55 11.2 

66334 5 
MM40 31 293 34.2551 A 301 F 12.1 4牟8 1.3 

MM40 71 353 34.1941 A 121 PF[ヒ背)俊 F腹背] 20.35 i 24.8 3.9 

636 MM40 177 294 34.2151 A 51 F 

820β29 8 1 

13.92 3.5 

637 MN40 
32752 5 11889 3 3344e.22115 2 

IA 
112 2 

PFS[下腹背]
1622.1.5 5 

3.85 

638 IA F 2.4 

640 302 243 34.646 外 81FS 72.1 21 11有り

648 M034 270 140 34.1851 C 61 F 13.3 14.4 4.05 

649 M034 219 347 34.2061 C 61 Sp 27.6 11.45 2.6 有り

650 M034 288 208 34.181 C 61K 61.95 17.1 5.7 有り

651 M034 74 351 34.2361 C 121 FS 44.8 44.35 12.85 

652 M034 49 つuのdつυ 34.2081 C 21 G(607先端，623) 21.8 16.4 6.45 有り

6日3MN40 202 295 34.097 A 21 F 33.55 23.65 5.75 

664 おlN40 244 243 34.194 八 161 Co 59.55 55.55 31.05 

665 MN40 246 287 34.208 A 91c[先端〕 12.05 15.4 3.85 

666 MN40 254 315 34.175 A 21 PF[下.背腹〕 45.35 33.5 7.15 

667 ιIN40 287 283 34.201 A 301 F 12.25 8.95 4.75 

668 加lN40 316 267 34.206 八 21 PF[下腹背] 12.45 7.2 1.85 

669 MN40 320 287 34.1951 A 21 F 28.2 33.65 13.4 有り

670 MN40 395 257 34.2221 A 91 FS 37.4 26.15 11.45 

671 MN40 400 382 34.4411 A 21 F 12.6 7.7 3.4 

672 ι1M40 56 195 34.2221 A 171 F 53.1 34.1 11.1 

673 MM40 71 195 34.1881 A 21 PF[上腹背下腹背〕 35.25 43.75 9.6 

674 MM40 136 168 34.21 A 121 PFS[右下背l艮] 25 20.2 2.45 

675 M札140 6 257 34.1981 A 21 PF[上背腹] 41.2 11 3.95 

676 MM40 34 257 34.2011 A 301 F 9.25 10.05 21 

677 ιIM40 35 283 34.2561 A 511"F[左下腹背] 36.02 20.91 6.12 

679 MM40 65 248 34.1871 A 91 F 10.1 8 1.35 

680 MM40 66 254 34.2341 A 21 C 7.35 9.65 2.3 

681 乱IM40 132 248 34.2021 A 21 C 7.1 7.6 11 

682 ιIM40 133 250 34.2091 A 21 PF [J二腹背] 19.35 14.4 5.25 

683 MM40 211 260 34.1911 A 11F 21.85 20.05 2.95 

684 MM40 81 335 34.2061 A 91 F 13.5 8.8 2.3 

685 MM40 28 374 34.2151 A 2I1"F[-F背!俊] 40.65 27.2 5.4 

686 !v1M41 64 10 34.2351 A 91 F' 15.55 13.5 4.2 

687 MM41 61 14 34.2221 A 51 F 10.2 10.95 1.75 

688 MM41 44 91 34.2361 A 12IPF[T 背)~J 6.75 16.25 4.85 有り

689 IVIN41 400 60 34.24 八 2日s(624C) 52.6 19.1 8 

690 MN41 340 36 34.2081 A 171 F' 17.95 9.2 2.75 

691 M035 263 101 34.1781C 21 F 13 3.35 3.85 

692 !v1035 241 110 34.1791 C 1211"F[下背腹] 14.25 15.25 4.3 

693 M035 232 108 34.1811 C 12 1 1"FS[.[二背政下背!復] 19.15 14.9 3.55 

694 M034 120 395 34.1661 C 21 F 14 7.85 5.85 

724 MN40 365 184 34.1521 A 121 F 111 5.6 1.25 

725 MN40 355 191 34.1731A 51RF 32.17 21.59 5.39 

726 MN40 358 200 34.1451 A 121 FS 6.6 13.05 17 

727 MN40 332 203 34.151 A 5IPF[下背腹] 15.55 23.4 7.6 

728 MN4U 296 190 34.1511 A 1711"F[下腹背] 20.9 13.2 2.05 

729 MN40 294 250 34.1711 A 301 C 9.6 8.25 3.5 

730 MN40 319 244 34.1431 A 51 F 23.35 14.9 5 

731 乱'1N40 361 34.1311 f¥ 121 PFS[卜背!段下腹背] 2，1.05 12.3 3.1 

732 MN40 377 249 31.l781A 21 F 10.4 12.6 1.2 
734 MN40 394 318 34.1661 A 51 F 11.3 11.45 3.15 

735 Ml'、;40 393 336 34.152入 51 20.3 16.55 2.55 

737 iv1N40 363 312 34.1571 A 171 F 12.15 8.7 2.75 

739 MN40 365 367 34.1941 21 C 7.35 6.3 つ白 つ山

740 MN40 276 30l 34.1731 301 C 9.6 6‘55 2 

741 ?νlN40 244 318 34.1521 A 11 F 14.15 7.3 1.35 

一一 1只Q



鴨子台遺跡

第14表第立群石器一覧表 (5)

番 号 クリソド E-'W S->N 標高 ブロソク 領体番号 ~ 極 長さ 編 厚さ 被熱

742 t'ilM41 32 31 34.207 A 21 F 15.7 4.6 1.2 

713 210 12 34.1591 A 21 Co 30 20.6 

744 88 35' 34.2051 A 121 PF[下腹背] 26J5 7.7 

745 MM.10 90 357 34.1991 A 171 PF[下背腹] 17.6 25 4.9 

747 孔IM40 67 316 34.1941 A 121 F 14.2 6.65 0.9 

748 MM40 581 328 34.1941 A 51 F 18 8.4 2.6 

749 MM40 44 325 34.1521A 121 PF[上腹背] 10.55 15.75 3.3 

750 MM40 48 300 34.1531 A 121 F 16.35 17.15 1.85 

751 Mtv140 9 305 34.1811 A 301 C 5.05 6.85 

752 MM40 12 290 34.1941 A 171 F 13.05 10.15 1.55 

753 MM40 2 282 34.1661 A 11F 12.2 10.8 4.95 

754 MM40 10 284 34.161 A 21 PF[下背腹] 32.75 35.1 8.9 

'ibb 1 MM4U 1日 279 34.1821 A 21 C 9.4 9.45 1.7 

756 MM40 285 34.1941 A 121 F 40.75 21.55 4.4 

757 MM40 31 280 34.1541A 21 PF[下背腹] 17.35 10.95 2.6 

758 MM40 34 270 34.157 A 171 F 36.2 25.45 9.25 

759 MM40 42 265 34.161 A 21 C 5.1 3.3 0.8 

760 MM40 69 265 34.145 A 121 C 7 89 1.25 

761 Iv!M40 76 264 34.1581/1. 21 PFSCt.腹背] 60.75 26.4 8.4 

762 MM40 93 263 34.1451 A 21 F 20.5 10 3.6 

765 MM40 114 267 34.166 A 171PF[下背腹・腹背] 30.1 19.7 2.35 

766 MM40 97 146 34.1311 A 171PF[下波背] 30.05 43.2 8.2 

767 MM40 41 186 34.1451 A 171PFs[友上腹背] 46.2 22.45 9.25 

768 MM40 159 169 34.1381 A 27環状石製品 (769，566) 54.8 54.1 。
769 MM40 154 167 34.138 A 27環状石製品 (768，566) 24.25 22.25 。
770 MM40 114 104 34.1431 A 121 PF[下背腹] 11 17.2 3.6 

771 MM40 348 119 34.1381 A 61 F 17.9 18.55 2.1 

777 MP34 266 55 34.311 C 31 F 15.25 8.55 2.3 手まり

778 MP34 218 322 34.3471 C 11F 10.9 11.65 2.7 

779 MP34 342 363 34.2911 C 11F 14.4 10.45 1.4 

780 1¥1037 202 99 34.3041 B 21 PF[上背!段下腹背] 29.8 18.6 3 

781 M037 156 376 34.5691 B 21 F8 82.9 25.1 7.6 

782 M037 149 362 34.5621 B 81F 83.8 21.6 13.8 有り

783 肘!Q37 174 367 34.6431 B 21 Co 49.4 49.85 22.7 有り

784 M037 170 350 34.5561 B 1IPF[上背l復] 21.95 17.4 5.05 有り

785 ι1037 179 353 34.6521 B 21 F 48.65 32.8 3.85 有り

786 1¥1037 173 346 34.651 1 B 21RF 19.3 149 6.85 

787 M037 181 325 34.5621 B 1IPF[下背腹] 20.95 19.05 4.25 

788 1¥1037 187 323 34.6451 B 21 F 31.1 32.2 6.7 

789 M037 1831 323 34.6451 B 21 F 13目 16.05 2.9 ・

790 1¥1037 148 325 34.5481 B 1IPF[上背!復下.腹背] 31.2 26.55 4.3 

792 M037 140 305 34.5481 B 31 F 19.3 8.4 2.95 有り

793 1¥1037 143 306 34.5481 B 21P1"[下背腹] 26.05 15 2.6 有り

794 ν[037 142 282 34.5551 B 121 F 18.5 7.25 7.7 有り

795 M037 174 293 34.6081 B 1211"8 - 14.7 9.45 2.45 有り

796 M037 177 293 34.6111 B 11G(1176先) 31.3 20.85 9.25 有り

797 1¥1037 215 316 34.6031 B 311" 19.55 211 15有り

798 1¥1037 245 333 34.6081 B 21 F 15.95 34.4 3.3 有り

799 1¥1037 263 344 34.6121 B 21P1"[上腹背下背媛〕 18.05 15.35 5 

800 1¥1037 266 347 34.6161 B 1IP1"S[上 背l釦 12.25 11.85 4.25 有り

801 加1037 224 290 34.591 B 211" 14.25 1215 2.65 

802 1¥1037 224 288 34.591 B 11 Sp 28.95 12.7 3.9 

803 1¥1037 250 307 34.5831 B 61 Sp 23.9 14.85 3.8 

804 M037 242 287 34.5831 B 211" 19.2 10.2 2.9 

805 1¥1037 276 303 34.5841 B l1P1"[上腹背] 16 19.2 3.65 脊り

806 1¥1037 347 350 34.6161 B 11G 29.8 23.2 5.25 有り

807 M037 335 289 34.5481 B IF 25.95 14.15 3.1 有り

808 1¥1037 349 290 34.5561 B 21G 38 17.2 5.35 官り

809 1¥1037 34.5281 B 21 F 10.25 18.8 4.3 

810 M037 369 274 34.4981 B 81P1"[上・背腹] 55.95 22 6.35 有り

811 M037 310 222 34.5391 B 21 F 12.95 14 2.15 

M037 344 つuつuつu 34.5061 B 21.F 15.5 20.45 3.25 

813 M037 310 187 34.5261 B 21 PF[下 背j庖] 10.7 13.2 3.2 

814 M037 269 174 1!PF8 -右下:背腹] 27.4 2175 7.2 

815 ι1037 219 245 34.55 1211" 11.65 6.6 1.35 

190 -



第 2章調査の記録

第15表第豆群五器一重義 (6)

議 号 クリソト E→W S→トj 務!尚 ブJ ロッケ 鎖体番号 ~ 種 長さ 幅 j手さ 1被熱

817 M037 

i118376 7 1 222421U 2 6 

34.5181 B 

卜ー[背下腹背下rw:雌1背]

35.05 18.3 7.35 

818 M037 34.534 i B 17.45 118 6.5右り

819 M037 34.5321 B 16.6 12.55 
56..7 7 

820 M037 208 158 3U611B 'l1F 27.65 18.05 

821 M037 288 118 34.4511 B 21 G(11911ま) 24.05 13.6 4.35 有り

822 M037 109 175 34.6251 B 1IPF[下手守腹] 47.35 26，2 9.35 

823 M037 95 151 34.4991 B 61G 57.35 39.35 13.3 

824 M037 56 34.5341 B 11FS 25.8 36.1 8.65 

826 1 M037 9 285 34756 Fl 31 F ~7.1 41f'iり

827 乱1037 18 256 34.56 fう 21 F 36.45 224 12.75 有り

828 M037 73 251 34，5681 B 31 FS 52.3 51.3 35，5 

829 M037 66 265 34.6571 B 1IPFS' U二背!皮下腹背〕 29，7 20，95 3，7有り

830 M037 67 287 34，658 白 i IPF[下.背}炭] 21.9 30.4 i:i刊i 手まり

831 M037 32 310 34，7081 B 21 FS 12，55 17，8 5.45 

832 M037 32 306 34，7051 B 21 PF[下腹背] 19 13.95 2，95 

833 M037 l 285 34.6041 B 1IPFS[上背!腹右下背!俊] 50 27，75 5，8 有り

88334 5 
MP37 394 229 34.554 1 B 31 F 271 18.3 4.8 有り

M038 217 48 34.5691 B 81 F 12.45 9，35 1.55 

836 M038 132 74 34，5351 B 41 F 1215 10.95 1.9 

837 ι1038 121 75 34，5481 B 1IPF[下背綾] 23.4 18.95 4.55 有り

838 M038 77 119 34，622β 21 PF[上腹背] 16.5 11，85 4.9 

839 ι1038 92 182 34，5621 B 31 F 11.6 17.1 41 有り

840 MP38 397 221 34，637日 31 F 15.4 10.35 7.3 有り

841 ιt1038 165 312 34.571 B 21 F 15.65 12.85 2，6 

842 M038 326 90 34.5871 B 1IPFS[上腹背下背腹] 38，15 16，5 4，7 

843 M038 351 110 34.5481 B 31 F 10.8 7.65 2，05 :tiり

846 M037 38 382 34，541 1 B 21C 7.05 5.1 1.5 

847 M037 45 372 34.5211 B 121 C 7.3 8.05 1.3 

848 M037 56 373 34，5211 B 11F 111 13.4 5 

849 M037 78 369 34.5071 B 11 PFS[上智腹] 11.45 13.1 2.85 有り

851 M037 113 360 34.49311ヨ 11F 12，25 7.75 1.45 

852 M037 99 348 34，521 B 4IPF[下.背腹] 23.15 27，3 4，5 有り

853 M037 109 346 34，5131 B 8IPFs[上腹背] 14.75 19.45 3.9 

854 M037 124 330 34.5181 B 31C 5.1 8.7 3.9 有り

855 M037 132 327 34.5181 B 121 F 18.15 7.1 5.4 有り

856 M037 129 333 34.4971 B llF 12.1 10，55 4.7 

857 M037 142 360 34.5111 B 21 F 10.55 10.45 2.55 

858 M037 157 359 34.5271 B 121 1"S ' 43.4 21.8 11.8 

859 M037 156 368 34，5341 B 31 FS 8，15 12.45 7.4 有り

860 お'lU37 lb¥l 370 34，5141 B ιlIPF[上 7手渡石判長背] 51.4 i 20.25 口口

861 M037 183 377 34，5351 B 21 PF[J二・腹背] 17.8 14.3 1.6 

日(j~ 品10;)'( ~~日 ;)'('( ;)4.b~~ 1 B l~ ド '(日 JU.~b ~.(j 

863 Iv1037 232 381 34.5391 B 21 F 14，9 13.45 2，3 

864 M037 233 378 34.5391 B 31 F 13，85 10，6 2.95 有り

865 Iv1037 235 377 34.541 B llF 8.4 21.2 2.3 

866 1¥1037 226 357 34.4631 B 21 F 12 11.3 3.7 

867 M037 307 356 34.4621 B 21 PF[下背!復] 10.25 18.1 2.7 

868 Iv1037 324 364 34.4711 B 1 i PFS[上背政下背腹] 37，6 18.4 5，75 有り

869 M037 272 324 34.4631 B 11FS 29.2 20，3 715 有り

870 M037 285 299 34.4311 B 121 PF[上腹背] 21.15 7.65 3.45 有り

871 M037 322 249 34.442 B PF[上)度予rJ 50.45 
19425 5 

4.6 

872 M037 378 243 34.4861 B 21 F 27，3 3.55 有り

873 M037 375 210 34.4351 B 31 F 13.65 9，3 1.75 有り

874 M037 51 305 34，5261 B 71 F 35.9 31.14 10.1 

875 M037 U亡5 314 34，5351 B llFS 12.7 18，65 6.75 

876 M037 75 301 34.4771 B 21 Co 35.95 57.1 25.2 

877 M037 95 298 34.4851 B 11 PFS -[上.背)民] 52，08 32.08 7.6 

878 M037 103 299 34，5041 B 71 PF[ト腹背] 5，35 22，05 4，95 

879 お1037 128 266 34.4911 B 11 PF[下:11¥rl'，rJ 24.75 25，95 6，6 

880 M037 159 378 34.4941 B 41 F 28.75 10.35 4.8 

881 iv1037 164 255 34.4931 H 111<'8 27.45 17.2 8.55 

882 ]¥.1037 157 252 34.4721 B 2IPF[ド背l反J 23.2 17，55 6.1 

883 M037 218 210 34.4491 B 91 F' 20.8 20.05 4.9 

884 M037 185 187 34.4781 B 121 F 18.6 7.2 2，55 

885 M037 148 157 34町4921B 13 PF[友一!こ:背腹] 60.1 23，7 7.8 



鴨子台遺跡

第16表第立群石器一貫表。)

番号 グリソド E→W S→N 標 I埼 プロ y ク 鰐体番号 器 穏 | 長さ 縞 厚さ 被熱

886 M037 163 159 34.4721 B lIPF[上腹背JRF 31.85 19.4 2.5 有り

887 M037 174 142 34ι4721 B 21 PF[下腹背〕 19 28.55 7.5 

889 MQ28 52 338 34.598 外 151 F 42.25 34.85 91 

899 か1038 328 120 34.4581 B 11 PFS[上背腹下背!反] 25.15 20 4.95 手まり

900 M038 290 66 34.467 日 2IPF[上背腹] 28.6 13.25 7.75 有り

901 M038 247 83 34.4511 B IlpF[上背腹] 15.35 8.35 2 

902 M038 228 60 34.4721 B 91 F 7.95 1115 3.05 

903 M037 139 355 34.3671 B llFS 62.25 42.2 15.9 

904 M038 223 87 34.51 B 11 F 211 38.5 5 

905 M038 198 34 34.431 B lIPF[上背媛] 14.85 10.1 1.85 
906 M038 163 79 34.5051 B 61 F 10.65 11.5 2.7 

907 M038 125 64 34.4591 B 31C 4.6 B 4.35 有り

908 M038 88 78 34.5211 B lIPF[上背複下腹背] 30.1 14.4 7.35 

909 M038 66 32 34.5411 B lIPF[と背綾右下:背腹] 31.55 10.8 11 有り

910 M038 28 54 34.4381 B 81FS 10.05 11.15 5.5 

911 M038 26 79 34.5131 B 141 Co 57.3 39.15 29.6 

912 M038 6 87 34.4721 B 21CF 21.6 27.65 5.4 
913 乱1038 26 103 34.4041 B 21 PF[下背腹] 24.4 22.4 5.7 有り

914 M038 20 123 34.4931 B lIPF[と背腹下背!箆〕 20.7 14.85 2.5 

915 M038 113 59 34.3191 B 21 F 10.6 11.85 2.55 

916 五1[038 95 124 34.5011 B llFS 9.25 17.75 4.55 有り

917 M038 105 142 34.491 B lIPF[下背!複] 22.7 ]3.05 2.55 有り

918 M038 127 128 34.4441 B 31 F 10.7 4.8 1.2 有り

919 M038 160 163 34.4291 B 31 F 36.85 ] 7.45 10.2 有り

920 M038 2 152 34.41 B 41 F 15.2 13.75 2.75 

922 M038 82 217 34.5111 B 2IPF[下背腹] 35.05 20.35 5.3 有り

923 M038 105 205 34.5321 B 181 Sp 15.55 116 5.75 

924 M038 80 265 34.521 B 2IPF[下腹背] 13.7 16.1 3.5 有り

925 M038 96 266 34.4721 B 31 F 114 9.4 1.05 有り

927 M038 39 280 34.4421 B 31 F 13.55 12 6.9 有り

928 M038 12 306 34.5671 B llPFS -[下背腹] 18.7 14.15 5有り

929 M038 160 336 34.51 B 11 FS 53.2 50.25 12.75 

930 M038 242 265 34.5441 B 121PF[下背腹] 112 16.35 1.55 有り

931 M038 369 361 34.3871 B 31 F 24.95 21.4 15.4 有り

932 M037 150 347 34.4631 B 2IPFS[下背綾] 36.15 30.75 10.05 

933 M037 160 361 34.4761 B 21K[先基欠] 27.2 15.5 2.5 

934 M037 162 372 34.4761 B lIPF[上智腹] 16.4 15.65 2.95 

935 M037 179 334 34.4511 B lIPF[上背腹] 36.9 31.65 6.8 

936 M037 185 355 34.4581 B 121 FS 17.75 11.35 2.25 有り

937 M037 194 362 34.4581 B 31F 22.3 14.2 8有り

938 M037 234 366 34.4511 B 11 FS - 39.35 12 7.4 
939 MP38 60 79 34.5481 B 31FS 29.3 33.5 5]有り

940 MP38 100 101 34.5691 B lIPF[上腹背下腹背] 20.5 ]4.95 3.75 

945 MM40 10 64 34.0621 ̂  171PF[下背腹] 12.1 11.9 14 

947 MM40 61 181 34.1311 ̂  121PFS -[上腹背] 40 23.1 6.75 

948 MM40 81 190 34.0831 A 121 C 9.2 6.25 1.1 
949 MM40 87 205 34.1381 A 41F 14.8 14.85 1.45 
950 MM40 54 219 34.0911 A 21 F 15.1 8 1.95 
951 MM40 27 243 34.091 A 171 FS 74.5 49.7 20.4 
952 MM40 49 234 34.0951 A 101 F 13.55 7.25 3.35 

953 MM40 74 23] 34.0621 A 121F 15.25 6.8 3.15 

954 MM40 138 220 34.1241 A 11 F 29.05 14.95 3 

955 MM40 180 149 34.0831 A 121 F 28.25 16.05 5.5 

956 MM40 364 158 34.0811 A 141F 34.15 25.25 4.55 

957 MM40 305 171 34.0491 A 121 PF[上背腹〕 32.7 19.3 3.75 有り

958 MM40 300 214 34.1011 A 121PF[上.腹背] 31 19.5 1.95 
959 MM40 175 241 34.1371 A 2IPF[上背!度] 21.65 45.9 12.15 有り

960 lvlM40 147 265 34.1381 A 121 PF[r.脊版下背桜〕 23.35 16.1 6.65 

961 MM40 10 275 34.1041 A 21F 12.95 16.25 5.4 
962 MM40 19 296 34.1111 A 21 F 11.3 8.65 2.5 

963 MM40 22 290 34.067 A 21 F 14.65 12.35 3 

964 MM40 30 284 34.0691 A 12 FS 30.75 15.7 3.1 

965 ル'lM40 1 251 34.1081 A 171 F 22.45 1405 3.3 

966 MM40 33 282 34.0761 A 17 PF[下背腹〕 11.65 16.75 2.75 

967 MM40 62 289 34.091 A PF[下背腹] 23 28 5.6 
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第 2章調査の記録

立 (8) 

答号グIJ"j ト E-令 W ~→Î'~ 祭出1 プロソク 鎧体番号 早旬早σ 主主 長さ 事語 厚さ 被熱

968 主'1M40 21 323 31.1381 171 PF[F背腹] 28.9 18.35 4.4 

9691 MM40 32 34.0831 A ヨド 19.9 7.95 5.65 

MM40 38 324 34.0691 j¥ 17! C 8.2 4.35 2.1 

M:v140 45 325 34.1181 IF 2:n 18.7 2.45 

972 MIVI40 47 310 34.054 1 A 51 c 6.1 8.3 0.95 

973 MM40 57 314 34.088 八 171 PFS[上背腹] 40.6 28.1 5.75 

974 M乱140 65 307 34.09511¥ 121 F 14.75 10.5 3.1 

975 27 246 34.0fi71 A 121 PF'S ' [-f腹背] 41.6 24.15 7.4 

9'16 64 319 34.097 八 21 上:腹背] 53品6 25.1 6.9 

977 MM40 72 316 34.12511¥ 121 PFL I、:背駁j 11.35 16.75 2.6 

978 Ml'v!10 日4 331 3'1.I09 1 A 21F 144 7.2 

979 MM40 70 330 34.051 A 21 F 46.4 13.05 4.5 

9i:lり MM40 ii d'IU u'l.luo I j.¥ i~ 13151 14を i

981 1¥'1M40 89 356 34.1391 91 C 5.25 7.15 2 

982 M恥140 76 351 34.051 A 21 F 16.6 14.4 4.75 

983 MM40 53 362 34.081 A 121 F 12.55 13.8 2.65 

984 MM40 48 355 34.0751 A 11 PF[_t背腹下。腹背] 19.3 15.85 4.65 

985 MM40 39 387 34.0761 A 2IPF[J'.背!復] 16.5 9 2.05 

9日日 MM40 64 399 34.0671 A 51 C 6.45 9.35 1.5 

988 MM41 46 60 A 30 C 7.9 9.65 2 

989 MM41 45 4 八 171 CoS 62.45 60.5 51.55 

990 MM41 5 51 34.1451 A 171 PF[上背l滋下腹背] 26.9 21.3 5.35 

991 MN40 286 397 34.111 A 121 F 12.35 4.35 1.4 

992 MN40 318 356 34.081 A 121 PFS[左下。背腹] 17 16.5 3.5 

993 MN40 362 346 34.1311 A 21 F 12.5 16.05 3.8 

994 ι1N40 380 316 34.1361 A 121PF[下背腹] 17.75 19.65 5.95 有り

995 ivlN40 382 316 34.1381 A 121 PFS[右上背!援] 14.1 11.9 3.6 

996 MN40 372 301 34.0691 A 21 C 3.2 6.2 1.15 

998 MN40 268 325 34.1081 A 101pF[右下腹背] 21.2 8.6 2.8 

999 MN40 267 338 34.091 A 91 PF[と背)度下背!段] 20.2 15.9 2.8 

1000 MN40 262 339 34.091 91 P1"[下背腹] 17.9 13.45 3.25 

1001 MN41 248 43 34.1041 A 51 CoS 82.25 45.05 22.95 

1002 品ilN41 270 71 34.1311 A 171 F 19.35 16.55 1.5 

1127 M038 385 52 34.391 B 11F 7 10.25 3.95 

1128 M038 359 99 34.387 I B 1IPF[下腹背] 32.95 5.1 1.4 有り

1129 M038 359 117 34.3821 B 121 C 9.9 9.9 9.95 

1130 M038 326 83 34.3841 B 141 PF[J二腹背] 10.6 7.1 2.7 

1111332 1 
M038 288 38 34.4491 B 21 F 2215 16.7 4.05 

M038 29'1 81 34.3611 B 121 F 7.25 12.45 2.95 

i 1133 1¥/10:30 212 li6 34Au21 B 3jPF[上背ij安] 一i・z内 11 14.4 2.65 有り

1134 M038 210 110 34.3811 B 31FS 19.05 9.25 14.05 手まり

1135 品iJ.Ui:l日 [79 43 i 34.373 i j当 ull' 12.45 6 3.2 有り

1136 M038 175 72 34.395113 11FS 43.05 31.5 12.35 

1137 M038 167 93 34.4091 B 31F 9.5 12.9 10.25 有り

1138 M038 159 72 34.402113 IpF[_t:!li:i:背] 18.2 30 5.45 有り

1139 M038 14:) 75 34.3651!き 11 PF[_t腹背] 28 18.6 3 

1140 M038 131 116 34.394113 21 F 20.1 6.2 1.65 手まり

1141 M038 116 124 34.377 iヨ 21Sp 21.7 965 2.15 予言り

1142 M038 136 35 34.361 お 21 F 44.1 27.8 9.95 有り

1143 M038 61 37 34.4031 B 21Pド[上腹背下腹背] 30.65 17 4.1 

1144 M038 60 49 34.4021 B 31 F 13.4 10.2 1.8 有り

1145 MP38 330 51 34.4431 B 81 PFL t、IcJ股J 12.05 15.05 5.25 

1146 321 52 34.5341 B 31 F 23.65 13.7 4.9 有り

1147 281 38 34.4581 B 21 F 45.1 72.7 13.8 

1148 乱1P38 130 111 34.54113 IIPF[下背腹] 26.05 19.85 8.1 

1150 ?ν1037 206 389 34.4781 21 F 23.25 17.45 4.7 

1151 M037 165 356 34.4521 B ~右p耳 d-[背と!皮:背下l度:腹]背]
14.6 16.85 2.75 

I 1152 M037 1R71 365 

制333出33同

B 16.6 18.05 1.85 

j 1531 M037 B 21 PF[i".:脊!皮下背i短] 36.6 14.1 7.9 

1154 M037 Iヨ 121 P1"[ド桜背] 19.75 11.35 31 有り

i 1155 ivi037 241 ! 356 
、

1 iPFLt:腹背下渡Tor]HF 。22.9 22.5 3.5 有り

1156 M037 1801 324 日 2 i PF[下腹背] 22.1 935 31 

1111557 8 
¥11037 19:31 314 B 11 F 19.05 11.8 1.6 

M037 2/15 i 322 
llB B 

2 F[T:!l!!ll庁]
15.35 11.35 3.9 

l159 M037 34.367 17.8 5.25 干寄り



鴨子台遺跡

第18表第五群右器一覧表 (9)

番号 グリット E→w S→ N 機前 プロック 僚体蓄号 お 援 士三さ 総 I f字さ j被言語i
1160 M037 264 323 34.3741 B 21 PFI下腹背] 15.75 18.:15 5.4 
1161 お1037 390 266 34.3951 B 21 G(l682茶) 20..1 11.75 有り
1162 1¥1037 373 321 34.3751 B 211" 25.6 5.9 
1163 M037 375 370 34.341 B tjl1" 17.6 2.95 
1164 乱1037 355 373 34.3681 B 111"8 42.9 7.2 有り
1165 1¥1037 324 297 34.3611 B 10lG 67.7 22.75 10.5 
1166 ι1037 263 281 34.4091 B 11 PF[下背腹] 40.45 26.95 2.95 
1167 1¥1037 265 34.3861 B 121 F 8.9 ! 13.61 2.4 
1168 1¥1037 260 3ヰ.4021B 3 ド 16.75 11.95 3.45 ちり
1169 M037 399 183 34.3651 B 111'1'[下背腹] 18.8 17.'15 4.8 有り
1170 ]'，，1037 313 152 3-1.1141 B 21 41.25 19.5 ! 5.451有り
1171 ι1037 197 246 34.3931 B 11 F8 27.6 24.15 8.2 
l1i2 ivf037 ]97 217 34.403 i B 1 i F~づ 2日日 6.7 
1173 M037 178 204 34.3881 B 121 F 11.65 8.7 2.9 
1174 M037 170 210 34.4361 B 41 P1"[上背j断 21.5 17.1 3.25 
1175 M037 176 236 34.4581 B 111" 11.8 10 1.25 
1176 M037 165 246 34.4581 B 11 G(796基部) 51.5 14.65 10.35 有り
1177 M037 183 259 34.4151 B 7IPF[下腹背] 25.5 31.55 8.95 
1178 M037 166 256 34.4091 B 41 F 21.2 12 27.5 
1179 M037 163 277 34.4481 B 2IPF[一上背腹下 腹背] 16.9 18.05 2有り
1180 M037 155 288 34.4251 B 21 F 8.6 15.9 2.8 
1181 M037 153 295 34.4651 B 21 F 14 14.5 3.7 
1182 M037 142 303 34.4241 B 21 F 7.45 14.6 L4 
1183 M037 154 335 34.4441 B 11F 16.35 13 4.6 
1184 ι1037 150 348 34.4161 B 221 F 79.15 36.2 6.65 
1185 M037 142 368 34.4361 B 1IPF[上腹背] 20.67 19.2 3 
1186 M037 140 367 34.4371 B 31 F 27.55 26.2 5.5 有り
1187 M037 142 356 34.4231 B 71 F 52.75 37.4 18.25 
1188 M037 133 397 34.491 B 1IPF[下背腹] 7.9 12.8 3.95 
1189 M037 119 374 34.4551 B 21RF 7.9 11.75 2.35 手ぎり
1190 M037 124 361 34.4841 B 211'F[下.背腹] 47.8 19.6 6.2 
1191 M037 124 320 34.4791B 21 G(821先端) 26.6 14.85 3.9 
1192 M037 33 395 34.4651 B 11F 14.35 7 3.7 
1193 M037 90 388 34.4441 B 21 F 20.45 10.75 6.55 
1194 M037 35 134 34.4591 B 61 PFS[上背腹下背腹] 28 41 10.45 手芸り
1195 M037 4 160 34.3891 B llpF[上腹背下腹背] 12.7 21 4 
1196 M037 113 185 34.4491 B 211干 8.3 11 

22.9 7 1197 M037 78 187 34.41 B 1IPF[下腹背] 13.25 9.85 
1198 M037 107 195 34.3951 B 2IPF[下背腹] 29.4 23.25 5 
1199 ユI037 90 202 i ::i4.::i75 i B 31 F 71 : 16.8 6.6 有り
1200 M037 123 232 34.4411 B 11C 8.95 6.75 3.4 
120i Ivi037 84 内2;、l6、 34.458 i H LOIG 64.55 27.8 9.35 
1203 M037 17 206 34.4311 B 41 F 21.4 12.2 3.05 
1205 M037 46 245 34.431 B 11 PF[上背Il昼下腹背] 31.5 12.:1日 4.25 
1206 M037 53 253 34.4791 B 121 PFS -Uて背腹] 48.4 29.4 9.55 有り
1207 M037 71 261 34.4651 B 31 F 7.45 10.6 2.8 有り
1208 M037 95 276 34.4721 B 11PFS -[下背腹] 42.1 31.1 11.8 
1209 M037 100 289 34.4081 B 1IPF[友上背j復] 15.9 26.75 5.1 
1210 M037 112 295 34.4221 B 41 PF[上背Il菱] 17.55 20.55 3.3 
1211 M037 121 307 34.4321 B 81 F 8.2 18.55 4.8 
1212 M037 136 330 34.4861 B 21 PFS[上背腹] 15.2 13.55 1.9 
1214 M037 126 347 34.431 B 51 F 11.4 8.7 2.75 
1215 M037 118 339 34.4311 B 11F 7.65 10.35 4.55 
1216 M037 105 347 34.4721 B 11 Sp 19.45 7.25 3.65 
1217 M037 70 314 34.'1081 B 11FS 21.25 12.7 2.6 
1218 M037 90 320 34.4231 B 1IPF[上背腹下背腹] 46.5 38.35 5.05 
1219 M037 81 335 34.4111ヨ 21 F 24.7 28.9 8 
1221 M037 14 265 34.431 B 4IPF[下背)j差] 9.85 16.4 3.21 
1222 M037 13 301 34.431 B 21 F 18.5 8.45 1.65 
1223 M037 。 333 34.4371 B 31 PF[J:腹背下期復] 15.3 16.9 1.85 

有手まりり1224 1¥.1037 10 316 34.4511 B 31 F 14.8 17.15 2.95 
1225 M037 38 313 34.4551 B 31 F 15.1 1.85 有り
1226 五11037 14 331 34.4481 B IF 
1227 MP37 388 359 34.4441 B 11F 23.1 有り
1228 M038 164 30 34.431 B 81F8 24.05 5.45 2 
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第 2青空 調査の記録

第 訂
以第 (10) 

委号|グリソド i →wI s→;す i 療 品 プロソク i@体番号 ~ 主主 ;長さ 編 淳さ 被熱

1229 ~1038 14 66 34.3541 B 21 F 11.9 7.65 2.9 

1230 M038 33 72 34.362 日 2 PF[I-.腹背 f腹背] 34.25 

1231 

M038 

390 

86 34.337 fき y 31.15 情6
1232 223 34.4221 B 31 F 12.4 15.55 2.25 有り

1233 IvlP38 33 34.4151 B llF 111 4.05 3 

157 i 271 I 34.3941 B 1IPF[下腹背] 13叶85 22 4.4 有り

1235 i M037 154 2971 34.3761臼 :11 F 21.35 17.15 5.81'1ミり

1236 ル1037 161 339 34.365 日 11 PF[下背腹] 23.65 11.1 2.75 

1237 M037 120 303 34.4161 B 21 F 19.1 18.85 3.45 

1122338 9 
M037 

141 328 

34.373 

日 21 PF[ι背)復 F腹背] 39.75 17.9 3.8 

145 350 Iき 211;、 12.6 11 4.6 

1240 M037 141 358 34.3721 B llF 14.05 10.95 3.1 

1241 ?ν1037 128 357 34.409 i B 2 i Co8 53.85 87.65 21.5 

1242 M037 141 つuワtつu 34.3681 B 21 FS 32.5 66.2 9.65 

1243 M037 102 341 34.3941 B 21 F 15.6 17.35 4.75 

1244 M037 93 272 34.3761 B llF 38.1 10.2 2.25 有り

1245 M037 182 170 34.3681 B 4IPFs[下腹背] 14.65 22.25 4.15 

1246 M037 153 95 34.3691 B 1IPF[下背腹] 13.8 12.4 3.7 

1247 M037 149 34.3331 B 21 PF[ヒ腹背1 25.45 18.6 4.1 手Zり
1248 ?ν[036 242 315 34.25 タト 19 9 FS 69 円:::; 32.1 

加[M40 38 107 341 A F 15.55 3.3 

MM40 24 163 34.048 八 51 PF[左背腹] 16.38 20.22 4.82 

1251 MM40 52 60 34.0621 A 91 F8 26.9 15 5.2 

1252 MM40 131 144 33.991 A 21 F 11.8 1205 1.15 

1255 ル1M40 96 210 34.041 A 1211"'8 21.9 22.1 4.4 有り

1256 MM40 67 197 34.076 A 121 F 27.6 24.25 3.1 

1257 Mι140 52 181 34.002 A 171 F 13.65 11.35 2.55 

1258 品1M40 43 230 34.067 A 171 FS 64.25 45.8 11.45 

1259 MM40 38 194 34.021 A 121 F 11.4 7.2 2 

1260 MM40 27 205 34.0481 A 301 F 17.2 9.35 4.75 

1261 MIvHO 26 216 34.034 A 301 F 17.5 11.75 3.8 

1262 MM40 14 210 34.0541 A 51 PF[上腹背] 28.65 13.6 3.2 

1263 MM40 41 274 34.0121 A 121 PF[J:背腹] 22.75 12.15 4.45 

1264 MM40 16 274 34.0321 A 21 C 6.75 5.9 1.4 

1265 MM40 11 270 34.0361 A 101 F 15.1 19.65 6 

1266 乱!lM40 39 324 34.0671 A 121PF[上背腹] 18.4 13 3.5 

1267 MM40 14 320 33.9551 A 171 FS 25.9 23.55 3.45 

1268 MM40 26 356 34.0061 A 121 F 9.25 12.05 4.15 

1269 MM40 22 392 33.9241 A 2IPF[上j腹背左下背腹] 29.4 27.2 4.2 

1270 MlVl4u 346 初日日目 A 41 C 日2 8.7 U.65 

1271 MN40 390 330 33.9411 A 1211'" 20.95 10.2 2.95 

1272 MN40 380 364 34.0411 A 121 PFS[上腹背] 31.25 26.85 5.75 イl122774 3 
MN40 

367 

260 34.0391 A 171 F 13.45 17.25 2.15 

MN40 224 34.0621 A 91 F 21.4 17.45 3.6 

1276 |日ivl辺r-.T汗μす十付44i5 一1・0ハハd 34.073 A 12 

日子
3321047124575 5 5 5 113}8与69 2 

52.8.2 5 
，J ~::Fl- 161 33.993 、 グ，;、

1278 MM41 18 18 34.0271 A 21 Co 29.8 

1279 6.6 Miv14] 23 23 34.1511 21 Sp 2.35 

1280 MM41 52 13 34.0021 A 171 FS 29.05 21.15 7.4 
128] MlVl41 57 13 34.0341 A ]21 FS 15.8 11.5 2.15 

1282 MM41 4 51 34.11ll A 21 F ] 7.6 9.6 1.75 有り

1283 MM40 10 267 33.9971 A 171PF[と背腹] 38.9 19.4 2.3 

1284 MM40 30 ]89 33.9791 A 101 PF[J::腹背下腹背] 14.7 101 4.05 

1285 MM40 64 198 34.0111 A 121PF[下背腹] 17.4 14.1 2.1 

1286 MM40 79 202 33.9851 51 F 12.45 14.4 3.15 

1287 MN40 200 210 34.1151 A 91 FS 70.1 58.2 18.35 

1288 ML40 310 150 34.1781 j¥ 231 FS 54.3 56 38 

1289 MK40 6 302 34.115 外 131FS 60.9 33.75 5.6 

1297 長1037 337 380 34.3071 B 21 F 5.4 10.95 1.45 

1298 M037 293 338 34.3251 B 31 C 6.25 8 0.7 有り

1¥'1037 295 298 34.3111 B 2 i C 5.55 8.9 3.5 

M037 182 329 34.341 B 11 F 30.65 1165 4有り

1301 ふ1037 177 274 3，1.3661 B 11F 17.05 945 2.8 

1302 M037 198 202 34.331 B 1 1 F、 15.35 12.45 2.1 

[30311¥11037 163 218 34.3671 B 121 F 7.25 11.9 2.95 

ハ叶
U



鴨 f台遺跡

立 (11) 

1番号 iグリソド j丘一少Wi → iす i 襟品 iアa 口ソク i短絡号 i 主主三 璽 ! 長さ i 主活 jア己 後熱i
1301 1¥1037 153 22，1 34.3481 B 11" 

:11β.85 
1101.2 5 12224 8 5 

有り

旦1U1口1m333回000凶06出1¥1予M仁レこ)37守7 7 7 7 7 7 

130 

日233673192 2 2 
333司

B 
33!PFト 背腺]

111引3329 ) 
iB ¥]，4 

臼 16.8 8叶日
34.36 21 F 

1921ig2R146 2 5 6 1 

21.25 4，15 
日4;，¥ 34.36'{ B 什:版背j 22 

52682395 5 5 1 
341 

333M444343335378813 5 2 4 1 
B H E 有有1I1Jりり58 299 

1312 
154fO0337 7 324 5 

d31g0m 5 8 1313 iヨ 11，5 
13Jt1 1¥1037 85 B 11 FS 1::l，15 
1315 M0:37 138 185 34，3191 B 21Sp 8，15 2.15 i有り
1317 ?ν1K43 163 34，27 タト 1511"F[と背腹] 43.8 2.95 3.1 

1¥1M10 151 33.9161 21 40.5 H5 :13 
M1¥140 75 190 33.9411 A 121 F 7，95 14，35 3.65 

1362 MM40 67 163 33，9571 A ド 17.2 11.8 1.2 
1363 1\1 ~ν'14 0 64 154 33.965 1 121 F 7.1 10.65 2 
1364 1¥1M40 54 137 33，9721 A IF 9.7 10.05 1，35 
1365 1¥1M40 24 129 33.991 A 91 F 47ι 40日 44 干ヨり
1366 主ilM40 9 139 33.9581 A 171 F 13，25 13.95 3.3 
1367 1¥11¥140 2 125 33，9761 A 171 PFS[下背腹] 21.6 23，75 6，5 
1369 MM40 231 391 33.9511 A 101 F 30.75 27，25 3 手まり
1372 MM40 134 177 33，9561 A 91 C 9.45 6，85 1.2 
1373 MN40 374 122 33，9851 A 121F 9，35 10.15 2，65 
1374 M037 399 306 34.2721 B 31 F 7.2 11.7 1.95 T寄り
1375 ι1037 380 326 34，2791 B 31 F 17 11.75 8.5 有り
1376 M037 299 364 34.2691 B 21 PF[下背!即 38.2 20.9 7.15 
1377 M037 310 352 34，2471 B IF 7.1 12，05 1.9 
1378 M037 325 332 34，251 B 81 PFS[下背!度] 29 18，55 3.3 
1379 ι1037 310 323 34，2771 B llF 8.2 15，25 2.5 
1380 IvI037 287 3u2 34，2821 B ニ・清11支] 14 12.6 4.5 有り=

1381 M037 304 282 34.2891 B 6，25 11，5 2.45 手まり
1382 M037 236 294 34.263 i B 2 i Fi:i 169 27 4.35 有り
1383 五11037 245 146 34，2841 B 41 F 24，25 15.25 3.05 
1384 M037 250 124 34，3121 B ll1"F[下背腹] 14.65 13.55 5，65 
1385 M037 265 211 34，2921 B 21 PF[右下腹背] 31.4 38，25 8.'15 手まり
1386 M037 212 247 34，2981 B 31 14.35 18，8 12，65 手まり
1387 M037 158 267 34.0291 B 2I1"F[;(:a:Jl主m 26.9 14.8 2.55 
1388 M037 180 316 34.2771 B 

FF F[下:背腹j

12.1 22.15 5 
1389 Mu37 186 ;i8U ::l4.::l:lo I B 22.1 I 19，7 2，35 

1IPF[右上部皮下剤国 10.1 
362635 5 百

1390 乱1037 166 354 34，033113 
1391 155 370 34，3041 B 2IPF[上背腹] 28.4 有り
1392 154 359 お 21 PF[ I~:背I段下背!反] 19.55 
1393 M037 146 332 B llF 19，1 6 4，15 

1i1uつ9n0u-に4 ム九v1Cノ、つUηI hlηリc 386ρI 
3dη4q五.3円40「4A 44 口i三

i4 彊左下必亙行守] 3初1一I一討出85一35 5 一

I :i.bb :14 
rvl037 ーAをo 36りそA 

19内-7qd 84 6 t l 7ゆ381ω 4 5 1396 M037 140 347 34.361 1 B 

1397 M037 1 Q0 319 

3羽34.3田5124 4 

B 

1398 M037 115 382 Iヨ 9.75 13，3 2，3 
1399 ふ1037 111 354 1411'1'[下腹背] 14.1 7.45 3，3 
1400 M037 120 346 34.3611 IpF[J二背!反) 15.55 16，35 
1401 M037 107 340 34.3621 B 21 F 37.4 16.1 4.05 
1402 M037 77 343 34，3611 B 21Sp 29 9 3.65 有り
1403 Mu37 87 305 34.344 β 141 F 22 13A5 3，85 
1104 主.1037 4 384 34，3661 B 21 G 54.75 15.4 6.6 

1 1405 品1037 13 387 34.3591 B 11 PF[下手?腹] 13.2 18.2 3，15 有り
1406 M037 34 377 34.3471 B IC 9，45 日目fii 1.55 
1407 M037 42 3291 iヨ 21 F 15.2 

12201-4 5 
2，65 干ヨり

1408 M037 304 !ろ slpFs[上背腹] 19.1 5.5 
1409 ]¥1037 35 259 0，U32 1 B I!PF[-'、背)皮] 27.35 17.5 5.45 
1410 M037 つυ 

202 34.3 3 

F 

24t344066 2 2 7 

17.45 8.4 有り
1411 M037 145 

:17 7 

2.5 有り
1412 ivIP37 38 、1 3寸I亡υ 34.361113 

I3643 9 1 
有り

1413 MK43 つω3ωつ 247 
3344ふ31i42 外外

F 
1414 MI15 111 365 21 PF [;(5-f:llii'flfJ 41.55 31，35 1ヨり
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第21表第立群石器一葦表 (12)

番 号 グ1)':'ド IF→W S→t 僚体番号4 器 種 長さ i 編 厚さ 被熱

1419 Ml30 138 160 33.894 外 FS 33.35 31 5.95 

1420 M037 330 382 34.2551 B 41 RF 10.1 9.85 2.8 

1421 M037 157 380 34.2841 B 11 FS' 19.5 11.25 5.75 

1422 M037 148 360 34.27611五 21 F 32.15 22 5 

1423 M037 158 349 34.264 B llF 23.2 8.1 1.6 

21 PF[仁腹背]1424 ?¥1037 139 376 34.2911 B 10.95 17.45 6.15 

1425 M037 122 36，1 3-1.3241 B llPFS -[上背腹j 16.65 15 6.55 

1426 iv!037 125 356 34，341 B 21 K[先基欠j 41.3 15，1 5.2 

1427 M037 134 349 34.3191 B 21 F 36.55 40.05 11.25 

1428 M037 130 342 34.291 1 B lIPF[左下背腹] 19.45 18.65 3.3 

1429 M037 135 339 34.3231 B llFS 26.95 18.4 3.45 

1430 お1037 143 333 34.321 B 21 F 41.8 9.6 2.2 

1431 M037 102 361 34.3051 B 1018p 16，75 6.95 3.05 

1432 M037 115 347 34.341 B 11 F 27.1 12.7 2.3 

1433 M037 123 333 34.2991 B lIPF[上背腹] 14，3 16.4 2.1 

1434 M037 119 323 34.3191 B 2IPF[上背腹下腹背] 40，35 117 6.6 

1435 M037 110 326 34.311 B 11 F 215 12.65 4.7 

1436 M037 75 327 34.3381 B lIPF[上:背複] 16，85 8，7 1.5 

1437 M037 106 299 34.2971 B 121PF[下背腹] 15.85 9 3.1 

1438 ι1037 70 294 34.331 B 11 Es 53.15 25.1 7.95 

1439 M037 113 377 34.2891 B 71 F 19，5 30.15 6.1 

1440 M037 338 357 34.241 B 11 F 11.35 19.6 2.4 

1441 M037 352 339 34.2431 B 41 F 6，85 14.15 0.95 

1442 M037 249 365 34.2351 B 11 PF[下背腹] 40.8 18.8 4.05 

1443 M037 220 374 34.2631 B 21 C 9.4 8.4 1.7 

1444 M037 172 390 34.3261 B llF 16.1 15.4 2.7 

1445 M037 152 348 34，2581 B 21 PFS[下腹背] 25.05 219 6 

1446 M037 145 332 34.2841 B 11 F 9.15 11.3 2.5 

1447 M037 140 385 34.2771 B 21 F 19，5 13，7 2.3 

1448 M037 127 378 34.2841 B 11 F 14.45 9.8 13 

1449 M037 125 369 34.3031 B 21 F 38.1 13.55 5.75 

1450 M037 131 357 34，2821 B 2IPF[上背腹下腹背] 12.75 12 1.6 

1451 M037 122 355 34.31 B 21 PFS[下:脊腹] 47，6 23.35 18.15 

1452 M037 123 346 34.2851 B lIPF[ヒ背腹下腹背] 33.45 14 4，5 

1453 M037 115 361 34.2911 B 21 PF[上背腹] 30.7 161 2.35 

1454 M037 105 355 34.3041 B 21 C 9.65 8 1.45 

1455 M037 71 358 34，3321 B 11 FS 10.05 13 5.75 

1456 M037 71 344 34.3191 B 21 PF[上背)釦 27.1 27.8 1.75 有り

1457 M037 56 323 34，3191 B 31 F 20，95 20.65 3.2 有り

1458 M037 326 324 31.2311 B 9ωF 15.8 10.05 17 

1459 MP37 394 339 34.3211 B 141 F 19.9 9 2.4 

1460 MP37 370 384 34，341 B 31 F 15.25 12.7 7.9 有り

1461 MP37 339 383 34.341 B 31 F 12.7 10.85 6.4 有り

1462 M037 152 390 34，2751 B 2 i FS 318 31.2 7，3 

1463 恥!037 160 ilS日 :i4ヨ7日 目 1! pp[上・背腹] 2日日目 21.8日 日日日

nu
一ハ
U

A
一

s
q

M
一

M

M
一

M
M

A
仏

τ
一
民

υ

一戸一

h
u
一

ρ
h
U

H
円

一

日

凶

お 1741 3苅計A

7511561 33.915IA 

2i円〔下腹背〕

41 F 
l一一一背 ~~'~~ I . :5~~ I 

何
回

1466 i IvIIvI4u 口U lbiJ ー訪日HiiA 5ipF[下手守腹] 19.15 18.95 6日b

1467 札IM40 83 170 33.931 A 5IPF[右上 l箆脊] 42 19.55 4.59 

1468 MM40 94 172 33.9161 A 21 PF[J:背腹下腹背] 22.6 7 2.7 

1469 MM40 120 174 33.931 A 51 Co 54.94 52.3 43.38 

1470 iv~nv140 140 180 33.9371 A 21 F 36.7υ z 21.65 9，25 

1471 MM40 169 151 33.9371 A 121 F 12 4.6 1.25 

1473 MM40 49 75 34.0181 A 21 P 12.6 5.05 155 

1474 MM40 113 125 33.9581 A 171 PS 10 14.65 4.9 

1476 MM40 158 120 33.9721 A 51F 18.15 5.95 3.95 

1477 MM40 285 107 33.8961 A llF 16.4 8.2 4.4 

1479 M037 332 243 34.2561 B l1PPs-n'背腹] 18.9 25 4.9 

1480 M037 330 283 34.2511 B 2IPF[上背腹下背l度] 20.9 8.65 2.2 

1481 M037 288 264 34.2361 B llF 615 11.7 1.7 有り

1482 M037 217 272 34.2211 B lIPFS' [上.背腹] 33.5 13.55 4.85 

1483 M037 195 2，17 31.251 B lIPFS[左下背l復] 26.1 17.5 6.95 

1484 ル1037 187 210 34.2421 B 31 F 17.8 13.45 7.2 手まり

1485 M037 168 254 34.2361 B lIPFS[上背腹下背腹] 17.6 16.55 4.25 

I 1486 M037 190 370 34.2431 B 11 FS 47.45 36.85 9.7 

Q
d
 



轄下台遺跡

番号 グリ y ト E→W S→?す 襟 I苅 ブロ y ク 信体番号 i 器 喜E 主主さ 経 i I手さ !被熱

1487 M037 168 354 34.2611 B 31 F 24.85 10.1 5.5 有り

1488 M037 373 日
2 1 

PFSョ〔ギ1上:背n友克下1腹背] 26.35 29.35 5 

1489 M037 148 358 日 y 15.1 5.55 1.75 

1490 M037 141 312 34.2441 B 21 C 7A 6.1 '1.1 
1491 五;1037 132 324 34.2581 B 21 下腹背j 12.'1 17.7 4.8 

51.7 1 41.6 2 1492 M037 139 342 34.2361 B 21 F 54.5 

1493 M037 130 343 34.2731 B 2じ 5.55 8.4 

1494 トν'1037 127 340 34.2761 B 141 PF[上腹背] 11.15 6.6 17 

1495 M037 125 359 34.251 B 21 PF[上背!復] 28.85 17.5 2.35 

円49干
M037 119 357 34.2541 B 21 F 15.8 11 1.85 

M037 112 346 11 下腹背] 211 4.3 

1498 M037 115 365 34.2481 B 101 Sp 116 5.2 1.3 

1499 M037 116 372 34.2911 B 31 F 10.4 7.65 0.65 有り

1500 ふ1037 121 382 34.256β 21 F 8.5 11.5 5.25 

1501 M037 120 386 34.2691 B 21 F 115 11.5 2.9 

1502 M037 116 393 34.2761 B 211く[装部] 6.35 8.1 2.1 

1503 M037 99 372 34.2781 B 141 F 14.3 16.6 2.65 

1504 M037 102 300 34.271 B 21 C 8.7 5.75 2 

1505 M037 47 312 34.2821 B lIPF[下腹背] 6.9 15.8 515 

1506 M037 6 350 34.3051 B 31 FS 15.8 10.9 9.45 有り

1507 恥1037 53 224 34.2781 B 51 F 13.3 9.95 3.2 

1508 ゐ1037 l11 249 34.251 B 41 F 15.2 10.5 2.85 

1509 M038 369 53 34.221 B 11 F 116 1115 4.3 

1510 加1038 130 84 34.2471 B 21 F 16.45 17.05 21 

1511 MP38 389 113 34.3511 B 121 F lL85 10.2 3.7 

1512 MP38 388 105 34.3471 B 21 15.6 13.3 1.55 

1513 MP38 363 78 34.3511 B 21 F 62.7 36.15 12.15 

1514 MP38 358 171 34.3881 B 121 F 10.55 14 3.05 

1515 MP38 356 224 34.4291 B 121 F 16.7 6.3 1.55 

1516 M037 188 391 34.2311 B 2IPF[上腹背] 21 55.23 9.15 

1517 M037 163 371 34.227β ll1OF[上背!段下腹背] 15.25 13J 1.5 

1518 M037 120 382 34.2541 B 21 F 6.6 10.9 2 

1519 M037 117 359 34.2371 B 11 F 6 12.8 2.2 

1520 M037 131 344 34.2221 B llF 13.75 4.35 1.3 

1521 乱1037 128 333 34.254β 21 F 12.95 4.4 0.8 

1522 M037 106 311 34.2481 B 31 C 9.6 8.95 1有り

1524 M037 98 397 34.3541 B lIPF[J二期段下.背腹] 33.75 21.45 1.7 

1525 M037 95 365 34.2471 B 21 F 6.9 11.95 2 

1526 MN40 375 317 33.9281 A 21 F 10.1 11 2.25 

1527 MM40 lu3 2uu 33.895 i l¥ i2ip1"[J二腹背「腹背] 8.5 27 j 2.5 

1528 MM40 137 169 33.9011 A 21 Es 85.8 19.9 8.6 

1529 MP38 370 49 34.29911ヨ 21 CF' [PFT:lm'¥k'i'J 45.6 11.2 8.25 

1530 M037 114 367 34.2281 B lIPF[下背!段・腹背] 12.05 7.9 1.9 

1531 M037 111 356 34.2271 B 21 F 6.35 17 5.6 

1532 η ~vl03 η t 一151 3G2 3斗A の21υdI n 
2lPFS FSF [下.腹背]

唱10の.ηt 唱iの".'"の 。L..ηt 

1534 1よ九vlCハJつdη t 1 η74 生 396 34.332! B 26のL 21.95 !.1-

1535 MM40 99 86 33.8951 A 121 FS 30.7 18.4 4 

1536 MM40 120 110 I 33.9161 A 51 F 11.35 10.45 1.8 

1537 MM40 154 141 33.8881 A 51 F 27.01 30.68 5.98 

1538 MM40 121 160 33.8891 A 121 F 14.45 6.25 1.6 

1539 MN40 396 303 33.9181 A 21 F 13.15 14.95 2.95 

1546 品1037 185 386 34.2011 B 211OFs[下都民] 16.45 29.6 6 

1547 M037 145 385 34.1981 B 2IPF[下腹背] 12.65 14.4 3.05 

1548 M037 154 360 34.2071 B 141 F 27.2 13.25 3.65 

1549 M037 162 327 34.2011 B ll1OFS[上背腹] 36.2 4195 7.05 

1550 孔1037 153 327 34.2011 B 21 HF 54.65 15.6 4.15 

1551 ?ν1037 147 334 34.2151 B 11101"[上手lfllJlJ 39.15 12 19 

1552 M037 128 3:16 llF 13.3 13.2 2.7 
ト一一

1553 128 352 Bヨ 21 F 30.7 16.5 3.2 

1554 140 360 34.2011 B 2IPF[上腹背] 212 4.7 2.6 

1555 M037 117 380 34.198! B 11 PF[I::背!配 22.3 8.4 3.15 

1556 M037 119 368 34.2221 B lIPF[_U支背] 日75 20 3.6 

1557 M037 115 364 34.2241 B 21 F 6.2 135 

1558 M037 106 382 3，1.2091 B 21 G ，13 12.7 3.75 

1559 M037 110 321 31.1931 B 21 F 15.6 8.7 1.5 有り
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第23表 第E (14) 

番 号 グリッド E→ W S→ N 標高 ブロック

団~体番l引引n 務 積

長さ 騒 厚手三 被熱

1560 M037 60 328 34.213 B pドFS -[上背腹] 12.85 23.5 3.6 

1561 M037 30 329 B 16.6 4.05 1.95 

1562 M037 9 310 8 17.05 8.8 2.6 

1563 MP37 391 278 34.2681 B 21 t'ドU::綾子'fJ 24.65 18.7 5.35 有り

1564 1¥1037 190 358 34.1911 B 101 Sp 25.95 7.95 3.5 

1565 ふ1037 206 373 34.1971 B 11"PF[上背政.下ー腹背J" 29.15 14.15 つ.J.，_つJリに

1566 加'1037 293 177 34.2661 B 21 F 18.8 10.4 5 

1567 1¥1037 115 376 34.221113 11 Sp 12.35 7.4 1.6 

1568 五，1037 120 370 34.203113 21 F 4.9 13.95 4.2 

1569 M037 50 200 34.2481 B 81 PF[ 1:腹背] 10.65 20.4 2.95 

1570 MM40 10 389 34.479 A 21 PFS[上腹背] 30.9 19.3 4.4有り

1571 乱1M40 12 399 34.483 A 21 F 11.9 5.55 2.15 

1572 M1vl40 14 395 34.483 A 51 CoS 41.72 28.56 10.18 

1573 M037 210 384 34.1711 B 121 PF[上.背!皮下腹背] 21.35 9.8 2.85 

1574 1vl037 182 390 34.192113 11FS 9.9 18.55 4.35 

1575 1vl037 155 362 34.1871 B 11FS 9.6 18 3 

1576 1vl037 143 351 34.187113 1IPF[右 F背l復] 13.3 9.95 2.35 

1577 M037 129 348 34.1911 B 21 F 9.15 10.7 0.9 

1578 恥1P38 327 28 34.297 fヨ 下下背背!腹日誌]] 
30.5 28.65 8.5 

1579 ι1038 114 190 34.33 B 12 15.4 21.85 3.3 干寄り

1581 M038 278 374 34.3121 B 11FS 44 39.9 10.1 

1582 ι1M40 9 400 34.16 A 101pF[上背!段下腹背] 17.5 10.05 2.8 

1583 M037 345 298 34.2271 B 21 PF[下背腹] 25.55 20 2.45 

1584 乱4お140 13 398 34.111 A 101pF[下背腹] 23.'15 11.25 2.55 

1587 M037 77 396 34.451113 31 F 14.8 14.2 6.6 有り

1588 M037 154 393 34.298113 1IPF[上背腹下腹背] 32.4 15.9 4.2 

1589 MP37 300 372 34.311113 21 F 25.05 17.75 4.7 

1590 札1037 196 395 34.231 B 11F 13.45 11.8 0.9 

1591 M037 131 393 34.0321 B 21 F 19.05 14.1 115 

1592 札1037 352 396 34.3121 B 131 F 16.45 20.65 4.75 

1604 1¥1P37 299 392 3<1.311B 2IPF[下背腹] 16.6 19 3.15 

1605 M037 150 338 34.1671 B 121 FS 21.65 17.65 3.7 

1606 M037 142 360 34.1681 B 21 C 9 6.35 1.9 

1607 M037 138 349 34.1661 B 21 F 16.6 18.6 3.7 

1608 M037 133 350 34.1671 B 71F 16.85 20.05 5.45 

1609 M037 131 341 34.1591 B 121 F 14.55 9.55 2.3 

1610 M037 110 358 34.17318 31 F 14.6 10.9 6.6 有り

1611 M038 220 23 34.6811 B 1IPF[下背腹〕 26.1 17.9 5.1 

1612 1vl038 185 13 34.6731 B 11FS 29 29.85 8 

1613 M038 314 5 34.553 i B 9 上j 38.4 24.1 7.95 

1614 M038 300 13 34.5121 B 41CF 27.45 20.65 7.3 

1615 乱1038 247 19 34.5191 B 1IPFS[上背腹] 25.35 18.85 7.65 

1616 M038 214 5 34.551 B 11 PFS[上腹背] 35.15 

31878t8 9 5 1 486224 7 5 1 
1617 乱1038 198 8 34.611 B 11F 13.9 

16181 rvl038 。ωに l 34.5Q I D 21 PF[下背!民]
1210.9.9 5 

1619! IYf038 18!1 つ~"つ 34，591 B 31F |有り

1620 M038 150 25 34.5621 B 1IPFs[上腹背下:腹背] 20.6 21.4 4.3 

1621 M038 106 10 34.5351 B 8IPF[よ.腹背] 23.95 21.45 2.65 

1622 乱1038 47 7 34.6921 B 8IPFs[上腹背] 8.85 17.1 4.2 

1623 M038 58 13 34.5551 B 21 F 24.35 20 6.4 有り

1624 M038 69 。34.512 日 2IPF[左，背i民] 28.7 21.75 8.6 

1625 M038 106 7 04.4日4113 ~iPF[上腹背] 10.1 15.8 iJ.un 

1626 MP38 334 16 34.431 B 11 PF[上腹背下背腹] 12.1 12.2 17 

1627 MP38 282 29 34.431 B 11FS 75 61.25 15.2 

1628 加IP38 256 5 34.4451 B 141 F 30.9 21.35 4 

1629 M037 137 348 34.1611 B 11F 12.15 15.5 3.15 

1630 M037 [34 397 

B 

21 PFS[上町民左下背l関 34.1 32.3 4.7 

1631 M037 62 398 21 F 15.1 16.1 2.6 

1632 M038 238 7 34.3951 B 11F 13.9 13.55 4.6 

1633 M038 193 6 34.581 1 B 21 F 11.2 16.25 1.25 

1634 1¥'1038 112 9 34.4321 B 21 PF[J:背!配 20.15 21.9 2.35 

1635 1v1038 72 ワωμワ 34.4651 B 31 F 17.4 17 8.2 有り

1637 M038 44 6 34.5831 B 31 F 19.45 12.35 4.5 有り

1638 M038 68 26 34.431 B 41 C 9.7 7.6 17 

1639 M038 133 24 34.421113 31 F 10.5 9.45 2.45 有り
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鴨子台遺跡

(15) 

主寄せ iグリット !E→W S-'N 主在亜日 f古~ I ザJ 門U 思体番号 器 種 長さ 編 l手さ
1640 

1641 

1642 

1643 

1644 

1645 

1646 

1647 

1648 

1650 

1651 

1652 

1653 

1654 

1655 

1656 

1669 

1670 

1671 

1674 

1675 

1676 

1677 

1678 

1679 

1680 

1681 

1682 

1683 

1684 

1685 

1693 

1694 

1719 

1720 

1721 

1723 

1724 

] 725 

1726 

1727 

1746 

1747 

J 748 

17fi4 

17日7

1759 

i82i 

1850 

1851 

1852 

唱1853

1854 

1855 

1856 

1857 

M037 136 314 34.1261 B l!PFS -[土手守腹] 28.9 28.05 8.65 
MM40 46 107 33.896 1'1. 121 PFS[上背腹] 22 15.4 28 
MM40 42 122 33.889 A 21 F 21.85 11.5 2.45 
1¥-11"37 397 395 34.5081 B 1!1"F[下背腹] 69.7 19.9 5 
M037 87 311 34.1371 B 121 F' 5.95 13.05 3.8 
M037 137 333 34.1041 B 14!PF[上綾背] 12.3 8.65 2.4 
1¥1037 210 398 34.4021 B 141 F 26.1 14 2.8 
M037 190 397 34.5051 B ~ICF 45.1 9.9 7.2 
1¥1037 95 298 34.121 B 61 F 27.6 17.45 4.15 
M038 130 21 34.3541 B 11F 16.4 9.5 1.25 
主11038 134 10 34.471 B 1! PFS[上腹背] 66.3 26.75 111 
M038 官5 12 34.3311 B 121 FS 30.5 16.35 5.5 
M038 85 4 34.3491 B 21 F 14.2 8.35 4 
M038 75 。 34.3381 B 31 C 8.6 7.5 1.3 
M038 。 34.341 B 31 F 10.5 5.2 3.85 
M038 193 。 34.4011 B 1IPF[上!腹背下腹背] 11.95 13.4 L9 
MQ37 284 385 34.7151 B 31 FS 26.1 49.65 30.25 
MQ38 295 86 34.6941 B 31 FS 42.7 63.6 34.25 
I¥1Q38 286 123 34.664 B 31 FS 25.9 42 22.15 
MN40 371 311 33.92411'1. 2!Sp 20.25 9.65 3.35 
MP38 323 25 34.3751 B 1IPF[上背線下背腹] 51.6 21.2 5.8 
MP38 370 25 34.2821 B 31 F 17.4 22.15 2.9 
M038 80 。 34.2661 B 2IPF[下-背腹] 15.05 11.25 L95 
品1[038 93 8 34.2631 B 1!PF[下背腹] 10.15 1L45 7.25 
M038 120 13 34.2761 B 11F 10.75 6 
M038 131 4 34.3191 B 21 F 22 4.6 5.5 
M038 128 18 34.2641 B 21G 41.2 29.05 6.85 
1¥1038 131 24 34.2291 B 2IG(l161) 11.45 12.95 4.5 
M038 168 3 34.2611 B 11 FS 49 28.65 12.4 
1¥1038 166 24 34.193β 11Sp 22.6 7.55 1.65 
.M038 234 16 34.2161 B 21 F 1145 9 4.3 
.M037 111 399 34.0751 B 31 C 8.3 4.4 2.15 
MP38 235 17 34.3551 B 8! PF[上腹背] 27.55 18.4 4.15 
.MM40 107 ]68 33.83111'1. 121 F 20 13.7 3 
MM40 138 162 33.72911'1. 121 FS 54.06 41.95 12.07 
.MM40 160 172 33.82611'1. 171PF[J二腹背] 25.8 22.7 3.15 
品1M40 134 149 33.80511'1. 21 F 19.1 22.25 4 
.M.M40 90 186 33.84711'1. 121 C 3.8 7.15 1.25 
MN40 387 298 33.91511'1. ]21 F 11.15 16.3 5.5 
l'¥.1l'v140 94 103 33.85411~ 121 F 25.45 ZU.nn 6.35 
MlV140 90 127 33.8]111'1. ]2!PF[上背!度] 32.65 9.4 2.35 
MM40 111 95 33.80711'1. 301 F 16.1 10.3 5.8 
MM40 56 85 33.8411'1. 21 C 7.75 6.85 2.6 
主1lV135 380 249 34.198 外 61K 66.8 19.65 7.65 
MM40 111 

21849 1 3334.28515 1 
D 

14 7 FF S 
5.4 2 MP26 ').Ilh 

MP26 333 211 34.1731 D 41FS 23.8 27.9 7.9 
品1019 260 92 34.104外 41FS 37.95 45.7 11.3 
MM40 97 132 33.75611'1. 21C 6.6 8.6 1.4 
M恥140 55 105 33.69411'1. 171PF[上腹背] 52.35 32.5 15.6 
MM40 98 123 33.7991 171 F 19.55 20.5 5.35 
ivlM40 48 llu 33.78611'1. 10lPFL上背j皮下腹背] 14.65 18 2.65 
MM40 99 119 33.62311'1. 121C 5.45 8.4 2.65 
MM40 108 105 33.69411'1. 9!PF[下.腹背] 24.15 31.7 7.75 
MM40 70 1 ]8 33.65711'1. 21 F 35.75 7.5 3.5 
MM40 68 104 33.58211'1. 5IPF[上背!皮下腹背] 11 16.05 2.35 

器撞凡例
K:ナイフ IBE器 G:臨器 Es:掻器 Sc消IJ器 D:錐器 Sp:詩Ij片
Co:石核 RF:二次加工ある剥片 F:恭11片 CF:稜付朝j片 C:チップ

※ FおよびCoの前におかれた Pは折断を示す。毒剤i片の折断位置について、折断閣の角度(左回り)
が奈11離軸に対して45~ 1350

の範間にある場合は、[上]あるいは[下J..，45 0 未満の場合 l士、[左下]
あるいは[右上]、 135

0
を越える場合は、[主上]あるいは[右下]と表記する。折断方向について

は背面から腹面にカを加えたものを[背躍し腹商から背面へのものを[腹背]と表記する。
※ Fおよび Coの後におかれたS 及びS' はi渓皮面の残存を示し、 Sは50%以下、 S'は50%を越え

る面積割合で残ることを示す。
援( )内の番号は接合して完形となる石器の他方の造物番号。

被熱

有り

有り

有り

有り

有り

有り

有り

有り

有り

有り

有り

有り

有り

有り

有り

有り



第 2章謂査の記銭

2節 と遺物

( 1 )竪穴住居跡

8152 (第141図、図版 8)

M瓦 @MG56c 57グワッドに位置するO 亘層下位で焼ょを確認したため、ベルトをト字に設

定し、悪a層上国まで掘り下げた段階で、撞かに掘り込みを検出した。後述するように掘り込

み内に確実な;炉を検出することはできなかったが、その平面形と柱穴等の検出から、ここでは

竪穴住居跡と判断した。

平面形は北西-南東長2.3m、北東…南西i福2.0mの不整方形をなす。ベルト土層断面の観察で

は、掘り込みも焼土と同様に E層下位から認められ、援は比較的急に立ち上がるO 焼土確認面

から床面までの深さは36cm前後である。床面は不整で、明瞭な平壌面をなさなし'0後述するよ

ε 
口コ

UF3 3 

:c〆ノ

u¥ _-1¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ 
\く ~I

ム H:35.8 m 8 

~、っ _r今、\ 丁一一一一~
l 10 ''{ 黒褐色土

2 7.5Y 培褐色焼土

3 10Y R%  黒褐色土

4 10Y R %  暗褐色土

5 10Y R %  暗褐色土

」三_H:35.6 m 子 6 lOY R%  時掲色土

7 lOYR九 褐色土

8 10Y R %  貰褐色土

9 10Y R%  暗褐色土

10 7‘5Y 褐色土

11 10Y R 日討を1色士

_g_ H :35.6 m H 

51 
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鴇子台遺跡

つlこ
、

，r
¥
 

強《
M

れソ土品il) 

J... 
丸岡両 との明瞭なしまりの相違は認識できなかっ

fこO

は6J習に分かれる。 1層は現状でレンズ状堆積を呈するクロポク土で、しまり

は弱く、理大の大半が埋没した後の周貯iからの流入土とみられる。 2 層は塊状の1J~上で、

に風化している。下位層との境界は凹凸が著しく、この位置で焼土が形成されたものとは想定

できない。 3層は焼土境と亜bJ富の塊を斑状に含み、 4J語も護b層の塊を斑状に包含する。こ

れらの 2，.....4層はその土性から人為的な埋め戻し士と推定され、いずれもよくしまっている。

5層は住居廃絶当初に周囲から壁際に流入した堆積とみられる。 6層は盟b謄の粒子を包含し、

後述する床面の摺り込み覆土の 7層に類似するO

竪穴床面中央やや南東寄りには一辺60x (50) cm、深さ 12cmの不整方形の掘り込みがあるO

その覆十は 2J畜に分かれる (7D 8層)0 7層は掘り込み上面を覆う層で、比較的よくしまるO

8層はやや黒みをおびた盤b層を主体とするO 両層には現状で焼土粒 e 炭化物は確認できず、

明瞭な焼土面も認定することはできなかった。ただし、今村啓爾は縄文時代早期の竪穴住居跡

の床面に存在する方形を基調とする掘り込みを、掘り込み内に灰を入れて使用した灰床炉と想

しているO 炉内の灰や焼土は堆積環境によっては消失するとしており、さらに、掘り込みに

はヰ;枠がより上方ま
(;n: 1) 

されていたことを示す堆積例が存在することを指摘してがるO 本選

跡例においても、掘り込み上方に堆積する 6J曹は掘り込み(灰床炉)に据えられた木枠内に堆

積していた層に相当する可能性があろう。本例の掘り込みについては、このように今村のいう

灰床炉の可能性が認められるが、発掘時の所見からは断定することはできない。

は竪穴の北西@南西@南東i鴇で各 l基づ、つ、計3基確認した。北東南にも存在したかは

床面精査以前に床面確認のためのサブトレンチを既に掘り一下げていたため不明である。ただい

サブトレンチの幅からは、北東隅に径20cm以上の柱穴が存在したとは想定できない。柱穴の平

面1ちは径26cm前後の円もしくは楕円形で、 らの深さは 7~10cm前後と浅し、 o は竪穴

覆土の 4層と類似し、比較的よくしまっているO 竪穴内にはこの他の壁柱穴、 は確認さ

れなかった。

本竪穴からの出土遺物はなしさらに、周辺にも本遺構と関連するとみられる出土遺物は認

められないことから、その時期は特定し難l)。あえてその時期を推定すれば、不整ではあるが、

方形平田をなし、床面中央付近に灰床炉の可能性がある方形の掘り込みが存在することなどの

形態@構造の特徴と、地点は大きく離れるものの本遺跡からは縄文時代早期中葉の貝殻沈線文

が検出されていることから、ここでは一応、縄文時代甲期中葉前後

する可能性を想定して山 o [祭]
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第 2章調査の記録

( 2 ) 

SR04 (第142図、図版 8)

MM16グリ yドに位置する。 II属中で口縁部を欠く埋設土器を確認したが、確認面の上{I[か

らは埋設 i二器の仁i縁部破片を採集していることから、本来の遺構設置面はより上位にあり、

器は完形で埋設されていたものと堆定される。篠認、酉での土器埋設のための掘り込みは、推定

で長窪30crn、短径22crn前後の楕円形平面をなし、現状の確認面からの深さは19crn前後で、あるG

土器はI:E位に据えられており、土器底面は掘り込み底面からおよそ 7crn上位に位置している O

土層断面をみると、 1属が埋設土器内の覆土、 2層が土器埋設のための裏込め土であるo 1 .. 

2層とも少量の炭化物を包含し、さらに 2層中には焼土粒子を含むが、他に顕著な包含物は認

められない。

埋設土器は推定高約18crn、服部最大径13.5crnを測る深鉢であるO 日縁部は微かに外反し、口

縁部内面は肥厚している。緩やかな波状口縁を呈する可能性があるが、口縁部は小破片が残存

するのみのため、確実ではない。胸部は僅かに膨らみ、若干中央部がくぽむ平底につながって

いる。外面にはLR縄文が口縁部には横位に、頚部以下には縦位に回転施文されるO さらに口

縁から 2条 l単位の結節回転文が 5単位垂下されている。底面@内面の調整はナデであるO 焼

成は中程度で、胎土中には長石@石英粒等が存在する。
(設 3) 

本土器は縄文時代中期前葉大木 7b式に属するo [楽]

SR69 (第142図、図版 8)

MC39グリッドの IIb層中で確認した。上半部は既に削平され、埋設土器はその底部部分の

みの検出である。現状での土器埋設のための掘り込みは、推定で、径27cm前後の不整円形平面を

呈するO 確認面からの深さは16crn前後で、ある。土器は正位に埋設された深鉢で、その底面は掘

り込み底面から約10crn上位に位霞しているO

ると、 1震は土器内の覆土、 2層は土器;埋設時の裏込め土である。 2

干の炭化物が包含される以外に、南}麗には顕著な'包含物は認められない。

埋設土器は底径10crnの深鉢で、底部のみの検出である。底部側面には LR縄文が横位回転施

文され、さらに部分的にその上位にRL縄文が横位回転施文されるが、整然、とした羽状縄文を

呈さなし 1。底面および内面の調整はナデである。焼成は中程度で、 H台土中には石英@

比較的顕著で、繊維は含まない。

は縄文時代中期円筒上層式に属するとみられるが、より詳細な時期は不明。[栄]

( 3 ) 臨穴

SKT36 (第143図、図版 9、図版10)
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第 2章調査む記銭

本選携は調査区南東側MT22、NA22グリッド し、 IJ畜除去後に検出したものである。

本遺構およびSKT42の位置周辺は、耕作によってかなり平坦に整地されているものの、東から

西へ緩やかに傾斜する地形にあり、耕作の深度は東側で基盤窟(理窟)にまで及んでいる。し

かし、本違構の検出地点では基盤層上に暗~黒褐色を呈する E層(調査区の東側では豆

IIb層の細別は不明瞭である)が僅かながら残っており、 SKT36、SKT42ともその上面で確認

している。両遺構とも構築面はこの豆属の t面であろう。

関口部平面形は長さ3.3m、幅0.5mの溝状を呈する。その長軸方向は西北同一東南東にあり、

亜層上面の等高線にほぼ直交するO 確認面から誌面までの深さは1.0，..__1.1m前後であるO 底面

平面形は長さ3.5m、!隔0.2m前後を測り、長紬両端は末広がりになるが、その傾向は特に西側

において著しい。底面は確認聞の傾斜と対応して西に向かつて僅かに傾斜するが、ほぼ平坦で

あるO 横断面の土層は10膳に分かれる。 1J蓄は陥穴の周聞から流入したクロボク士、 2，.....， 8

は周回から流入したクロボク土と援の崩壊土が混在した堆積であるO 最下底の 9層は厚さ20cm

前後で、底面ほぼ全面に堆積するやや軟質の黒色土で、 10層の壁崩壊土がブロック状に混在す

る。 1騒流入土が占める割合が大きく、その堆積が側壁の屈曲部以上に限定されることは、廃

絶後、関口部から側壁上部の崩落土が下部を充填したことを示すと判断され、本遺構の初期埋

没が遺構自体の崩壊で短期に進行したことが推定される。また、本来的な遺構の横断面一形につ

いても、下部の側壁を直線的に延長した幅の狭いものであったと推定される。[小林]

SKT42 (第143図、図版 9、図版10)

本遺構はSKT36の北側3.5mの地点、 MT N A22 e 23グリッドの接する箇所に位置する O

平面形は長さ3.35泊、幅4.5mの溝状を呈するO 長戦方向はSKT36に沿っ

にあり、やはり買層上回の等高線と直交するO 確認面から蔵面までの深さは 1m前後で、底面

の平面形は長さ4.1m、幅0.15'"'-'0.2mを測るO 底面は僅かに西に向かつて傾斜するが、ほぼ平

坦である。縦断面形は末広がりとなるが、その程度は西北詰端で顕著である。横断面形は雨壁

が直線的に降りる V字形を基調としSKT36のように関口部がロート状に開くことはないが、北

壁側中段に訣れた部分が認められるO 横断固に現れた覆土は 9層に分かれるo 1層は周回から

流入したクロボク土で、 2層から 8J高までは壁崩落土を含む堆積土である。最下底の 9層は軟

笠の黒色土で遺構のほぼ全体に厚く堆積し、この特徴はSKT36も含め、後述のSKT76で推定す

るような陥穴の機能的側面に由来すると考えられるO 本遺構の埋没は、壁面全体の崩藷土がそ

の上部までを充填して進行したと推定される。[小林]

SKT58 (第144図)

本遺構は調査区中央最低部の北側MJ28グリッドに位置し、

いたものである O 関 i二i部平面形は長!袖170cm、短j~由55cmのほ

-205-
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第 2章調査の記録

む形である。長軸方向は東一酉にあり、掘り込み面は豆a層ド位である。掘り込み面から底面

までの深さは56---62cmを掛川、長軸方向の断面形はすり鉢形を呈する O 底部平面形は長さ35cm、

!幅10cIDの溝状で、東側に緩く傾斜している。埋土は 6届からなり、いずれも締まりに欠けるクロ

ボク士を主体としており、周囲からの流入土が堆積したものと忠われるo 1，..._， 3層には焼土粒

が混じり上位ほど多い。 6J語は厚く、壁ぎわには地111土が混入していた。

本遺構は造物の出土がなく時期母性格は不明であるが、形態的にはほぼ-溝状を呈し、埋土が

他の陥穴と類似することからみて、陥穴、もしくはその掘削途中で放棄されたものである可能

性が高いと思われる。[小山内]

SKT67 (第144図、図版 8)

本遺構は SD65の精査中にML25グリッドで検出したものであり、調査区中央最低部の南側

に位置するO 掘り込み面は llb麗(黒褐色土)仁わであるが、北東壁の一部を除き関口部の10cIDほ

どがSD65と樹根に破壊されていた。関口部平面形は径約75cmの円形を呈し、北西壁は一部崩

落していた。掘り込み面から坑底面までの深さは約70cmを測り、断面形は関口部がやや外反す

るもののほぼ円筒形を呈する。坑底面平面形は径約45cmの不整円形で底面は中央に向かい緩く

傾斜している。坑誌面中央には円簡形のピットが 1基穿たれ、上部径25cm前後、底部径12cm、

深さ30cmを損IJる。埋土は13層に細分されるが、堆積状況から大きくみると、上位には竪く締まっ

た黒褐色土が厚く堆積し、中位から下位にかけては地山粒子の混じる暗褐色土@掲色土がレン

ズ状に堆積するO 坑底面付近では地山土を多量に混入する竪崩落土が認められるO ピットから

坑底面の上位10cm程にかけては締まりのない地山土混じりの褐色土が円筒晶状に堆積し、ピット

は白色粘土(亜c層〉に黒褐色土が混じる。 堆議過程としては壁崩落土と周囲からの流

入土による自然堆積が進み、裏込めのない逆茂木が朽ちたところにさらに側壁が崩溶し、最後

には人為的な埋め戻しがなされたものと思われる。遺物はなく時期は不明。[小山内]

SKT71 (第144~)

M 1 G M J 39 グリッドに位置する O 推定で長さ 2.1m 、 ~j量0.5m前後の溝状の平面形をなすO

その長軸方向は東北東 西南西である。ベルト土属断面では、 llb層上面から落ち込みを認め

ることができ、 llb層上面からの深さは0.4m前後で‘ある。覆土は 4層に分かれる。 1'"" 3 

はクロボク土に類似し、いずれも周囲からの流入土とみられる。 4層は東半部底面のみに分布

するO 極めてよくしまった粘土層で、そのド底には鉄分が厚さ 1cm前後沈着しているO

本遺構からの出土造物はなく、その時期@性格は不明であるが、覆土の特徴からは、本遺構

は一定期間関口していたものと推定され、深さが浅いものの、陥穴もしくはその掘削途中で放

されたものである可能性も想定されるO
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第 2章謁査の記録

SKT76 (第145留、図板10)

調査区西端の比較的急斜面となるMB30グ 1) 'Y ド周辺に位置する。関口部平面形は長さ3.8

m、 l~ffiO. 7mの溝状をまするG その長軸方向は西北西一東南東を向き、地山部の等高線にほぼ

るO 確認、窃から底面までの深さは0.9"-'1.1m前後である。底面平面形は長さ4.3由、 i福O.

4m前後を測り、長軸両端は大きく末広がりになっている O 底面は平坦であり杭痕等の底部施

設の痕跡は認められな ~\o 横断面の土層は 4 層に分かれる。 1 震は焔穴の周囲から流入したク

ロボク十、 2舎 3層は局留から流入したクロボク土と壁の崩壊土が混在した堆積であるO 最下

底の 4層は淳さ 6cm前後で、底面ほぽ全面lこ堆積するO やや粘性lこ富む黒色土で、壁の崩壊土

などの混入がほとんど認められない均質な隠であるO このことからは、本属は陥穴の関口時に

周囲から!日表土や壁の崩壊土などが流入したものではなく、陥穴設置時に開口部を被覆するた

めに人為的に盛られた黒色土が流入したものである可能性があろう。

本遺構からの出土造物はなく、その詳細な時期も不明である。[策]

C 

s 
cコ
にD
"? 

工

〈

----'， D 

C H;36.4筒 D 

1 lOY R% 黒褐色土

2 lOY Rち黒褐色土

3 lOY H%  明黄褐色土

4 lOY R予i黒色土

m
 

s 

-209 



鴨子台遺跡

(4) 縄文時代の遺構外出土遺物

刃部磨製石斧(第146図、図版人図版11)

M 1 53グリッドで検出した。出土層準は亜aJ語で、ある。当該グリッド周辺の本層は比較的安

定した堆積状態を示しており、造物は大きな二次的移動を受けていないものと想定される。

斧は完形で、表面 (a面)を下に、裏面 (b間)を 1:-.にして、ほぼ水平になった状態で出土し

たO 周辺を精査したが、掘り込み等は確認できず、遺構に伴うものとは認められな Vl。さらに

本例と関係するとみられる遺物も確認されなかった。当該時期の遺物出土状況には、完形もし

くは完形に近い特定器種の石器が集中して出土し、意図的に埋納されたとされる特異な例があ
(註 4) 

ることが指摘されているが、発掘時の所見からは、本遺物が埋納されたとする痕跡を認めるこ
(註 5)

とはできなし ¥0 [築]

石斧は最大長19.8cm、最大幅5.9cm"最大厚2.5cmを測る。灰白色の頁岩を素材とするが現状

では表面に酸化鉄が勝着し、赤褐色の被膜に広く覆われている。表裏二つの主面のうち一方が

甲高となり (a面)、他方はそれに比べて平坦に近い (b面)。両側縁は刃部から基部中央にか

けてはほぼ平行するが、それより先は次第に湾曲し尖基となって終わる。刃部側面観はb面側

に加えられた剥離とa面側の研磨とにより両刃となるO 製作にあたっては左右両側縁から平坦

剥離を加えてb面を形作った後、 b面側両側縁からの平坦剥離でa面を形成している。刃部先端

は主にb面側で観察される両側縁と直交する方向での粗い剥離で成形された後、 a面{1tIJでは刃

縁と平行する方向で、 b面側では直交する方向で研ぎあげ、られているが、 a面側での研磨が器

長の 1/3以上に及び、ことに刃縁に近い部分では剥離屈を観察し得ないほど広く丹念に行わ

れるのに対し、 b面側での研磨は浅くその範囲も刃縁から20mm程に限られる、という際だった

相違がある。研磨の擦痕は剥離面の内部にも及ぶため、誼き砥石のような広い研面の砥石では

なく、手持ちの小形の砥石で行われたことが推定されるO 刃は凸刃で、 a面但iJから見て右に寄っ

た偏刃となるが、これは刃部内生がなされた結果であろう O 研磨j以;ぷJ

れ、 b面側には刃縁に沿つてl申幅l幅面 2，..._， 3 mmで、z忠別IJに角度をもつて研磨された痕跡が認められる O 刃

部下面観はb面の基部中央を水平にした場合、刃縁が右下がりとなるO

刃部縁辺には酸化鉄の被膜はなく、素材頁岩の灰白色の面が露出しているO この露出面をエ

タノールで、洗浄後金属顕微鏡によって検鏡すると、 a面、 b面とも縁辺中央部に比較的広く光

沢が認められ (C、E)、a面的jでは刃縁よりやや[tに入った部分でも光沢が観察された (B)。

中央をはずれると視野に入る光沢の面積割合は小さくなりまばらとなる (A、D)が、吉宗j離面

の内部では全く観察されなかった (F)。顕微鏡によって観察されたこれらの光沢は使用によ

るものと考えられ、刃部のうち先端中央の対象物と援する頻度が高かったことが推測されるが、

その対象物の種類および刃部の対象物へ接触方向など詳細は不明である。[小林]
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鴨子台遺跡

縄文土器(第147図~第149図)

I群土器(第147図 1，-.....，12) 

面に斜位に押し当て

も飴土には繊維を含まず、焼成

底部にかけての資料であろう。

第五群土器(第147図13'"'-'24)

した。 1

2 

される。 2.--..12 

りとなっている。

ロ

ある。いずれ

円筒下!冨a式あるいはそれ以前と判断される土器を一括した。いずれも飴土に多量の繊維を

含み、各種の縄文が多用される。 13は口縁上端が外反する平日縁の深鉢形土器口縁部資料であ

るO 口縁以下全面にRL縄文が横位回転施文される。 15は器面に LRの撚り紐を用いた平行撚

糸文が施文される。 16e 17 e 19，......，24は器面に R{~の撚り紐を用いた多軸絡縄体が施文される。

24の底部資料は底面外縁が幾分張りだし気味に作られる。

第軍群土器(第148図25'"'-'第149図53)

円筒上層各式の深鉢形土器である。

25'"'-'34は円筒上層a式の同一個体の土器で、あ.るO 口縁部はやや開き気味に立ちよがり、体部

はほぼ垂直に近く降りるO 口縁は頭部が二叉に分かれる 4単位の波状口縁となる。波頂部に対

応した位置に27の橋状の突起が付けられ、この突起部分も含めてR{~の撚り紐を用いた絡縄

体の側面圧痕文が 6段以上にわたって施文される。また、口唇部および口縁と体部を顕して巡

らされた粘土紐隆替上にも、同じ原体による縦位の圧痕列が施されている。体部にはLR縄文

が横位回転施文される。内面は横位のミガキ調整によって平滑に仕上げられており、第立

器程に目立つことはないが、若干の繊維が胎土中に混入されている。

35"'37もまた円借j上層a式の同一個体の破片である。口縁部は短く外反し、 LCの撚り紐を

用いた絡縄体の制面圧痕文が 3段にわたって施文される。口縁部と{本部を画する降帯上には縦

位の刻日が施されるO 体部はRL縄文が横位回転施文される。胎土には少量の結砂粒を含むが、

繊維は含まない。

38 • 39も同じく円筒上層a式の同一個体の破片で、ある。波状となる口縁部はその上端で外反

し、中央で折曲げて 2条とした R{~の撚り紐の圧痕文を、「ハj して施している。

よび口縁音jJと{本部を画9'るi議長上にも毘じ!京体による庄福子iJが施文される。

は RL縄文が~香伶向転椀支‘される。 35----37 と同様、胎こは細砂粒をさむが繊維は含まなし '0

40"-'46は円筒上層c式の口縁部破片である。波状となる口縁には波頂部から垂下する 2条の

粘土紐や、それを横位あるい 7 r丹、
，~ 
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が施されるが、原体をずらしながら充填的に施文するため、縄文の条は長くかっ弧を描いて表

れているG 縄文施文後、粘土紐間には先端の割れた工具による連続刺突文が施されているO 胎

は比較的量の多い砂粒が混入され、焼成は脆い仕上がりとなっている。

47、48は円筒上層d式の口縁部破片である。いずれも 4単位となる波状口縁の土器であろう 0

47は外反する口縁部から、ほぽ直線的に降りる体上部までが残存しているO 地文にRL縄文を

横位回転施文した後、幅 4mm程の細し 1粘土紐を貼り付けて文様を表している。体上部に張り付

けられた粘土紐はきち!落しているo 47、48とも、内需上層c式までの他の土器と比べ、器壁はか

なり薄手に作られているO 胎土には砂粒を含む。

49はLR縄文の横位回転施文後に、 3条づ、つの平行する沈線を 2段にわたって施した口縁部

破片であるc 丹筒上層d式後の土器であろう。

50"-'53は体部が丸みを帯びて下降する土器であるo 50の口縁部資料によれば、口縁は外反し、

粘土帯が貼り付けられた波状口縁となるもののようであるO 体部はRL縄文が密に横位回転施

文される。胎土には砂粒を合む。

以上が遺構外から出土した縄文土器であるが、 SR69の埋設土器は、このうち第E群土器の

円筒上層c式以降の時期に該当するであろう。[小林]

縄文時代剥片石器(第150図~第155図)

石鎖(第150図1'""5)

凹基、平基、凸基形態の石鎌が、それぞれ 3、 1、 l点づ、つ出土しているo 2は黒曜石製、

f告は頁岩裂である。的基の石銭 (1~-~3) と、平幕 (4 )あるいは凸基(5)では、その長さ

の平均値において前者の幅が3.25mm後者を上回り、後者の長さが10.25mm前者を上回るO なお、

lは先端部を、 2は脚部の一方を、 5は先端部と基部を欠損する。また、 3の基部にはアスフア

ルトの付着が認められる。

石匙(第150図6'""第152図20)

15点の出土があり、全て頁岩製であるO 縦型と横型があり、それぞれ素材剥片の形態を大き

く変更するものと、ほぼそのままに保持するものとがある。前者を 1類、後者を 2類として記

述する。

縦型 1類(第150図6.-...，11)

素材に縦長剥片を選び、素材の打面側に撮部を作り出す。素材の背面側全面に丹念な押圧剥

離を施して、全体の形状を作り変えているが、撮部の右側縁は直線的に、対する在側縁は湾曲

し、末端は斜めに断つように整形される。また、左側縁から末端の腹面側には背面への剥離に

先行して細部加工;が連続して施されており、背面の稜は右側縁側に寄って形成される。
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縦型 2類(第151図12----17)

素材に縦長吉宗j片を選ぶことは l と向誌であるが、撮部を作り出す音lH立は素材の打白

る場合(13、弘、 17) と末端側である場合(12、目、 16)とがあり、 しなし 1。全体の形状

は素材の周縁あるいは縁辺一部に加えられた細部加工によって整形されており、素材の背面は

きく獲されている。

このほか、撮部のあることをもって縦型右匙しうる に第152堅!日の資料があるが、本O1l

は撮部、本体部分とも一体の両面加工によって作られ、末端は尖頭器状に作り出される。縄文
(註 6) 

時代前期の有撮石器に類する石器であるO

横型 l類(第152図20)

縦長のさきi片を素材ーとし、素材左側縁側に接部を作り出す。素材の背面側全面に丹念、な押圧占禁j

離を施して全体の形状を三角形に仕上げるが、撮部の両側辺の腹面側には背面への剥離に先行

して細部加工が施されている。

横型2類(第152図19)

横長の剥片を素材とし、素材の打面を撮部に作り出す。全体の形状は素材背面の周縁に施さ

れた加工によって整形されるが、先行して腹面の周縁にも粗い加工が施されている。

箆状石器(第152図21，..，_，第153図30)

10点の出土があり、全て頁岩製であるO 片面に素材の膜屈の一部が残り横長剥片を素材とし

たことが明確にわかる類 (21"-'24、26) と、両面とも全面が加工され素材形状が大きく変更さ

れた類 (25、27'"'-'30)があるO 前者では21のように、刃部に素材の先行制j離面がそのままに残
(註 7)

されるトランシェ様石器も まれる。一般に前者を古い形態と ることができるだろう。

自Ij器(第154図31，.._，第155図44)

14点の出土があり、全て頁岩製であるO 基本的に素材となる剥片の形状を大きく変えること

はなく、縁辺の全周あるいは一部に加工を施して刃部を作り出している。[小林]

縄文時代機石器(第156図~第159図)

磨製石斧(第156図 l、 2 ) 

2点が出土している。 lは頁岩の;惰内礁の一端を研ぎ出して刃部を作り出している。刃部の

研ぎ出しは石器の両面で行われるが、原!擦の輪郭を変えることはない。図右側の面では 2面、

左側の面では 1面の刃部研磨面が認められるO 基部側への加工は施されていない。 2は安山岩

質の!擦を用いて製作されているO 敵打撃形ののち両面および両側縁を磨き全体を仕上げる。側

縁には成形持の稜が残されるO 刃部には投れが認められる。

磯刃器(第156図3、 4) 

214 
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2点が出土している O 安山岩質の精円礁の…{日IJ縁に両面からのま計j離を加えて、チョッピング@

トツール状i;こ刃部を作り出している。

偏平打製石器(第156図5、 6)

半欠品 2点が出土している O 安山岩質の楕円磯の長軸端を表裏両面から加撃して、扶り部を

作り出している。側縁の一方にはこの石器の使用面である大きな擦り面がある。擦り面のi南側

には、原擦の使用面加工壌である剥離面が両面に残されている。

f笥 1只ケ悶 7.......1引
"勺d ム~， 1乙ヱ1 ' ム、J ノ

断面三角形の磨石が欠損品も含め 7点出土しているO 柱状の原礁の稜の一つが擦り面となっ

ているもの(人 8、 9、11)と、稜に挟まれる面にも擦り面が残されるもの(10、12、13)

とがある。

磯石錘(第158図14'"'"'22、第159図23)

偏平な楕円!擦の両端に扶り部を設けた石錘が半欠品も含め10点出土しているo 10点のうち 9

点までが長軸端に、 23のみが短軸端に扶り部を作り出しているO

問石(第159図24)

略円形の偏平磯の両面に、比較的小さな対象物が多数回接触して形成されたと判断される、

浅く広い凹面が残されている O

砥石(第159図25)

偏平な砂岩製の醸の表裏面に11条の溝が残されているO 溝の方向は表裏面で90
0

異なる。溝

の長さは短いもので'40rnrn、長いもので75rnrn程、 i隔は 6'"'"' 11rnrn程、断面形は深さ 5rnrn前後の iVJ

字形を呈するO 石器本来の形状は楕円形に近いもむであったと足、われ、総縁は中央より
ノ

¥、

従って溝の残された表裏面は緩い凹面を呈するo [小林]

(1) 今村啓爾「縄文早期の竪穴住居祉にみられる方形の掘り込みについてJ~古代』第80号 1985 (昭

和60年) 早稲田大学考古学会

( 2 ) 県内においては、現在のところ本例と類似した形態@構造を示す竪穴住活跡は認められない。本例

は竪穴内に縄文時代早期に認められる灰床炉が存在する可能性があり、少なくとも罷内に地床炉あるいは

石囲い炉が普及する以前の時期に属する可能性が想定される。本遺跡と向一台地上に立地する能代市寒川

I 遺跡の早期末~前期初頭の竪穴住居ー跡は、竪穴内に灰床炉と推定される撮り込みを有するものもののほ

かに、地床炉を有するものも存在する。一方、竪穴平面形は円形もしくは楕円形を基調とし、柱穴配霞は

必ずしも明確ではないが、幣穴壁際に接する例は存在せず、本例とは総体として対応しない。当該時期の

緊穴住居跡の形態。構造は必ずしも一様ではないと推定されるが、関一台地上に位置する両者の相違は時

-215 
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期差による可能性が強いものと想定する O

潤辺で類伊iを探せば、青森県八戸市長七谷地貝塚第 2次調査第 3号竪穴住居跡が注意される。当該竪穴

住居跡は一辺2.3~3.1m前後の方形平面形を呈し、中央に浅い掘り込みを有し、竪穴の四隅に柱穴が存在

する点が本例と比較的類似する。長七谷地貝塚例は早稲田 5類土器の時期の竪穴住居跡に切られ、その形

態等から貝殻沈線文系土器の時期に属すると推定されている。また、青森県東通村下回代納屋B遺跡の貝

殻沈様文系土器を伴う竪穴住居跡は方形平面を基調とする。床面中央には炉と推定される掘り込みを有し、

柱穴が存在するものは壁際よりも若干内側に位躍する。

このような現状の資料からは、縄文時代早期中葉には方形平面を基調とするものが多く、早期末には円

形基調に変化する傾向が看取される O このことから本遺跡例は平期末の早稲田 5類期よりも湖り、本文で

触れたように早期中華の貝殻沈隷文系土器の時期に属する可能性が高いもCと推定する。

秋田県教育委員会『一般国道 7号八竜能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書

寒JlI1遺跡@寒川III遺跡-J 秋田県文化財調査報告書第167集 1988 (昭和63年)

青森県教育委員会『長七谷地貝塚J 青森県;埋蔵文化財発掘調査報告書第57集 1980 (昭和田年)

青森県立郷土館『小田野沢@下回代納屋B遺跡発掘調査報告書』 青森県立郷土館調査報告第 1集 19 

76 (昭和51年)

(3)本遺構は土壌試料を採取し、その残存賠肪酸分析を委託した。その分析結果は別編第 2章に掲載した。

それによれば、土器内にはヒトの脳成分のような特殊な動物遺体が入っていた可能性が指摘されている。

縄文時代においても、埋葬人骨頭部に赤色顔料が散布された例にみられるように、頭部に対する特別な意

識は存在したものと推定されるが、本例の評価については今後の分析例の集積をまって行う必要があろう。

(4) 菜島義明「デポの意義j r研究紀妥j第 7号(財)埼玉県埋蔵文化財調査事業団 1990(平成2年)

( 5 ) 本遺跡、は既述のように窪地状の地形に占地し、少なくとも更新世においては沼沢地的環境の時期も

存在したものと考えられる。上述したように、本遺物が埋納されたものでなく、当該期の生業活動に関係

したものとするならば、その性格を考える際にこのような地形の特徴は住目される。当該期の刃部磨製石

斧が出土した青森県長者久保などの立地と相通じる点があろう。

[_LI内清男@佐藤達夫「下北の無土器文化一青森県上北郡東北町長者久保遺跡発掘報告j九学会編「下北』

1967 (昭和42年)

( 6)秋田県教育委員会『東北横断自動車道秋田線発揚調査報告書IIJ 1988 (昭和63年)

( 7)富樫泰時 1976 トランシェ様石器についてj r東北考古学の諸問題』寧楽社
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Slわ附
v1 

て〉

--..........一一一一一一..:?

くj

。
ん
司
、

γ
t
L

削

Z

L
V
 

7
1
L
 

Cフc>



く二二フ

く〉
L2 fÎl 
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鴨子台遺跡

第 3節時期不詳の遺構

( 1 )焼土造構

SN01 (第160図)

調査区南端に近いMR11グリッドに位置する口 E層上位で径30x 7 cmの焼士の広がりを検出し、

周囲を精査した結果、下部に援 1m前後、深さ 8cm程の p~形の掘り込みが存在することを確認した。

掘り込み内の覆土は黒色土を主体とし、焼土粒の混入は認められず、また造物もなし、[小林]

<::'1¥Tハつ f空主主i~n lWl\ 
Uよ ~V山\/f3.L VVlðl./

調査区南端に近いMP12グリッドに位置する。立層上面で、径10cm前後の比較的小さい焼土の

広がりを検出した。局困を精査したが掘り込み等、本焼土遺構に付随しての施設の確認はなく、

また遺物も していない。[ノ}¥林]

SN03o06.08 (第160図)

MN160 17、ML17グリッドの H層上位~中位で 3ケ所の焼土面を確認した。これらの焼土

面の広がりは長径50'""150cm前後の不整形で、ある。このうち SN06の確認、面は他に比べ相対的

に下位である。これらの焼土遺構は比較的隣接して存在し、周辺には他の遺構がほとんど認め

られない。これらのことから、これらの遺構群は相前後して形成されたものと推定するが、そ

の時期や呉体的な性格等は不明である。[楽]

SN21.22.28.29o31 (第161図)

M P 31 • 32、MQ32• 33グリッドで大きくは計 5ケ所の焼土面を確認した。このうち SN31 

はI層中で、他は E層中で確認した。 SN31は長径40cm前後の不整楕円形に焼土面が広がり、

には掻 1cm前後の炭化物が比較的編著に含まれているO 本選構はその確認、面から近現代

の所産の可能性が考えられる O

一方、後者の焼土遺構群は、その焼土面の広がりに大小があり、焼土化の程度も SN21 • 28 

は相対的に強く、 SN22 • 29は弱し、という相違がある。しかし、比較的狭い範囲に集中して存

在することから、基本的に一連の遺構群と考えられるが、時期@性格等は不明。[楽]

SN34 (第161図)

MN38グリッド 1層中で確認した。現状で、径10cm程度の極めて小規模な焼土面である。焼土

下に掘り込みは認められない。本遺構は確認面から、古代以降の所産とみられるが、詳細な時

期、性格等は不明であるo [策]

SN38 (第161図)

MM  • MN38グリッドに位置する。 立}富仁1]で焼土を検出したため、ベルトを設定し、掘り下

げを行った。その結果、面的には確認できなかったが、ベルト土層断面の観察で、焼土下に深

さ12cm前後の揺り鉢形の掘り込みが存在することが認められたG 掘り込み平面形は推定で長径

230-
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鴨子台遺跡

64cIll前後の楕円形を呈するものと想定される O 覆土は 4層に分かれるo 1 --.. 3層は掘り込み覆

土が焼土イヒした!需であるがち全体にしまりは弱い。 4層は明瞭に焼土化していないが、樫かに

焼土粒子を含んでいるO 掘り込み内からの出土遺物はな l¥o [祭]

SN51 (第161図)

MH40グリッドに位置するO 遺構形成以前の倒木痕を長律180cIll、短径110 CIll、深さ28cIllの不

整楕円形に掘り込み、その掘削 1-.を埋め戻した後に、その上面で火が焚かれている。掘り込み

出
口 5磨lこ分かれる。こCうち、 1 ;こ、 2---=-5震は毘じく

立ae 立b層などにそれぞれ由来する;埋め戻し土と認められる。そのうち、 1 D 2層が焼土化

しており、特に 1層上回は極めてよく焼けしまっている。

本損り:Ì~み出からのけj土遺物はなく、その時期は不明であるc ただし、本遺構が掘り込んで

いる倒木痕には、 lla層の流入が認められる。このことから、この倒木痕の生成、さらに本遺

構の形成はlla層生成以後とみられ、その上限は縄文時代中期まで瀕らないと考えられるo [楽〕

SN48.49.50.62 (第162図)

調査区中央南寄り最低位部MJ28グ1)ッドに位霞するO 計 6筒所の焼土がSD65と同じく lla

層上回で検出されたが、便宜的に 4つの遺構群として調査した。 SN48は110X 20CIll、 SN49は6

o X30CIll、 SN50は50X30CIllの大きいもの 1箇所と30X 10cIllの小さいものが 2箇所、 SN62は30

x10cIllのいずれも不整形の焼土の広がりであるO 焼土はSN50を除いて百a麗にとどまっており、

焼土化の程度は弱し】o SN50はSKT58の覆土上に形成され、他に比べてやや強く焼土化してい

るO これらの焼土遺構群は確認、面が同一で、互いに近接していることから一連の遺構と判断さ

れ、南側に延びて検出されたSD65の構築時期と近い時期に霞かれるものと推定されるが、出

土遺物もなくその性格の詳細は不明である。[小山内]

SN53e54 (第162図)

調査区i布活縁、 IvlE25グリッドに位置するO 検出地点は北東左向に比較的急な傾斜で降りる

斜面上である。確認面はlla層上面で、あるo SN53は110X40CIll、 SN54は100X 60CIllの不整形に

広がる焼土であるが、両者の中間を範囲確認調査時のトレンチが切っており、本来一続きの遺

構であった可能性もあるO 焼土化の程度は強いものの、その深度は lla属中にとどまっているO

本遺構からの出土遺物はなく、その帰属時期および性格等の詳細は不明である。〔小山内]

SN63 (第162図)

MB38グリッド IIb層中で確認した。 36X 26cIllの不整形に焼土が広がっている。焼土は確認

碇iから20cm近く下まで形成されているが、土層断面の観察では明瞭な掘り込みは認められない。

焼土は風化が進んでいるが、しまりは強く、現位置で被熱によって形成されたものと考えられ

る。〔築]
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第2章調査の記録

SN75 (第162図)

MF30グリッド立a層中で確認した。現状で52X46cmの不整形に焼土面が広がる。 1J謹は比

較的よく焼土化し、箆 5mmriIiJ後の炭化物を含んでいる。本焼土面の下f立の狂 bJ畜ヰiより第豆群

土器などが出としていることから、本遺構は縄文時代前期よりも後出のものであるo [祭]

SN79 (第162図)

MAeMB31グ1)ッド宜属中で確認した。 62x54cmの楕円形に焼土面が広がっている。 1

はよく;境ぜて弄変が著しい焼土患で、 2!警も按熱によって竪くしまっている。また、 2!雲中lこ

は焼土粒子の他に植物根と盟、われる残りの良い炭化物を包含しており、このことから本遺構は

比較的新しい持期の所産である可能性が強い。[楽]

SN5ge60e61 (第163図)

調査区西端のMA33.34、LT34グリッドに位置するO 西から東へ傾斜する斜面上の IIa層

中において12箇所の焼土の広がりを検出した。焼土は大きく便宜的に 3つのブロックに分けら

れ、南東側から59、60、61と遺構番号を振り当てた。 59は20cmから80cmの5つの不整形の焼土

の広がりからなる。最も東側にある焼土の広がりに対応してその下部には径65x 75cmの掘り込

みが検出された。掘り込みはIIb層上面から行われ、底面は直属中に作られている。断面形は

鍋底形を呈し、底面北寄りにさらに凹む部分が確認された。掘り込み覆土は焼土の細粒を混じ

えた黒褐色土からなり、覆土形成と上位の焼土化が同時になされたことが窺えるo 59の北西側

にある60、61は10cmから50cmの焼土が、それぞれ 2箇所、 5箇所含まれている。いずれも立b

崩の焼土化したものであり、 60では一部E層まで及んでいる。

これらの焼土群は焼土化の及ぶ深度等に違いが認められるものの、全体が 3mほどの範囲内

にあって互いに近接していることから、ほぼ一連の遺構群と考えられるo II aJ露中での確認で

あり、おそらくは古代以降の所産と推定されるが、共伴した違物もなく性格等詳細は不明。[小林〕

SN78 (第163図)

調査区東端のMED MF28グリッドに位置するO 調査区東部畑地にトレンチを設定し掘り進

んだ結果IIb層上回で焼土を検出した。周聞には木炭粒の散布が認められ、精査の結果、聴a

層上面で焼土、木炭粒の広がりに対応した掘り込みのプランも確認された。土居観察から掘り

込み面は IIb層上回であることが判明したが、本遺構の位置する箇所では畑地の深耕が IIb層

にまで及んでおり、本来の構築面はさらに上位にあったと推定されるO

下部掘り込みの平面形は東西方向80cmミ南北方向57cmを測り、東側はi福山'""""'18cmのテラス状

に張り出しているO 確認面からの掘り込みの深さは10"-'15cm、テラス部分では 5cmを担IJる。断

面形は鍋底形を呈するが、径40r...，45cIllの不整円形となる底面はほぼ平坦である。

は5層からなり、 l騒が焼土、 2層にも焼土粒が混じる。 3"-'5層は堅く締まっており、

円。
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鴨子台遺跡

が、 IIa"b層の生成はほぼ同時に進行したとみられることから、本来の掘り込み函は IIa属中

もしくはその上部と考えられる。確認、面で、の幅は30---50cm、確認面からの深さは30cm前後を測

る。溝の底面は丸く、壁は比較的急傾斜で立ち上がっているO 底面の標高は、調査区中央部の

M 1 e MK40グリッド周辺が34m前後で、最も低く、東西に向かつてしだいに高くなり、調査区

西端が現状で最も高く、 36m前後を測る O この溝底面の高低は、基本的に軍層上面の高低と対

応しているO なお、底面には柱穴もしくは杭穴状の落ち込みは認められなL、。

覆土i立五窟起源とみられるクロボク土を主体とし、部分的にlIb層心粒子を少量含むが、ほ

かに顕著な包合物は認められなし iO また、砂あるいはシルト@粘土の混入も顕著でなく、水の

影響を受けた堆積とは認められない。覆土中からの検出遺物はない。

本溝は上述した溝底面の高低および覆土の特設から水路とは認められず、基本的にある種の

区画のための施設と考えられる O 本遺跡では、溝の周辺には関連するとみられる遺構@遺物が

ほとんど存在せず、本溝は集落の区画施設とは認められない。現状では明確な根拠はないが、

畑の開墾等に関係する区画施設であった可能性があろう。推定される本来の掘り込み面は古代

の溝SD65とほぼ共通するとみられるが、その時期の特定は困難であるo [楽]

SD65 (第5図、第164図)

調査区中央から南よりの最低位部付近、 MK28グリッドからML24グリッドまで南北に延び

る延長19.2mの溝跡である。確認面は主にIIa層上回で、ある。調査区最低位部分は土壌化の

度差による IIa" II b層の区別が比較的容易に行える地点であるが、本遺構はこの両層をきっ

ており、遺構の構築はIIa層上部においてなされたものと判断されるO 確認、面での幅は60""'80

cm、確認面からの深さは15""'25 cmを測る。溝の断面形は鍋底状を呈し、なだらかな傾斜で立ち

上がるO 底面の標高は34m前後とほぼ一定しており、現状では傾斜の方向を特定できるような

状況にはなし iO なお、 ML25グリッドにおいて縄文時代の SKT67陥穴をきっている。

覆土は SD44同様、立層起源のクロボク土を主とする黒褐色土により構成される。全体に幾

分シルト~砂質気味で、 IIb層の崩落土が混入する部分もある。覆土の由来は SD44と向様で

あるが、水の影響を受けての堆積状況が想定される。なお、 ML24グリッド内の本遺構覆土中

に須恵器片が検出されている。[小山内]

出土した須恵器片は大護服部片であり、表面は横走あるいは斜行、内閣は縦走する条からな

るタタキ日が施されて整形されているO 表面、及び破断面での摩滅が認められ、本来的位置を

保って遺存したものではなし損壊後の時間的経過、位置の移動が推定される。

本選構はその南北延長を確認できなかったが、覆土の性状から推して水路であった可能性が

い。クロボク土が厚く堆積する遺跡最低位部分でそのプランが残ったものと推定される。 水

路であった場合、検出部分は遺跡最低位部に位置するため、流水は本遺構付近で滞留したもの

口

oqo 



第2章調査の記録

と想定されるが、出土した須恵器片の摩耗もそのような状況下で遺構内に残ったことを指示し

ている。調杏医内には出土した須恵器片を残したような古代の活動痕跡は明確には残されてい

ないが、出土位置が南側に寄っていることから、その本来的位置は調査区外南西側の高位部分

に求められるのではなし1かと推定される。[小林]

(3 ) 遺構外の遺物

時期不τ詳C遺物として違轄外か三悲喜3点、 13よび軽三三製C厚子 1;点が出土している口翠五

はいずれも表裏面、両傑面の四国が砥面として使用されている O 浮子は、楕円!擦の雨側縁を刃

物によって大きく削り込んで、結縛のための訣り部を作りだしているO 米代川河口域の沖積地

には、十和田火砕流によって噴出された軽石が米代JI!によって運ばれ，土産積しているが、本遺跡

と同じく成合台地上に立地する平安期の遺跡では、こうした軽石が例えば須恵器窯の焼き台等
(註 1)

に利用されていることもある。本例もそうした一例であろう。[小林]

註

( 1 )秋田県教育委員会「十二林遺跡Jr一般国道 7号八竜能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報

告書llJ秋田県文化財調査報告書第178集 1989 (平成元年)

2 
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65閣 時期不詳の遊撃物一紙石@浮子
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まとめ第 3

q!喜子台遺跡

!日石器時代の遺物群について第 1節

第 I群石器について( 1 ) 

第 I群石器のうち両面調整石器の削片48は、その形態上の特徴から細石刃を取得した石核の

最初の段階の割片と判断さ紅、近接した地点で同一号告と14!薪された再思課整五器製作時C吉宗j

らは石核しかし、本来生産されたであろう細石刃の出土はなく、片も出土している。

したがって石核自体は他所へ搬出されたもの整形が行われた後削片48のみが遺跡内に残され、

と推定される。また、資IJ片48は甲桓函とは逆側から施された樋状剥離、さらにその樋状剥離面

を打面として加えた側面への剥離という特徴的な再加工が施され、細石刃の製作工程上に生じ

た石器以上の存在一具体的には彫器を想定ーであることを示しているO

(設 1)

一方、同じく近接した地点で 2点の周縁加工掻器 (49，47)が出土している。遺跡内では同

これらの掻器は遺跡外から製品として搬入され、一母岩から得られた他の石器を検出できず、

出土地点で削片48とともにそれらを用いた何らかの作業が行われた可能性を示しているO

とりわけ湧別技法をめぐつての調査@研究は、

例えば山形県角二山遺跡の石器群分析が、湧別技法に対する評価を「幾つかの器種の素材をも
(設 2)

提供する総合的な素材生産を行う技法」、「トウールの素材供給における技術構造Jに削片や

ところで、近年の細石刃を主体とする石器群、

剥片も「きわめて効率的に取り込Jんだ技術であり、 i(その出現によって)石器組成のみなら
(設 3)

トウールの素材供給においても大きな変化がもたらされた」と説くように、当該石器群の

製作技術体系が、単一の器種-細石刃ーのみを目的としたものではなく、援数の器種製作に有

効に働いた複合した技術体系であったことを強く支持する方向へ向かって〈P4)。

ず

東北北部では青森県大平山元造跡の石器群から三宅徹也氏によって復元された大平山元技法

が、 f扇形削片Jを目的的剥片とする技法として提唱され、「湧別技法の母胎Jと評価さ完ぞ以

しかし、上に引用したような現在の当該時期の石器来、当該時期の良好な資料の検出はない。

群に対する評価は、本遺跡の第 I群石器の属性および組成を考える上でも、また後述するよう

に第E群石器との関係を考える上でも示唆的であるO いずれ、類例の増加をまって検討すべき

課題が多いが、本遺跡第 I群石器は、東北北部の旧石器文化末期におきた技術体系の変化の中
(註 6) 

で生じた一例として捉えておきたい。

第E群石器について

「ナイフ形石器群」としての第H群石器

-240 
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第 3章まとめ

立群石器はナイフ形石器、彫器、彫器削片、掻器、 削器、剥片およびチップ、石核、

環状石製品からなる。!日石器時代の中にあっては、ナイフ形石器が特徴的に組成される後期間
(註 7i 

石器時代の「ナイフ形石器群Jとして評価される石器群である。

本遺跡のナイフ形石器は、東北地方の{患の遺跡と比較し、一遺跡の資料としては変化に富む

内容をもっている。その特徴は①素材には縦長剥片が用いられ、②側縁整形の加工には 2種類

の細部加工(三側縁のう の全辺、他方は基部のみと、基部に限って二側縁、加えて

Fト 拙τ'tJi爪 lロ.1企3.+七円ア¥ ムよセ If¥ 言宣言三 f自信毘'¥ L~ 士
フ乙;l.fflJbPしソー-1ヌヨ革本己ごJJiJーしj ，三，i'=-ciコッ、 占<:i.丘j ¥.注文i出/ 電〕ひ もCと無怒工Cも0)0)2謹

があり、③その大きさには大形、中形、小形の 3種がある、と要約されるO

このうち、①については第E群石器の剥片剥離技術に関係する特徴であり、先述した。また、

③については素材の大きさから石器専の組成にまで関わる特徴であるが、素材の大きさについ

ても(2 ) 3のg剥片で述べたとおりである。②はいわゆる石器型式に関わる特徴であるが、

この点について若干検討した ~)o

安蒜政雄氏はナイフ形石器の形態を分類するなか、素材への刃潰し加工の部位に着目し、基

部加工のものを「第 1形態ム二側縁加工を「第 3形態」とい「第 l形態Jは先端部に直線的

な稜がはしり刃先が尖る 1a I直線稜形」と、先端部に三叉する稜線がY字状にあり刃先が平

たになる 1b I三叉稜形」に、「第3形態Jは刃部の長さおよび刃部と刃潰し加工縁の角度か

ら3a" 3 b" 3 cに細分し、「第3形態Jの細分を「茂呂型ム「切出形ム「台形状」の三つの
(註 8) 

ナイフ形石器に当てた。さらに、悶村道雄氏は安蒜氏分類の「第 1形態」を従来の石器型式に
(註 9) 

あて基部加工 1a I直線稜形」を「杉久保型jに、 1b I三叉稜形」を「東山型Jに対比した。

以上の分類と従来の石器型式への類比にしたがえば、本遺跡のナイフ形石器には 1a 

部加工@直線稜形」の「杉久保型j と3a I茂呂型」の 2種類があることとなる。 554十556、

530、933が前者にあたり、 1748、650、506、1359、609"1426が後者にあたる O

しかし、はたしてこうした分類と従来の石器型式に当てるだけで、本追跡のナイフ形石器の

特徴を有効に表しうるだろうか。雄かに、"典型"的といえるような例もある。 1748、650は

素材の縦長剥片を斜めに使って大きく整形するため、刃、潰し部分は急、斜度で、かっ緩い弧を描き、

主主部と刃部は明瞭な角度(側刃角)をもって作られる。これらは「茂呂型」に相当させうるか

もしれない。だが、形態上これらと近いと思われる1426の刃演し部分の細部加工は、急、斜度で

ありながら実際には石核の稜形成のための連続した剥離屈に重ねられたもので、折り取られた

と思われる刃部側の基部以外に素材の形が大きく変えられた形跡はない。また、一側縁全辺に

加工を施してはいても加工の角度が浅く、素材の形の大きな変受は先端部あるいは基部に限ら

れるような場合(1359、506) もある。基部側の形状修正が大きい例には「杉久保型」に当て

る530も該当する。また、素材形状の変更が先端で比較的大きい場合であっても、基部に明

241 



鴨子台遺跡

瞭な打面を残す例もある(1359)。すなわち、素材形状の修正という点では「基部加工Jの

「杉久保型」より、「二側縁加工Jの「茂呂型jが顕著であるはずだが、本遺跡のナイフ形石器

をみた場合、必ずしもそうした区分は対応しない。「二側縁加工jのナイフ形石器にも素材形

状の修正の度合いの大きいものとIJ¥さいものとがあり、その変化は「基部加工jのナイフ形石

器を含めて漸移的であるO

第169図は第豆群石器と関連するであろう、他遺跡のナイフ形石器の長さと幅をグラフ化し
(設 10)

たもので主るc グラフfとには完存品C実認留か iZzC数謹を足l¥た。これを見るとナイフ彩ZZ器

の大きさにはいくつか変化があるものの、「茂呂型Jr杉久保型」とされるものに、長さとi幅の

比で極端な相違はなし iO ただし、山形県横道遺跡の一例が特異な{誌を示すO おそらく、 この横

道遺跡の--0/11に見られるような場合が、「杉久保型Jとされるものの典型例で£ろう。 従来

「杉久保型」のナイフ形石器の典型とされた神山、貝坂遺跡の例も、幅の狭い形態のものが多

し可。 この種のナイフ形石器は素材自体が極めて細身の縦長剥片であり、基部および先端部の加

工とも極めて限られた僅かの部位に施される特徴をもっO

このように見た場合、本遺跡のナイフ形石器には典型的な「杉久保型Jは含まれない。基部

加工のナイフ形石器も全体的な傾向でみれば、二側縁加工の加工部位の限定というかたちで捉
(註 11)

えられる。本遺跡例の類例には岩手県和賀仙人遺跡、例などをあげ得る。また、ナイフ形石器の

型式学的な位置づけを考えれば、 554十556、530の

ナイフ形石器は秋田県下堤G晶米 山形県金谷原

議騒などの基部加工ナイフ形石器から発展し、二側

縁加工ナイフ形石器の特徴も併せて出現したものと

見ることができる。 したがって、おそらくは下堤G

遺跡、金谷原遺跡よりは後出で、横道遺跡などと並

ぶ段階に位置づけられよう。

次にその他の石器についても簡単にみておきたい。

彫器は、 l類が rz字形の刃先」をつくる「神山

型J彫器、 2類が「小坂型」彫器に当てられる。素

材の剥片はナイフ形石器に比べ多様であるが、刃部

の作出に関しては規格性が強く、とくに 1類の彫器

は全て左刃であることも含め、その傾向が顕著であ

るo r神山型彫器Jの標識遺跡である新潟県神山遺

跡、またその組成が高名な山形県横道遺跡の資料を
(註 15)

実見する機会を得たが、 このどちらの遺跡例に比較

100 
mm 

80 

60 

40 

20 
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圏神山

15 
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第166閣 ナイフ形吾器。〉長橋

25mm 



第3章まとめ

しでもナイフ形石器とは対照的に本遺跡の彫器の規格性は強いように見受けられる。おそらし
(詮 16)

この種の彫器はナイフ形石器の地域的変異を越えて存在したものであろう。

また、彫器と対応して、本遺跡では縦長剥片を折断した「折陸Fr事j片jが特徴的に認められた。

石器製作の「折断技術Jについては、個別資料の認定に不確定な要素が含まれることが、既に

指摘されて♂ιしかし、一群の石器の全体的な傾向を数量的な保証というかたちで捉えるこ

とによって、その技術および石器の目的性を積極的に評価し得るだろうことは、先述の通りで
(註 18) (註 1ヲj

あるO この種の石器が初めて注意されたのは米ヶ森遺跡においてであり、福島県塩坪遺跡での
(詮 20)

再確認を経て、編年的指標となる組成項目に加えられでもいる。本遺跡では、そうした組成論

上の問題に加えて、先述したような影器との対応を機能論的にも評価できるのではなし1かと

える。

掻器については若干の変異があるものの、細身の縦長事j片の先端に刃部を加工した例 (547，

624 + 689， 1528)を定型的な例として摘出できるだろう。素材縦長剥片の大きさの差や刃部の

作りの精粗の差はあるが、類例は米ヶ森遺跡(1977r報告書J第31図1， 2) にもある。掻器

(エンド@スクレイパー)の組成は「ナイフ形石器群」の中でも時間的に新しい指標であるこ
(設 21l (註22)

とは早く指摘されており、本遺跡の例もその時注意された「先刃式掻器」の範轄にある。

錐器については本遺跡のような例が、縄文時代の錐器のように錐部の回転運動によって対象

物に穿孔し得たかどうかは、錐部先端の観察によっても明確にしえなし 1。むしろ、素材剥片へ

の錐部の作り出しのための特徴的な加工が、刃部をきわめて限定した掻器として機能したこと

を示しているともいえるO 類例としては、和賀仙人遺跡のナイフ形石器とされた一例 (r報告

第9図-5)が近く、また、横道遺跡の「鼻面状掻器」も刃部の大きさや刃部作り出しの

扶りの作出に違い(本遺跡例とは逆に素材背面稜からの加撃で作り出す)があるものの、先端

に細長い剥離をいれる点でよく似ているO

(註 23)

Aブロ y クで出土した環状五製品の類例は、宮城県色麻町大原D遺跡、東京都武蔑野市御殿

山通説などにある O 大原D遺跡例は凝灰岩製の長径5.7臥最大厚1.6αnの製品で表裏@側面と

も研薦、御殿山遺跡例は径6.6x5. 65cm、厚さ17.5mmの砂岩製、と報告されている。また、御

殿山遺跡例では明確な研磨商は周縁部に限られ、穿孔部は素材の軟質部分を穿孔箇所に選択し

たため"石の日"に沿って孔が拡張し、結果、表裏面の一方が他方よりも大きく関口する、と

されている。本遺跡例はこのこ例と比較して径で'20"'"'30畑、厚さでも10mm前後も大きいが、

その製作土の特徴は御殿山遺跡例と近似するようであるO 穿孔ある石製品として類例の範聞を

装身具の部類まで広げれば、千葉県鐘塚遺跡の 2点の三角形垂飾様製品(安山岩、砂岩製)も

数え上げらjfziこの資料は関東ローム第 2黒色帯の下層である豆層から出土しており、本資

料とは時期的な差が大きい。おそらく、国内の旧石器時代の穿孔石製品としては最も古い事例
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11¥喜子台遺跡

にあたろう。また、鐙塚遺跡の資料の紹介者である渡辺氏が引用するように!日お器時代の垂飾

品、玉類を出土した遺跡として、北海道湯のA4

と考えられるピットから 5点、の霊錦、

7点の玉が出土している。石材はDunite

期日消 1選泌がある O 湯の里 4遺跡で

l は2 ら計

製お

よび琉泊製と報告されているO これらは蘭越型類似の石刃石核を含む石器群に伴う資料であるO

鐘塚遺跡例は除いたとしても、「ナイフ形石器群」変遷の後半に玉類も含めた穿孔石製品

中的に認められることは注同すべき事実であろう円

(2) -2 剥片剥離技術、および石器組成からみた第E群石器の位置

第E群石器の奇想i片剥離技術には先述したように 2つの類型がある O 主体となるのは類型 1の

縦長剥片を目的的にはぎ取る技術であり、主要な石器のほとんどがこれによって製作されてい

るO これに対し類型 2の幅広の小形剥片を取る技術は、唯一、削器が製作されている石器である。

このような石器製作の技術に 2つの異なる技術が存在する点は、ナイフ形石器群の前半期に
(註 28)

特徴的な「二極構造」のrelicとして捉えられるものであろうか。東北地方の諸遺跡の石刃石器

群をその技術基盤の変遷によって配列した藤原妃敏氏によれば、 I群から ll-b群ーまでは石刃
(註 29)

技法以外の剥片剥離技術が存在するとし寸。先に本遺跡ナイフ形石器を金谷原遺跡のナイフ形

石器に後出するものとして見たが、藤原氏の細別した技術基盤では金谷原遺跡は立 -a群にあ

たり、それに後続する ll-b群には米ケ森、塩坪遺跡があてられてし(qiしたがって、藤原氏

の編年枠をそのままに用いるなら、本遺跡の第H群石器は米ヶ森、塩坪遺跡の ll-b群の周辺

に位置することになる。しかし、ここで注意しなければならないのは、藤原氏がこの豆 b群

を評価するにあたり、「画一的な石刃で、石器群全体の素材が供給できなくなった段階」とし、

その具体的な現れを「同一器種の中での形態の分化と典型的なエンド@スクレイパー

;三求めていることである。ここで述べられているエンド白スクレイパーとは、次の豆 -c群と

の関連からi幅広の縦長剥片を素材としての石器であり、本遺跡の第E群石器の掻器のような細

身の縦長剥片を素材とするもの (i先刃式掻器J)ではないであろう。本遺跡第立群石器では、

むしろ分厚い幅広の素材を必要とする「削器」がそれにあたる。そして、それは作業面調整制

片を別とすれば、縦長剥片をとるのとは別に用意された技術、すなわち個体 4、個体11、個体

13などの最Ij片合計j離技術である類型 2によっている。このような状況は f石刃技法とまったく無
(注 31) 

関係な斜片生産技術が特定器種に結合しているj という藤原氏の評価を米ヶ どとは別

に示したものといえよう。

ところで、藤原氏の細別ではこの ll-b群の後、

を間体の剥離過程で生産することができるようになる

もつ(おもに大きさの

としての豆 -c群がおかれ、幅
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第3章まとめ

f設 aa)
広の掻器が安定的に組成される山形県南野遺跡がその代表とされる O この II-C群に相当させ

(廷3り

うる資料が南外村小出IV遺跡で、得られている。小出IV遺跡の個体NO.lの接合資料は再設打函

の石核から幅広の縦長剥片を連続的にはぎ取っていった資料ーであるが、遺跡内での初期剥離で

られた剥片は掻器および彫器に加工されている O 同じ資料中に接合するナイフ形石器はない

が、打面調整および再生を繰り返しより小形化した残核に近い部分の縦長剥片は多く遺跡外に

持ち出されており、これにナイフ形石器が含まれていた可能性も考えられるO すなわち、この

小出IV遺跡のNo.l接合資料l土、蕗庫民のいう「石刃霊法の工程ーは画一的なあり方を主主するが、

される石刃は大きな形態差(主に大きさの点、で)をもち、その形態差に基づいて、素材の
(設 35)

使い分けがなされた」という評価が妥当と受け取られる好資料といえるO

以上のように、ナイフ形石器群後半期の大枠として捉えた場合、藤原氏の各段階は一定の蓋

然性をもつものとして適用しうるだろう。本遺跡の第E群石器はその剥片剥離技術からみた場

合、南野遺跡、 IJ¥出W遺跡よりは一段階前の米ヶ森、塩坪遺跡の周辺段階を想定しうるだ
(設36) 

ろう。

さて、先にナイフ形石器の類例を見る際、岩手県和賀仙人遺跡例をとり上げた。和賀仙人遺

跡ではナイフ形石器のほかに、彫器(，神山型彫器J，小坂型影器J)、掻器(幅広の縦長剥片素
(註 37)

材)、模形石器などのほか、尖頭器 2点が伴っている。和賀仙人の尖頭器、とくにそのうち

「入念な押庄剥離を半両面に施JすA型とほぼ同形の尖頭器は、柳田俊雄氏の報告する福島県
(怠38)

背戸8遺跡でも二側縁加工のナイフ形石器にともなって認められるO 櫛田氏は背戸B遺跡と、
(註 39) (註40)

関連する福島県内の遺跡、塩坪遺跡、谷地前C遺跡、三貫地遺跡(原口地区)の石器群を比較

し、掻器(エンド@スクレイパー)、槍先形尖頭器が欠如する三貰地遺跡から、掻器(エンド@

スクレイパー)の組成される塩坪遺跡、そして槍先形尖頭器を特徴的に組成する背戸B遺跡、

峠下型細石核を含む谷地前C遺跡の流れを設定するのであるが、このような組成論上の見解に

したがえば、本遺跡第五群石器はナイフ形石器を指標としては和賀他人遺跡と並ぶものの、そ

れよりも古い段階に位置づけられることとなる。また、本遺跡、を直接に福島県内の遺跡編年に

照らすには、本遺跡例に近似の「神山型彫器Jを組成する三貫地遺跡の位置づけが参考ともな

ろうが、これについては「神山型彫器Jの時間的、空間的な広がりをどれほどのものか確定し
(註41)

えないため、詳かでない。

以上、第E群石器の位置づけに関して若干の考察を試みた。一応、現段階では東北北部のナ

イフ形石器を組成する石器群のなかでは、「東山系石器群Jと呼ばれる南野遺跡、小出IV遺跡

よりは古く位置づけられるであろうことを確認した。またナイフ形石器の比較では下堤G遺跡k

金苓原遺跡に後続する横道遺跡に近い位置を想定したが、最も近似的な和賀仙人遺跡は組成論

的には本遺跡よりも新しく けられるであろうことを確認した。
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